














ソムリエの恋愛条件








水上ルイ





[image: ]

角川ルビー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。



















　Ｃｏｎｔｅｎｔｓ







ソムリエの恋愛条件




　あとがき




ギャラリー







　　　　沢さわ渡たり暁あきら







「パーティーで、ワインのブラインド・テイスティングをしろ？」

　店の閉店後。ウエイティングバーのカウンターの内側に立ったオレは、たくさん並べたワイングラスを磨みがきながら言う。

「悪いけど、断ってもいい？」

　オレの名前は沢さわ渡たり暁あきら。二十四歳。フランスでのソムリエ修しゆ業ぎようを終えて、日本に帰ってきたところだ。

　オレが日本での働き口として選んだのは、麻あざ布ぶにある老舗しにせのフレンチレストラン『ポルト・ボヌール』。『幸運のしるし』という可愛かわいい名前と素す敵てきな内装、そして本格的な料理を出す素晴らしい店。そして祖父がソムリエとしてずっと働いていた場所だ。

　幼い頃ころに父母を亡なくして祖父に育てられていたオレは、この店の事務所やカーヴで遊び、レストランが食べ物を出すだけでなく人々の思い出も作る場所だということを知った。

　オレはいつしかレストランでソムリエとして働きたいと思うようになり、高校を出てすぐフランスに渡わたって祖父の友人でもある一流ソムリエのもとで修業を積んだ。そして師し匠しようの厳しい指導もあって『世界ソムリエコンテスト』で新人賞を獲とることができたんだ。

　自分にはやはりソムリエの才能がある……と再さい認にん識しきしつつ、オレは日本に帰ってこの『ポルト・ボヌール』で働くことを決めたんだ。

「悪い話じゃないと思うんだけど」

　恰かつ好こうよくスツールに座ってワインを飲んでいたこの店のオーナーが、にこやかに言う。

「ブラインド・テイスティングをするのは、『トキウラ』のボージョレー・ヌーヴォー解禁のパーティー。ソムリエとしての名前を広めるためにも、いい機会だと思うけれど？」

　彼は坂さか木き佑ゆうさん、二十八歳。オレが今お世話になっているこの『ポルト・ボヌール』の現オーナーだ。

　逞たくましい身体からだをダークスーツに包み、茶色の髪かみと色素の薄うすい瞳ひとみをした色男。レストランのオーナーというよりはモデルと言われた方がしっくりくるような美形だ。

　この店では、オレの祖父もソムリエとして働いていた。彼はその当時のオーナーの孫だ。

「『トキウラ』って、ワインの輸入元としても有名な、あの？」

「そう。『トキウラ』はグループ会社百五十、経常利益二百億円を叩たたき出す、日本のワインの輸入量ではトップの大だい企き業ぎようだよ。そのパーティーで、客の前でテイスティングの実演をするなんて、光栄なことじゃない？」

「……っていうか、それって要するに宴えん会かいの余興だろ？」

　オレはため息をつき、専用の麻あさの布で磨き上げたグラスを、明かりに透すかして見る。

　……うん、完かん璧ぺきだ。

「どうせ、おしゃべりに夢中で、誰も見てないんでしょ？　タバコを吸うヤツ、香こう水すいをまき散らすヤツ、食べ物の匂においもすごい。興味もない癖くせに、銘めい柄がらが当たらなかったら大ブーイング」

　ソムリエをマジシャンとでも勘かん違ちがいしているのか、気取ったパーティーの余興に呼ばれることは多々ある。食事は豪ごう華かだし、綺き麗れいな女性はたくさんだし、ギャラは出るし……面おも白しろがって出かけていくソムリエもいるけれど、オレはそういう仕事は一いつ切さい断ってる。

　ブラインド・テイスティングは、集中力が必要なとても難しい作業。それをまるでお遊びのように人前でやらされることが、なんだかすごく不ふ愉ゆ快かいなんだ。

「そんなに深刻に考えなくていいよ。気軽な気持ちで……」

「お断りします。なんでそんなところでテイスティングをしなきゃならないのかわからない」

　オレはカウンターの隅すみに手を伸のばし、そこに置いてあった自分用のワイングラスを持ち上げる。すっかり香かおりが開いて最高の味になっているボルドーを一口味わう。

「うん。まだ無名だけど、このシャトーのこの赤は、今年最高と言ってもいいかも」

　満足してうなずき、それからオーナーの顔を覗のぞき込む。

「それにオレ、あの『世界ソムリエコンテスト』で新人賞を獲った経歴の持ち主なんだよ？　そんな見せ物みたいなことをさせるのって、失礼じゃないのかなあ？」

「相変わらずだなあ、暁くん」

　オーナーは温和な顔で笑って、平然と言う。

「とはいえ……申し訳ないけど、もう断れないんだよね」

「……へ？」

「君がまだフランスで修業をしている頃、店の経営が一度傾かたむいたんだ。祖父が亡なくなり、ぼくがこの店のオーナーになって一年くらいの時かな？」

　彼はグラスに残っていたワインを飲み干す。指先だけを動かして、もっと注いでくれ、という仕草をする。

「経営が傾いたって、どうして？」

　オレがワインを注いであげると、彼は、ありがとう、と言ってグラスを持ち上げる。

「店の補修工事をしたし、金に糸目を付けずに高価な食材ばかりを集めていたからね。特にワイン。当時雇やとっていた悪徳ソムリエには、高額の賃金を請せい求きゆうされていたしね」

　彼はワインを一口飲んで、満足げにうなずく。

「君みたいに優ゆう秀しゆうなソムリエなら、原価を抑おさえて美お味いしいワインを買い付けてくれるんだろうけど……前のソムリエは、一本何十万もするワインを勝手にどんどん買い付けてしまってね。彼のせいでとんでもない金額をワインに費ついやしてしまった」

　たしかにこの店の地下にあるワイン・カーヴには、とんでもないワインが山ほど眠ねむっている。この場合の「とんでもない」というのは「素す晴ばらしい」という意味ではなくて「バカみたいだ」という意味。いかにも見る目のない人間が買い付けたらしく、有名な銘柄であることばかりを重視して、肝かん心じんの出来を気にしていないんだ。

　出来が最悪だった年の有名ワインが数え切れないほどカーヴの棚たなに並んでいて……この店に来たばかりのオレは、どんな素人しろうとソムリエを雇っていたんだ、と頭を抱かかえたものだ。

「……そのことと、今回のブラインド・テイスティングと、何か関係が？」

　オレは嫌いやな予感を感じながら聞く。オーナーはグラスを置き、深々とため息をつく。

「残念ながら関係があるんだな。当時、このままでは店がつぶれてしまうと焦あせったぼくは、大だい富ふ豪ごうである友人に借金を申し込んだ」

「借金って……いったいいくら？」

　いつも茫ぼう洋ようとしているオーナーの、いつにない妙みように深刻な顔に、オレはちょっと青ざめる。

「もしかしてとんでもない金額なんじゃあ……？」

「七千万円」

　オーナーの口から出たとんでもない金額に、オレは呆ぼう然ぜんとする。

「なな、せん、まん？」

　もしかして大きな企業なら大した借金じゃないかもしれないけど、個人でやっているレストランにとっては七千万円はとんでもない金額だ。

「そう、七千万。しかも、その金をまだ全然返せていないんだ」

　彼は言い、手で顔を覆おおって深いため息をつく。オレは本気で青ざめる。

　オーナーの坂木さんは本物のグルメだから、食材には妥だ協きようしない……っていうか金に糸目を付けないって言ったほうが正しいかもしれない。『ポルト・ボヌール』は、料理とワインの面ではかなりレベルの高い店と言えるけれど、儲もうけで言えばいつもぎりぎり。そんな大きな借金を返せるとはとうてい思えない。

「もしかして、その友人に今すぐ返せとか言われてるんじゃ……？」

「そこまでは言われていないけれど……彼を怒おこらせれば、すぐにでもそう言われそうだ」

　彼は言い、沈ちん鬱うつなため息をついて、

「……そう言われたら店を売って返すしかないかな」

「この店を売る？」

「それしかないかもしれないな」

「……そんな……」

　その言葉に、オレは激しいショックを受ける。

「たくさんの思い出のあるこの店が売られるなんて、絶対に嫌だよ。なんとかならないの？」

「だから、時とき浦うらを怒らせたくないんだよね」

「時浦？　もしかして『トキウラ』と関係ある？」

　坂木さんの言葉に、またオレは驚おどろかされる。

「ああ……ぼくの友人は『トキウラ』グループの若き総そう帥すいだよ。大学時代の同級生でね。よく知っている」

「どんな人なんですか？　お金持ち……なんだよね？」

　オレが恐おそる恐る聞くと、坂木さんはうなずく。

「名前は時浦雅まさ直なお。元華か族ぞくで大富豪の時浦の家に生まれ、二十八歳の若さで時浦家の当主をつとめている。もともと『トキウラ』は、当時の当主であった彼のお祖じ父いさんのワイン好きが高じて道楽で作られた会社だった。今は世界中に名前を知られたグループ企業になったけれど、雅直の功績は大きかったらしいよ」

「うわ、なんだかわからないけど怖こわそうだな」

　オレが呟つぶやくと、坂木さんは難しい表情になってオレを見つめる。

「ああ。もともと気むずかしい男だったんだが、大学の卒業と同時にお祖父さんが亡くなり、当主の座と共に『トキウラ』の社長の座を継ついでから、さらに偏へん屈くつになった」

「大富豪の上に、気むずかしくて、偏屈」

　オレは、ちょっと怯おびえてしまいながら言う。

「なんでそんな男に金を借りちゃったんだよ、坂木さん？」

　坂木さんは暗あん澹たんたる表情になって、

「ぼくもそう思うよ。だけどこんな小さなレストランで銀行からの融ゆう資しはとても無理だったし、ほかにそんな大富豪の友人が何人もいるわけでもない」

　……それは……そうだろうけど……。

「まあ、彼にとっては七千万円なんかほんのポケットマネーだろう。だから今まで特に厳しく請求されることもなかった。しかし、今回のブラインド・テイスティングの件では彼はいつになく強ごう引いんなんだ。断ったらきっと機き嫌げんを損そこねてすぐにでも返せと言って来るに違ちがいない」

　彼はそのハンサムな顔に、雨に濡ぬれた仔こ犬いぬみたいな困った表情を浮うかべる。

「だからどうしても断れないんだ。……頼たのむよ」

　その顔は、彼のお祖父さんだった初代のオーナーにそっくり。オレの祖父ちゃんも、「どんなに無む謀ぼうなことを言われても、彼に困った顔をされると敵かなわないんだ」とよく言っていた。

　……そして、なんと言っても、オレは祖父ちゃんに性格がそっくりなんだよなあ。

　オレは深いため息をつきながら、

「わかったよ。……まったく仕方がないんだから、この人は！」

　オレが言うと、彼はパアッと顔を輝かがやかせて笑う。

「ありがとう、暁くん！　君はぼくの命の恩人だよ！」

　そのセリフは、やっぱりオレの祖父ちゃんが言っていたのと同じで、オレは笑ってしまう。

「まったく、おおげさなんだから」

　……まあ、お世話になってるんだし、それくらいのことはしてあげてもいいかあ。

「じゃあ、明後日の夕方五時に、ロイヤル・バスティス・オブ・トーキョーに。頼んだよ！」

　さっきとは打って変わって晴れ晴れとした笑え顔がおで言う。オレはため息をついて、

「わかったよ、せいぜいその友人を怒らせないように頑がん張ばってくる」

「ありがとう！　それでこそ我が店が誇ほこる名ソムリエ、暁くんだ！　頼たよりにしてるよ！」

　……まったく、仕方ないんだから、この人は！




　　　　＊




　オレがいるのは、汐しお留どめにできたばかりの都内でも最高ランクとされているホテル『ロイヤル・バスティス・オブ・トーキョー』。五階にあるこのホテルでも一番大きな宴えん会かい場は、タキシードやドレスに身を包んだゲストで溢あふれ返っている。

　日本にボージョレー・ヌーヴォーの解禁日を祝うという習慣が入ってきたのは、二十年近く前のバブル時代と呼ばれる頃ころらしい。バブルの崩ほう壊かいと共にいったんは忘れられたけれど、経済が復興しつつある最近では、だんだんとまた庶しよ民みんの間にそれが復活し、その規模も大きいものになってきているみたい。

　この『トキウラ』だけでなく、各酒造メーカー、輸入業者もお得意さんや芸能人を集めては豪ごう華かなパーティーを開くようになってきた。

　要するに、日本人にとってのワインは、お金があるときにだけ飲むまさに贅ぜい沢たく品ってイメージなんだろう。

　水道水がほとんど飲めない場所も多いヨーロッパの都市部では、水代わりの気楽な飲料として昔からワインは愛飲されてきた。ワインを飲み始めた歴史の浅い日本ではまだまだワインを飲む習慣が浸しん透とうしておらず、安くて美お味いしいワインもほとんど知られていない。『ロマネ・コンティ』だの『シャトー・ラトゥール』だのという言葉は知っていても、「じゃあ、あなたがいつも愛飲しているワインは？」って聞かれたら、答えられる人はほとんどいない感じ。ソムリエがテーブルに近づくと、まるで財産を搾しぼり取る悪徳業者か何かのように警けい戒かいされちゃうし。

　気楽に相談できるソムリエがいるレストランがもっと増えて、いろいろないいワインが日本に広まればいい……オレはいつもそう思ってる。

　酒造メーカーが出資するパーティーは、そのいい機会にもなるとは思うんだけど……。

　……来てるのは、自じ称しようワイン通の芸能人とか、いかにも金に飽あかしてワイン買ってますって感じのゲストばかり。こんなパーティーに、何か意味があるんだろうか？

　オレは宴会場の隅すみにあるパーティションの蔭かげに隠かくれながら思う。

　ギャルソンはたいがい、白いシャツと蝶ちようネクタイ、それに黒のジレ。そしてオレたちソムリエはその上に丈たけの短い上着を羽織り、腰こしにタブリエと呼ばれる長いカフェエプロンを巻き、胸に『Sommelier』という文字とブドウを象かたどった金色のバッジをつけている。

　だけどゲストたちにはその違いが解わからないらしくて（というかおしゃべりに夢中でオレたちのことなんか少しも見てないんだろうけど）、会場を歩いていると「デザートをとってきて」とか「灰皿くれる？」なんていろいろな注文をつけられてしまう。

　オレはいちおう仕事の一いつ環かんとしてここにいるわけだけど、ギャルソンみたいに時給をもらってるわけじゃない……っていうか、借金があるとか言ってる坂木さんに時間外手当を要求するのも悪いから、今夜のこれは完全にボランティアだろう。

　……ブラインド・テイスティングなら約束通りやるけれど、パーティースタッフとして働く約束なんかしてないもんね。

　オレは思いながら、パーティションのこちら側で一休みしていた。

　手には、ここに来る途と中ちゆうでギャルソンの持っているトレイの上から取ったワイングラス。その中には今夜のメインゲストであろう、ボージョレー・ヌーヴォーが入っている。

「これが『トキウラ』が大量に輸入した、今年一押しのボージョレー・ヌーヴォー、か」

　オレはグラスを回しながら光に透すかしてその色を見て、次に香かおりを確かめる。それから口に含ふくんで味を確かめて……。

「……うう～ん」

　思わず唸うなってから、それをゆっくりと飲み干す。そして思わず心の中で叫さけぶ。

　……まずい……！

　ソムリエにあるまじきひどい感想だけど、そのボージョレー・ヌーヴォーは、はっきり言って味も香りも最悪だった。名前だけは有名なシャトーで造られているから、客はありがたがって飲んでいるようだけど、そのシャトーは数年前に経営者が代わったという噂うわさがあった。その後どうなったんだろうと思っていたんだけど……。

「……もう最悪だ、これ」

　オレは、思わずそう呟いてしまう。

「そのボージョレー・ヌーヴォーに、何か文句でもあるのか？」

　後ろから聞こえた声に、オレは驚いて振ふり返る。

「……あっ」

　そこに立っていたのは、背の高い一人の男だった。

　逞たくましい肩かた、厚い胸、ぎゅっと引き締しまったウエスト、そして見とれるような長い脚あし。

　モデル並みの体型を包むのは、いかにも仕立ての良さそうな黒のタキシード。

　皺しわ一つない純白のワイシャツ、クラシカルな白のジレ、黒いシルクの蝶ネクタイ。

　きちんと整えられた、艶つやのある漆しつ黒こくの髪かみ。

　陽ひに灼やけた滑なめらかな頰ほお。

　高貴な感じに通った鼻筋。

　男らしい、形のいい唇くちびる。

　意志の強そうな眉まゆ。

　彫ほり込んだような奥おく二ぶた重え、セクシーな長い睫まつ毛げ。

　そして見つめられるだけで背中に戦せん慄りつが走りそうな、黒曜石のように煌きらめく黒い瞳ひとみ。

　……あ……。

　オレの心臓が、ドクン、と激しく高鳴った。

　……見とれてる場合じゃないのは解ってるけど……。

　オレは呆ぼう然ぜんと彼を見上げながら思う。

　……実際に見ると、ますますものすごい美形だ……！

　彼の顔は、坂木さんが持っていた経済雑誌の写真で見た。その時も美形だな、と思った。

　彼こそが『トキウラ』グループの総そう帥すいであり、日本本社の社長、時浦雅直。二十八歳。坂木さんが七千万円もの借金をしている、その相手だ。

　……うわあ、借金してる本人か！　なんてやつに聞かれてしまったんだろう……。

「『ポルト・ボヌール』から来たソムリエか」

　彼はオレを見下ろしながら言う。オレは身長が百七十七センチあるから仲間内ではそんなに小さいほうではなかったけど……この男はオレよりも二十センチはでかそうだ。

　高い場所から見下ろされて、オレの中の闘とう争そう心がいやおうなしに刺し激げきされる。

　……自分が喧けん嘩かっ早いことも知っているし、社会人になったんだから我が慢まんしなきゃならないことがたくさんあるのも解ってる。さらに今日は『ポルト・ボヌール』を助けるためにオレはここに来てるんだ。だけど……。

「もう一度聞く。このボージョレー・ヌーヴォーの、いったいどこが最悪なんだ？」

　高こう慢まんな声で言われて、オレは思わず拳こぶしを握にぎり締める。

　……怒おこりたいけど、我慢だ！　なんたって、七千万円と店の将来がかかってるんだから！

　オレは彼を睨にらみ上げながら、深呼吸をする。

「このシャトーには、もともととても優すぐれたワインの生産者がいたんだ。シャトーの持ち主である、シェニヨン卿きよう。彼は最上の畑で採れたブドウだけを使い、昔からの製造方法を守り、数量を限定して……夢のような深い味わいと、陶とう然ぜんとするような素す晴ばらしい香りをもつ奇き跡せきのようなワインを生みだしてきた」

　オレは瓶びんを持ち上げてエチケット──ボトルに貼はり付けられたラベルのことだ──を示してみせる。　>>>♥

「格付けではまだグラン・クリュ二級だったけど、次の当たり年が来ればきっととんでもないシンデレラワインを生み出す……そう言われていた優ゆう秀しゆうな生産者だった。そのために『シャトー・シェニヨン』の値段は高こう騰とうし、マニア垂すい涎ぜんのワインになっていた。雑誌にもたくさん取り上げられ、ワイン通を気取る人々の口にも上るようになった。あなたも、それを聞いたからこんなに輸入したんだろ？」

　オレはパーティションの脇わきから、パーティー会場の方を透かし見る。会場の真ん中に積み上げるようにディスプレイされているのは、シャトーの名前がデカデカと印刷された木箱。そこにぎっしりと詰つまっているであろう最悪のボージョレー・ヌーヴォーを思って、オレはため息をつく。

「『トキウラ』が宣伝するってことは、このワインは、今年は日本中の高級デパートで売られるんだよね？」

　時浦は感情を表さないまま、

「そうだが、何か問題が？」

「もともと『シャトー・シェニヨン』が、そんなに大量のワインを日本向けに出しゆつ荷かできるわけがない。一番多い年で二千本、しかも世界中のワインマニアから予約が入っていたんだから」

「まさか、このワインが偽にせ物ものだと言いたいわけではないだろうな？」

　時浦は不ふ審しんげに眉を顰ひそめる。

「私の会社の営業企き画かく部の人間と、アドバイザーとして雇やとっているソムリエたちが、シャトー・シェニヨンに赴おもむいた。そこの城主と直接交こう渉しようをし、瓶びん詰づめの過程も見てきているはずだ。このワインは正しよう真しん正しよう銘めい、あの『シャトー・シェニヨン』のボージョレー・ヌーヴォーのはず」

「彼らが会った城主って……まだ若かったと思うけど。五十代くらいって聞いてない？」

　オレが聞くと、彼はどうして知っているんだという顔でうなずく。

「報告書には、写真が貼ちよう付ふされていた。写っていた城主はたしかにそのくらいだった」

「ワイン造りで有名だったフランシス・シェニヨン卿は、数年前に亡なくなってる。あなたがたが会ったのは彼の息むす子このオーギュスト・シェニヨン卿。若い頃ころに城を飛び出し、ラスベガスで車のディーラーをやって一ひと儲もうけしていたはず。ワイン造りに関しては完全な素人しろうとだよ」

　オレの言葉に、時浦は驚おどろいた顔をする。しかし動どう揺ようを押し隠かくすように、

「だが、城主が代わったからといってワイン造りを請うけ負っていた職人たちや、ブドウ畑までが変わるはずがない。それならワインの味は変わらないだろう？」

　……なんだこいつ、生意気な……！

　オレは頭に来るけど……必死で怒りを抑おさえ込みながら言う。

「あそこでワイン造りを手伝っていた職人たちは、新しい城主に失望してみんな別のシャトーに移ってしまったって聞いたよ。新しい城主のオーギュスト・シェニヨン卿はシャトーの中に機械を導入して近代的なワイン造りを始めてしまったらしい。瓶詰め工程の時に見なかった？」

「たしかに……写真に写っていたのは、まるで工場のような無骨な建物だった。中には金属製のタンクが並んでいた。作業はそこで行われていたはずだ」

「それに、ブドウ畑だって、もともとあった場所だけでは足りるわけがない。村中のブドウ畑を、金に飽かして買いあさったらしい。いい土地も、悪い土地も全部」

「本当か？」

　彼は驚いたように言い、難しい顔で眉を寄せて、

「あれほどの有名シャトーなら、エチケットに畑の名前まで入るのでは？　それとも畑を詐さ称しようしている？」

　オレはかぶりを振りながら、近くのテーブルに置いてあったボトルを持ち上げる。エチケットに印刷された文字を示しながら、

「『シャトー・シェニヨン』という名前は有名だけど、畑の表示が入るまでには至らなかった。シェニヨン村、までだよ。だから詐称とは言えないけれど、飲み手を裏切ったことは確かだ。格付けは来年あたりから格段に落とされると思う。今年はまだいいとしても……来年も同じことをしたら、『トキウラ』は世界中のワインマニアの間で笑い者になるよ」

　時浦の顔に、一いつ瞬しゆんだけ苦しげな表情がよぎる。彼はボトルからオレに視線を移して、

「君はどうしてそんなことまで知っているんだ？　『トキウラ』のワイン部門の人間たちの口から、そんな噂は一度も聞いたことがない」

「本当にデキるソムリエは、独自の情じよう報ほう網もうを持ってる。そういうソムリエの間では、有名ワイナリーの噂ならどんなことでもあっという間に回るんだ。その年のブドウの出来の良し悪あしはもちろん、ワイン蔵で飼われてる猫ねこの名前までね。……最近はネズミが住んでいるような由ゆい緒しよ正ただしい蔵は少なくなったみたいだけど」

　オレは得意になって顎あごを上げながら、

「シェニヨン家は、いかにも優秀な息子が跡あとを継つぎました、みたいに宣伝をしていた。だけど彼が生産者になった途と端たん、出荷量がやたらと増え始めた。あれはどう見ても不自然だ。デキるソムリエの間では『シャトー・シェニヨン』はもう終わったってもっぱらの噂うわさだ。だから今年のボージョレー・ヌーヴォーはどんなにひどい出来だろうってみんな興味津々だった」

　オレは飲みかけのワインが入ったグラスの、底面の部分を持つ。

「想像どおりのひどいボージョレー・ヌーヴォーが飲めて、満足だよ」

　オレは四分の一ほどボージョレーの残ったグラスを、光にかざしながらゆっくりと回してみせる。パーティションの白がバックになって、ボージョレーの色がはっきりと解わかる。

「美お味いしいワインに独特の、煌めくような艶つやがない。ボージョレー・ヌーヴォーらしい新しん鮮せんな紅色もない。さらにアルコール度だけが妙みように高い。グラスを伝う雫しずくの落ち方が速いだろ？　飲むまでもない、今までの『シャトー・シェニヨン』とは、まったくの別物だ。たとえそれが満足のいく味のものを造るのがとても難しい、ボージョレー・ヌーヴォーだとしてもね」

　オレは、彼が顔色一つ変えずにオレを見下ろしていることに気づいてちょっと悔くやしくなる。

「仮にも酒類を扱っている会社の社長でしょ？　輸入するのはワインだけじゃないかもしれないけど、少しはワインのことも勉強したら？　どうせボージョレー・ヌーヴォーでいくら儲もうかるかしか考えてないんだろうけど」

「……口ではなんとでも言える」

「え？」

　いきなり言われた彼の言葉に、オレは呆ぼう然ぜんとする。

「それだけ偉えらそうなことばかりを言う……君の実力はどのくらいのものなんだろうな」

「なんだと？」

　彼の言葉とその平然とした顔つきに、オレの感情が一気に爆ばく発はつしそうになる。

「仮にもオレは、あの有名な『世界ソムリエコンテスト』新人賞を獲とったソムリエなんだぞ」

「賞などあまりあてにはならない。しかも優勝ではなく、新人賞だろう」

　その言葉が、オレの神経を露ろ骨こつに逆さか撫なでする。

　……くそ、それはオレだっていちおう気にしてるんだぞ！

「いつかは必ず優勝する。……そんなに信じられないのなら、オレの実力を見せてやるよ。あなたがやらせたがっていたっていう、ブラインド・テイスティングで」

　彼はオレを見下ろし、それからふいに妙に意地の悪い笑えみを浮うかべる。

「それだけでは少しつまらないかな」

「はあ？」

「私と、一つ、賭かけをしないか？」

　本当なら、くだらないことを、と笑うべきだったのかもしれない。だけどその時のオレは、完全に頭に血が上っていた。

「いいよ。賭けでもなんでもやってやるよ」

「威い勢せいのいいソムリエだ」

　彼は小さく笑い、それからオレを見下ろして言う。

「負けた人間は、勝った人間の言うことをなんでも聞く。どうだ？」

　その言葉にオレは戸と惑まどう。

　……なんでも、だと？

　……さすが、大だい企き業ぎようの総そう帥すいはものすごいことを言う。

「もしもオレが『ポルト・ボヌール』の七千万円の借金をなかったことにしてくれと言ったらどうする気だよ？」

　聞くと、彼は憎にくらしいほど鷹おう揚ような顔で笑う。

「もちろんなかったことにする」

　……なんて男だ！　自分にははした金だって言いたいのかよ？

「わかった」

　オレは、彼のことを思いっきり睨にらみ上げながら言う。

「こうなったら心おきなくあなたとの賭けに勝って、七千万円の借金をなかったことにさせてやるから」

「坂木は、頼たのもしいソムリエを雇やとったものだ」

　彼は肩かたをすくめ、あっさりと受け流す。

「さて、そろそろ客が退たい屈くつし始めたようだ。そろそろ余興の時間かな？」

　彼が言った『余興』という言葉が、オレの神経をまた逆さか撫なでする。

　……チクショ、絶対に負けるわけにはいかない！

「君に当ててもらうワインは三種類。ボトルはナプキンで覆おおってエチケットを隠すつもりだが、さらに余興を盛り上げるために、君には目め隠かくしをしてもらう。……いいね？」

「なんでもすれば？」

　オレは彼を睨み上げながら言う。彼は可お笑かしそうに笑って、

「その意気だ。三本とも当てられたら、君の勝ちだ。七千万円はなかったことにしよう」

「わかった。このバッジにかけても、オレは絶対に勝つよ」

　オレは胸に煌きらめくブドウのバッジを示しながら、彼に宣言する。

　その時のオレは、自分が示した条件のことばかり考えていて、彼が自分にどんな条件をつきつけてくるかなんて……考えてもみなかったんだ。







　　　　時とき浦うら雅まさ直なお







　ステージの上、スポットライトを浴びて立つ彼は、さっきまでの跳はねっ返りとはまるで別人のように優ゆう雅がに見える。

　皺しわ一つない白のワイシャツに、黒の蝶ちようネクタイ。黒のジレ。その上に、ジレと同じ生き地じの丈たけの短い上着を羽織っている。

　スッキリと折り目のついたスラックスが、彼のすらりと長い脚あしを覆う。腰こしにはタブリエと呼ばれる黒の長いカフェエプロンを巻いていて、ギュッと締しめられた紐ひもが彼のウエストの細さを強調している。

　彼の上着の胸にはブドウと『Sommelier』の文字を象かたどった金色のバッジ。さっき彼が誇ほこらしげに示していた、ソムリエの証あかしだ。

　艶のある黒い髪かみが、スポットライトの明かりを艶々と反射している。

　滑なめらかな、真しん珠じゆのように白い頰ほお。

　スッと通った細い鼻筋。

　あんなに憎らしい言葉を吐はくくせに、まるで赤ん坊ぼうのそれのように無む垢くに見える美しい唇くちびる。

　すっきりと優雅で端たん正せいな……彼は、本当に美しい姿をしている。

　彼の目の周囲を、白い目隠しが覆っている。その向こうには、形のいい眉まゆと長い長い睫まつ毛げ、そして煌めく漆しつ黒こくの瞳ひとみが隠かくされているはずだ。

　彼はその白くしなやかな指で、テイスティング用のグラスの底面を軽く摘つまんでいる。

　四分の一ほど入れられたワインを慣れた仕草で回し、そして鼻に近づける。

「香かおりはかなり強い。ダイナミックです。十分に熟成した飲み頃ごろの赤ですね」

　彼の襟えり元もとには小型のピンマイクがあり、澄すんだ声が会場に響ひびきわたる。

　私は意図するところがあって彼を呼んだのだが……普ふ通つうならば、ブラインド・テイスティングなど、パーティーの余興としか見られないだろう。ご馳ち走そうを食べることと名めい刺し交こう換かんに夢中の客たちからは見み逃のがされても仕方がない。

　しかし、ステージに現れた彼の容姿があまりにも端たん麗れいだったことと、目隠しをして視覚にはまったく頼たよらない、本当の意味でのブラインド・テイスティングという趣しゆ向こうに、客たちの視線はステージ上に釘くぎ付づけになっている。

　しかも彼は、一本目のワイン『コート・ロティ　ラ・トゥルク　２００１』を目隠しをしたままで見事に当てて喝かつ采さいを浴びた。そのことで、客たちはさらに彼に夢中になったようだ。

　……やっと、ワインの試飲会らしくなってきたようだな。

　副社長である叔お父じが「時流に乗るためにはどうしても」と言い張って開かれたボージョレー・ヌーヴォーの解禁を祝うパーティーだが、私ははっきり言って興味がなかった。

『トキウラ』はワインだけを輸入するメーカーではなく、ビール、ブランデー、バーボン、リキュール類など、ほとんどの酒類を一手に扱あつかう企き業ぎようだ。優ゆう秀しゆうな研究所に任せきりではあるが、国内産の酒類を造ってもいる。そしてそれらをまとめる役目を担になう私は、それをいかに効率的に市場に流通させるか、そこからいかに収益を上げるか、だけを考えればいいと思ってきた。

　私はワインを、単なる水代わり、もしくは軽い寝ね酒ざけとしてしか飲まないし、それ以上の意味を感じない。『トキウラ』の営業企き画かく部にはソムリエの資格を持つプロが何人もアドバイザーとして雇われていて、企画部の人間と話し合ってどの国のワインを仕入れるかをすべて決める。もちろん社長会議での承しよう認にんは必要とするが、私はプロが決めているその数字に口を挟はさむつもりはなかった。売り上げが伸びなかった場合には考えなくてはいけないが、今まで『トキウラ』は、ワインの輸入販はん売ばいで赤字を出したことは一度もないのだ。

　私にとって酒は、ただの商品でしかない。例えばその対象が鉄鋼であったとしても、カンヅメであったとしても私にとってはまったく同じ程度の意味しかない。

　……しかし。

　あの、沢渡暁という青年の煌めく瞳を見た時、私の心はなぜが激しく揺ゆれた。

　彼がいかにソムリエという仕事に誇りを持っているか、そしてワインをいかに愛しているかが伝わってきて……なぜか胸が激しく痛んだ。

　……私は、どうしたというのだろう？

　スポットライトに照らされた彼の姿から、どうしても目を離はなすことができない。

　ステージ上の彼は、優雅にグラスを傾かたむけ、ワインを一口、口に含ふくむ。しばらく香りを堪たん能のうした後、ゆっくりとそれを吞のみ込む。

「シナモン、トリュフなどに似た、独特の香こう辛しん料りようのような香りがします。コーヒーのような芳かぐわしさと、上等なチョコレートのような濃のう厚こうさ。適度な酸さん味みは、スグリのような黒系のベリーを思わせます。……粘ねん土ど質の土、蠟ろう燭そくなどに似た、歴史を感じさせる長い余よ韻いんもある」

　彼はその美しい声と、歌うような流りゆう麗れいな発音で、人々を魅み了りようしていく。

　……世界ソムリエコンテストで新人賞を獲とった実力は、伊だ達てではないのかもしれない。

　確かな知識と、味や香りに対する驚きよう異い的な記き憶おく力……だが、ソムリエの資質はそれだけではないような気がする。

　……彼は人々の注目を集め、その言葉を興味深く聞かせ、そして聴きく人の心を華はなやがせる。これはソムリエにとって重要な資質かもしれない。

「わかりました」

　彼はグラスを真っ直すぐに支えたまま、その唇に笑えみを浮うかべる。

「『ラ・モンドット』の一九九六年ですね」

　男性司会者が、ワインのボトルを覆っていた布を取り外す。そこから現れたのは……。

「おお」

「たしかに『ラ・モンドット』だ」

　会場に驚おどろきの声が上がる。司会者がボトルのエチケットを注意深く確かく認にんする。

「『ラ・モンドット』の一九九六年、正解です！」

　高らかに言われた言葉に、会場に大きな喝采が沸わき上がる。

「素す晴ばらしい！」

「まだ若いのに、本当にすごいわねえ！」

　人々の賞賛の声が届いたのか、彼が目め隠かくしをしたままで笑みを深くする。それを見た私の心臓が……ドキリと跳ね上がる。

　……彼をこのまま逃にがしたくない。

　私は、切実に思った。

　……彼を捕とらえ、このまま閉じこめることができたら、どんなに素敵だろう？

　ステージの上では、司会者の問いに答えながら、暁が赤ワインの見分け方のコツについての簡単なレクチャーを始める。

　私はふいにあることを思いつき、近くに立って待機していた秘書の村上をそっと呼ぶ。そしてそれを言いつける。

　彼は責めるようにチラリと眉を上げて見せ、しかし黙だまってうなずくと姿を消した。

「それでは、最後、三本目のワインの試飲をお願いすることにしましょう」

　司会者が言い、舞ぶ台たいの袖そでの方に合図を送る。そこから出てきたのはさっきまでの女性アシスタントではなく、私の秘書の村上だった。

　彼はその手に、ナプキンでしっかりと包まれた一本のワインを持っている。その中身は予定されていたドイツ産の高価な白ワインとはまったくの別物。蔵から出してきたのではなく、さっきまでパーティー会場のテーブルの上に置かれていたものだ。

　当とう惑わくした顔の司会者の前で、村上はソムリエナイフを取り出し、慣れた様子でその金属製のコルクカバーを切る。派手ではないが整った容姿の彼が鮮あざやかな手つきでコルクを開けるのを見て、女性たちがうっとりしている。

「ワインを持ってきたのは、さっきまでとは別の人ですね」

　目隠しをしたままの暁が、可お笑かしそうに言う。

「もしかして、意地の悪い社長の差し金ですか？」

　その言葉に、村上の顔を知っている社内の人間たちが苦く笑しようしている。秘書が自ら出ていくということは明らかに私の差し金だからだ。

「さっきとは別の人だと、どうしてわかったんですか？　目隠しがゆるんでいる……わけではなさそうですし」

　司会者が言って、暁の目隠しがきっちりと締められていることを確認する。

「近くを通った時の、コロンの香りが違ちがいました。さっきは女性、今度は男性ですね。……新しん鮮せんなグリーンと、苔、わずかに柑かん橘きつ類るいの香りがしました。もしかして、あなたの愛用の香こう水すいは『オー・ド・ヴィ』？」

　暁の可笑しそうな問いに、村上が当惑したように眉を寄せる。

「失礼しました。ブラインド・テイスティングのお邪じや魔まになりましたか？」

「いや、そのくらい微かすかなら大だい丈じよう夫ぶですよ。ぼくもその香りは好きなんで、気が合うなと思っただけです。……コルクを抜ぬいてくださってありがとうございました」

　暁の言葉に、村上は、どういたしまして、と答える。そして足早にステージ脇わきに消える。

「それでは、このワインのブラインド・テイスティングに入っていただきましょう」

　司会者が言い、新しいテイスティング・グラスに、そのワインを四分の一ほど注ぐ。

「赤ですね。……深い、いい香りだ」

　グラスを渡わたされた暁は、思わず、というように呟つぶやく。それからグラスの底面を持ち、ゆっくりとそれを回す。

「まるで歴史ある産地のもののように重じゆう厚こうですが、ボルドーでも、ブルゴーニュでもない。新世界ワインと呼ばれる新しい産地のワインでしょう。……それにしても素晴らしいな」

　彼は驚いたように言って、何度もその香りを吸い込む。

「穏おだやかな気候の丘きゆう陵りよう地ち帯たいで採れた、とても品質のいいブドウを使っています。ブドウの品種はカヴェルネ・ソーヴィニヨン」

　彼は言いながら、グラスを傾けてワインを一口飲む。口の中で味わってゆっくり飲み込む。　>>>♥

「じゅうぶんに熟成した、奥深い渋しぶみが特とく徴ちよう的です。プラム、カシス、アンズ、キイチゴにも似た、とても豊かなフルーツの香りがする。これは、カリフォルニア産の……」

　彼は言いかけて言葉を切り、香りを嗅かいでから、また一口ワインを飲む。

「いや、舌を刺し激げきする収しゆう斂れん性せいが少なすぎる。余韻も長いし……」

　少し混乱したように言い、さらに深く香りを嗅ぎ、またもう一口。

　ざわめく会場を見回した司会者が、慌あわてたように、

「さすが、『トキウラ』の総そう帥すいが直接出した問題ですね。三本目のワインのテイスティングは、今までの物よりもずっと難しいようで……」

「集中できない。黙って」

　暁が今までにない厳しい声で言い、司会者は慌てて口を閉とざす。

　暁はグラスに残ったワインをさらに飲み、グラスを回して香りをたしかめる。そしてその姿勢のまま、動きを止める。

　会場が固かた唾ずを吞のむ中、暁がグラスから顔を上げる。そしてさっきまでの自信満々な声とは違う、まだ何かに迷っているかのような声で言う。

「価格は高くはありませんが、世界に五百ケースしか流通しない、愛好家の間では幻まぼろしと言われるワインです。『エイブリュー・カヴェルネソーヴィニヨン・マラドーナ・ランチ　２０００』」

　司会者が緊きん張ちようした顔でボトルに巻かれている布ナプキンを解ほどく。そしてそのエチケットを見て驚いた顔をする。

「これは……」

　暁は焦じれたように自分で目隠しを取る。そして彼の手からそのボトルを奪うばい……。

「……あ……っ！」

　とても驚いたように、その視線がエチケットに釘くぎ付づけになる。

「……噓うそ……だろ……？」

　それから顔を上げ、会場のテーブルに並んでいる何本ものワインを見み渡わたす。彼も、それがテーブルにごく普ふ通つうに置かれていたものと同じだと気づいたのだろう。

　私は、ショックを受けている彼の名めい誉よを守るために、舞台に向かう。袖に立っていた村上が、私に向かってチラリと眉まゆを上げてみせる。

「まだ若いソムリエにあんな仕打ちをするなんて、酷こくではないですか？」

「彼はまだ若いが、その才能は本物だ。同情する必要などない」

　私は言い、彼の脇を通り抜けてステージに向かった。







　　　　沢渡暁







　……噓、だろう……？

　目隠しをむしり取ったオレは、自分の目を疑った。

　……これが、国産のワインだと……？

　だけど、そのワインはそれほど珍めずらしいものではなく、デパートのワイン専門店あたりにはたいてい置かれているものだ。値段は、一本一万八千円程度だったはずだから、毎日飲む気軽なテーブルワインとは言えないけれど、手の届かないものではない。

　最近では国産ワインにもいいものが多いけれど、そのほとんどが軽い白。国産の赤ワインの味を、オレはまだまだ信用していなかった。だから、このワインも「どうせ国産だろう」と思って飲んだことがなくて……。

　……しかも……。

　オレは、そのボトルのエチケットを見つめながら呆ぼう然ぜんとしていた。

　……このワイン、『トキウラ』のオリジナルか……？

　エチケットには『ルージュ・ドゥ・トキウラ　カヴェルネ・ソーヴィニヨン　２０００』の文字があった。

　……信じられない。日本でこれほどのカヴェルネ・ソーヴィニヨンを育て、しかもこれほどの素す晴ばらしい赤が造られていたなんて……！

　その時、ステージの下から大きな喝かつ采さいと、うっとりしたような歓かん声せいが上がった。オレは驚おどろいてゲストの方を見下ろし、彼らの顔がステージの袖の方に向いていることに気づく。彼らの視線を追って、オレはそっちを振ふり向き……。

　ステージ上には、あの憎にくらしい時浦雅直が姿を見せたところだった。

　彼の視線はオレに真っ直すぐに向けられていて、オレは心の中になんともいえない激しい感情が沸わき上がるのを感じる。

　……チクショ、まさかこんなワインを出してくるなんて……！

　でも、日本産の赤ワインを軽かろんじてほとんど飲んだことがなかったというのは、ソムリエとしてのオレがまだまだ甘かったってことだ。

　さっきまで賞賛してくれていたはずのゲストの視線が痛い。「たいした実力じゃない」って言われてるみたいで、ソムリエとしての自分のアイデンティティが崩くずれてしまいそう。

　悔くやしいのと、恥はずかしいのが入り交じって、オレはもうどうしていいのか解わからなくて……。

　硬こう直ちよくしているオレの前で、時浦は司会者からマイクを受け取る。

「彼には、少々イジワルをしてしまいました。『ルージュ・ドゥ・トキウラ　カヴェルネ・ソーヴィニヨン』はともかく、二〇〇〇年のものはまだほとんど市場には出回っていません。彼が言い当てられなくて当然です。申し訳なかったね、沢渡くん」

　彼が、さっきまでとは別人のようなにこやかな顔で言う。会場に「なんだ」「それなら仕方がない」というようなざわめきが広がった。

「彼が迷ったのは無理もありません。そしてその迷いも、彼のテイスティング能力の高さからくるものだと思います。……若く、将来有望なソムリエである沢渡くんに拍はく手しゆを」

　時浦の言葉に、会場中に拍手が沸き上がった。

　……う……っ。

　オレは唇くちびるを嚙かみしめながら、複雑な感情に耐たえる。

　……自分が完かん璧ぺきでなかったことが悔しい。仕し掛かけたこの男が憎らしい。だけど、かばってもらったんだから、感謝しなくちゃいけない気もするし……。

「私は、彼に感謝をしなくてはいけません」

　拍手が収まった頃ころ、時浦が意外なことを言い、オレは驚いて彼を見上げる。

「なかなか評価されることのなかった日本産の赤ワイン、そして我が社の作り上げたオリジナルの『ルージュ・ドゥ・トキウラ　カヴェルネ・ソーヴィニヨン』の味と香りに、彼は、幻の『マラドーナ・ランチ　２０００』と同じくらいだという高い評価を与あたえてくれました」

　彼は、オレの手の中のボトルをそっと取り上げ、ゲストの方にエチケットを向ける。

「歴史ある『世界ソムリエコンテスト』で新人賞を獲とった彼が、この『ルージュ・ドゥ・トキウラ　カヴェルネ・ソーヴィニヨン』を素晴らしいと認めたのです。我が『トキウラ』グループは、輸入だけでなく、日本のワイン業界に貢こう献けんすべく、オリジナルワインの開発にも力を入れていきたいと思います」

　その言葉に、ゲストたちは大喝采を送る。きっと日本のワイン業者の人々もたくさん来ているだろうから、この拍手は本物だろう。

　……だけど……。

　時浦はマイクを司会者に返し、まだ呆然としているオレの肩かたを親しげに抱だく。そしてステージを歩いて、舞ぶ台たいの袖そでに入った。

「お疲つかれさまでした」

　袖に立っていたスーツ姿の男性が、オレに向かって言う。その声には聞き覚えがあり、彼からは微かすかに『オー・ド・ヴィ』の香りがした。

「さっき、コルクを開けたのはあなただね？　社長とグル？」

　オレが言うと、彼はほんの少しだけ気の毒そうな顔になり、オレに向かって礼れい儀ぎ正しく言う。

「申し訳ありませんでした」

「あなたが謝ることないよ。このイジワル社長が無理やりさせたんだろ？」

　オレは言って隣となりにいる時浦を睨にらみ上げ……それから、彼がさっきのワインのボトルを片手に持っていることに気づく。

「それを」

　オレが手を出すと、時浦は微かに可お笑かしそうな顔になってそれをオレに渡わたしてくれる。オレはあたりを見回してグラスを探すけど……そんなものはどこにもなくて……。

「チクショ。なんでグラスがないんだよ？」

「グラスが必要ですか？　でしたら……」

「いい」

　オレはグラスを探しに行こうとする『オー・ド・ヴィ』の男を止める。

「グラスがなくてもワインは飲めるよ」

　オレは呟つぶやいてボトルを持ち上げ、ボトルの口から香かおりを嗅かぐ。

「悔しいけど、やっぱりすごい」

　オレは言い、どうしても我が慢まんできなくなってボトルの口に直じかに唇を付けてワインを飲む。

「……ん……っ」

　二口、三口と飲むにつれ、その芳かんばしい香りは鼻を抜ぬけ、豊かな味わいは身体からだ全体に染しみわたるようで……。

「……ぷはっ」

　オレは半分くらいを一気に飲み干し、それからボトルを下ろす。

「悔しいけど……」

　オレは、手の甲こうで濡ぬれた唇を擦こすりながら言う。

「めちゃくちゃ美お味いしいよ、このワイン」

　睨み上げると、時浦はオレを驚いたような顔で見下ろしていた。

「ボトルから直にワインを飲むソムリエなど、初めて見たな」

「うるさい。ソムリエにだって、ヤケ酒を飲みたい時があるんだよ」

　オレは言い、それから自分が勝負に負けたことを改めて思い出す。

「せっかく頑がん張ばったのに……オレたちの店はもうダメなんだろうか？」

　落ち込むと、酔よいが一気に回ってきそうだ。

「祖じ父いちゃんたちとの思い出の詰つまった店だったのに」

「それに関しては、ここでは話せない」

　時浦が、ボトルを握にぎりしめたままのオレの肩を抱き寄よせる。

「私の部屋で話をしよう。……村上、あとのことは任せた」

　村上と呼ばれた男性は、解りました、と言ってオレたちを見送った。

　オレと時浦は、舞台の袖から直接従業員通路に入り、混こみ合ったパーティー会場を抜けることなくエレベーターホールに出た。

「クソー。でも負けたのは、オレの実力不足なんだよな」

　エレベーターを待ちながら、オレは深いため息をつく。そして残っていたワインを一気に飲み干す。

「ソムリエたるもの、きちんと反省して、きちんと次の仕事に……あ、すみません、これ」

　通りかかったギャルソンを呼び止め、不思議そうな顔をする彼に空のボトルを渡す。

「大だい丈じよう夫ぶか？　ボトル一本を飲み干すなんて、そうとう酒に強いんだな」

「……っていうわけでもないんだけど……」

　オレは答え……そして自分がけっこう酒に弱いことをやっと思い出す。

　……そうだ、テイスティングの時にはかなりの種類のワインを飲むから、自分が酒に強いような気がしてくるんだけど……。

　オレは頰ほおがだんだん熱くなってくるのを感じながら、思う。

　……テイスティングの時って、実は飲まないで専用の容器に吐はき出してるんだよね。

　ポーン！

　上品な音がして、エレベーターの扉とびらが開く。

　オレは一歩踏ふみだそうとして……。

「……あ……っ」

　飲み過ぎたワインが、オレの脚あしをもつれさせる。

「どうした？　酔っているのか？」

　よろけたオレの身体をしっかりと支えながら、彼が言う。

「酔っぱらったソムリエなど、初めて見た」

「ソムリエをなんだと思ってるんだよ？　酔っぱらうことくらいある」

　オレは悪態をつくけれど、頭はボーッとするし、呂ろ律れつは回らない感じだし、もう最悪だ。

　彼はオレをエレベーターに乗せる。ふと気づくとエレベーターは向こう側がガラス張りになっていて、東京の夜景が美しく見み渡わたせた。

「うわあ。すごい綺き麗れい」

　オレはよろけながら彼の手を振り払はらい、向こう側のガラスに張り付く。

「ここはまだ五階だ。上に行けばもっと綺麗だろう」

　彼が言いながら、エレベーターの上行きのボタンを押す。ふと振ふり返ると明かりがついているのは最上階。たしかこのホテルは上の方の階は豪ごう華かなエグゼクティブフロアになっていて、宿しゆく泊はく費ひはとんでもなく高額なはずだ。

　……まるでパリコレモデルみたいなとんでもないハンサムな上に、世界有数の大だい企き業ぎようの社長で、さらにすごいお金持ちなのか……。

　オレはエレベーターの狭せまい個室の向こう側に立つ、彼を見つめながら思う。

　……なんだか、別世界の住人って感じがする。

　……オレみたいな普ふ通つうのヤツと、彼が、同じ空間にいること自体が信じられないよなあ。

　扉が閉まり、ゆっくりとエレベーターが上じよう昇しようし始める。

「……うわ……っ」

　ガラスの向こうに視線を移したオレは、ぐんぐん下の方に下がっていく夜景に思わず声を上げる。ガラスに額を押しつけて、ばらまかれた宝石みたいな景色けしきに見とれる。

「……すご～い……東京って綺麗……！」

　彼がオレのすぐ後ろに立つ気配。そして支えるようにしてオレの両りよう肩かたを両手で包み込む。

「酔っているくせに外を見たりして……目眩めまいはしないか？」

「……大丈夫、ちょっとフワフワするけどね……あっ」

　わずかによろけたオレの身体を、彼が後ろからキュッと抱き締しめる。

「本当に危なっかしい子だな、君は」

　耳元に響ひびいた低い声に、ドキリとする。

　逞たくましい身体と端たん麗れいな顔に似合って、彼は低くてよく響く、聞き惚ほれてしまうような美声をしていた。

　……なんでオレ、ドキドキしちゃってるんだ？

「毎晩、こんなふうになってしまうのか？」

　彼の低い囁ささやきが耳元の産うぶ毛げを揺ゆらし、背中にブルッと震ふるえが走る。

　……うわ、なんだなんだ、これ？

「ま……まさか」

　オレは慌あわてて彼の腕うでの中からすり抜ける。

「いつも店ではほんの一口ずつテイスティングするだけだ。ブラインド・テイスティングの時にはいろいろな種類を試ためすけど、口に入れたワインは飲まないで専用の容器に出す。今夜はそれをやらずに、飲みまくっちゃったから……」

「酒に弱いソムリエか。なかなか興味深い」

　彼は言いながらオレの顔を見つめ、その男っぽい唇くちびるに笑えみを浮うかべる。

　……うわ……。

　その顔が妙みようにセクシーに見えて、オレの鼓こ動どうがますます速くなる。

　エレベーターが最上階に着き、扉が開く。

　その向こう側は、広々としたエレベーターホール。落ち着いた茶色の大理石が張られた床ゆか、マホガニーが張られた重じゆう厚こうな色合いの壁かべ。高い天てん井じようからは、長い鎖くさりで豪ごう奢しやなシャンデリアが下げられている。そして……。

「あれ？」

　オレはあることに気づいて辺りを見回す。エレベーターホールの向こう側に両開きの重厚な扉が一つあるけれど、ほかには部屋らしきものは見当たらず……。

「ゲストルームのドアが一つしかないけど……？　もしかしてここって……？」

「このペントハウスにあるゲストルームは一部屋だけだからな」

　彼が平然と言い、オレの肩かたを抱だいてエレベーターから降りる。オレの肩を支えるようにしながらエレベーターホールを歩き抜ぬけ、正面にある両開きの扉の前に立つ。

　ポケットからカードキーを取り出し、ドアに目立たないように開けられた孔あなに差し込む。小さなグリーンのランプが灯ともったことをたしかめてから、彼がドアノブをひねる。

　そして、ドアを大きく押し開けて……。

　……げ……！

　目の前に広がった景色に、オレは思わず心の中で叫さけぶ。

　……ものすごい……！

　ドアからは、間接照明の点つけられた幅はばが広く、長い廊ろう下かがつながっていた。正面のドアが開け放たれているために、その向こうの景色を見ることができた。

　部屋の広さを表すように遥はるか遠くにあるのは、一面の巨きよ大だいなガラス窓。その向こうには、エレベーターで見たのよりもさらにすごい夜景が広がっていて……。

「おいで」

　彼は言って、思わず立ちすくんでしまったオレの肩を抱いて歩き出す。廊下にはエレベーターホールとおそろいの茶色の大理石が張られていて、間接照明を反射している。まるで透すき通った水の上を歩いているみたいで不思議な感じがする。

　二人の革かわ靴ぐつの足音が、廊下の高い天井に反はん響きようする。

　……うわあ、なんだか美術館かなにかにでも来てしまったみたいな……。

　パタン！

　後ろでドアが閉まった音がして、オレは思わずギクリと身を震わせる。

　それはまるで、ワインの勉強にばかり夢中だった、平へい凡ぼんなオレの人生を変えてしまう、何かの合図のようで……。

「何にでもピクリと敏びん感かんに反応して毛を逆立てる。君はまるで怖こわがりの猫ねこのようだな」

　思わずドアのほうを振り返ったオレを見下ろして、クスリと笑う。

「閉じ込められた気がして、怖いか？」

　彼の笑いが、オレの神経を逆さか撫なでする。

「怖いわけないだろ？」

「じゃあ、こんなところに立っていないでさっさと部屋に入ろう」

　彼が言って、さっきよりも少し早足になって歩き出す。

　……うわ……。

　そこでオレは、さっきまでの彼が、いかにゆっくりと歩いてくれていたかに気づく。

　……やばい、早足で歩かれると、目眩めまいがしそうだ……。

　オレは思わず彼に寄りかかるようにしてしまいながら思う。

　……オレ、やっぱりかなり酔よってるかも……！

　今さらながら、オレは自分の失態に歯は嚙がみする。

　……チクショ、不覚だ。ムキになってたとはいえ、なんであんなにガブガブ飲んじゃったんだろ、オレ……？

　彼に肩を抱かれて廊下を歩き、オレは広々としたリビングに入る。

「うわあ……！」

　想像以上の広さと豪華さに、オレは思わず声を上げる。

　大理石の張られた床、一面に広がる東京の夜景。二階層吹ふき抜けの天井からはいくつものシャンデリアが下がり、客室と言うよりは、まるでパーティールームみたいだ。

　あまりにも豪華な部屋に、オレは思わず青ざめていた。

　……ここの宿泊費って、いったいいくらするんだろう……？

　……さすが、七千万円をポンと貸しちゃうような大だい富ふ豪ごう……。

　オレは思い、それから急に帰らなきゃ、と思う。

　……そんな豪華な部屋にいるのは気が引けるし、万が一何か失敗でもしでかして彼を怒おこらせたら、大変なことになる！

　……それに……。

　オレはなぜか、妙な胸むな騒さわぎを感じていた。それはきっと、男に部屋に連れ込まれた女の子が感じるであろうそれに、近いんじゃないかと思う。

　もちろんオレは美青年でも何でもないただの平凡なソムリエだし、いくらセクシーとはいえこんなハンサムが男のオレに何かをするはずがない。だから、どうしてこんなふうに胸がざわめくのか解わからないんだけど……。

「ソファで話そうか。座ろう」

　彼が言い、豪奢な革かわ張ばりのソファの方を指さす。

　とても座り心ごこ地ちの良さそうな、そしてオレが寝ね転ころがっても余よ裕ゆうがありそうな程ほどに大きなソファ。なぜか、そこに行っちゃイケナイ、と本能が叫ぶ。

「あの、オレ」

　オレは彼を見上げながら必死で言う。

「立ったままでいいから。手短に話して欲しいかなって」

　彼は歩みを止め、驚おどろいた顔でオレを見下ろしてくる。

「なぜ？」

「いや、もうぜんぜん酔ってないし……」

　オレの言葉に彼は驚いたように眉まゆをチラリと上げてみせる。

「頰ほおは赤いし、目は潤うるんでいるし、足元はフラついている。どこが酔っていないんだ？」

「いや、だからその……」

　彼はオレのほうに向き直り、その漆しつ黒こくの瞳ひとみでオレを真っ直すぐに見下ろしてくる。

　こうして改めて見ると、彼は本当に端たん整せいな顔立ちをしている。

　……しかし……あきれるほどハンサムな男だよな……。

　オレは、呆ぼう然ぜんと彼を見上げながら思う。

　……もしも女性だったらこんなふうに見つめられたら、絶対に腰こし砕くだけになるぞ。

　その証しよう拠こに、男であるオレの膝ひざからも、力が抜けてしまいそうで……。

「……怖いのか、暁……？」

　彼の男っぽい唇が動いて、微かすかな囁ささやきが漏もれる。

　ひそめた声はまさに蕩とろけてしまいそうな美声で……オレの膝からカクンと力が抜ける。

「……あ……っ」

　そのまま座り込みそうになったオレの身体からだを、彼の腕がしっかりと抱き留とめる。

「……やはり……まだ酔っているようだな……」

　抱き締しめられ、耳元で低く囁かれたら、ますます身体から力が抜けてしまいそう。

　……ああ、オレ、どうなっちゃってるんだよ……？

「それに私は賭かけに勝った。賭けの代だい償しように何をもらえるのか、君と交こう渉しようしなくてはならない。逃にげることは許さないよ」

　彼は言ってオレの脇わきの下と膝の後ろに腕を差し入れる。そしてそのまま、軽々とオレの身体を抱き上げた。

「……わ……っ」

　ふわりと身体が浮うき上がる感覚に、オレは驚いて彼の首に腕うでを回す。

「……うそ、だろ……？」

「暴れないで、そのまましがみついていろ」

　彼は囁いてオレを抱いたままでリビングを横切る。彼が肘ひじでドアを開けると、その向こうは広々としたキングサイズのベッドが置かれた、ベッドルームだった。シンプルな内装が、窓の外に広がる煌きらめく夜景を引き立てている。

　ベッドサイドテーブルに置かれたスタンドだけが、純白のシーツを部屋の中に浮かび上がらせている。それになんだか……妙みようにロマンティックな光景で。

　……なんでロマンティックだなんて思ってるんだ、オレ……？

　オレは一人で赤くなりながら思う。

　……オレが女の子を抱き上げているのならともかく、男の彼が、酔っぱらいのオレを抱き上げているだけ。それのどこがロマンティックなのか……。

　彼が、オレの身体をゆっくりとシーツの上に下ろす。そしてなぜか、そのままゆっくりとのしかかってくる。

　……え……？

　あまりのことに呆然とするオレは、そのままシーツの上に押し倒たおされた。

「……何……？」

　至近距きよ離りから見つめられて、オレの鼓こ動どうが跳はね上がる。

「君は自分が勝った時のことばかりを考えて、負けた時のことをまったく考えていなかったようだ」

　彼は囁きながら、その逞たくましい腕でオレの腰こしを強く引き寄せる。

「……あ……っ」

　さらに身体が密着して、布地越ごしの彼の体温を、妙にリアルに感じてしまう。オレの鼓動が、ますます速くなる。

　……彼は、いったい何をするつもりなんだ……？

　呆然と見上げている間に、その端たん麗れいな顔が近づいてくる。

　……なんなんだよ、これ？

「キスは初めてか？　そんなに目を見開くなんて」

　彼は囁き、オレの額にそっと額をつける。

「嫌いやでないなら目を閉じなさい。それがオトナの流りゆう儀ぎだよ」

　彼の甘い吐と息いきが、オレの唇くちびるをくすぐる。

　嫌だ、と言わなきゃいけないって解わかっているのに、オレの唇は言うことを聞かない。

　……どうしよう……？　このままじゃ、男の彼とキスしちゃうじゃないか……。

　……でも……。

「……目を、閉じなさい」

　ものすごくセクシーな声で囁かれて、オレの瞼まぶたが勝手に下りてしまう。

「いい子だ」

　彼が囁き、ふわりと空気が動く。オレはふいに怖こわくなって言う。

「ちょっと、待っ……ンン……！」

　オレの唇に、何かあたたかなものが重なってきた。

「……ンン……！」

　何がなんだか解らないオレは、必死で目を閉じる。

　……もしかして、これって、キス……？

　男っぽい見た目に反して柔やわらかな彼の唇が、チュッ、チュッ、という微かな音を立てながら、何度も何度もオレの唇に重なってくる。　>>>♥

「……ンン……ンンッ！」

　キスなんかするのは初めてのオレは、もうどうしていいのか解らない。

「……ン……や、め……」

　キスの合間に必死で抵てい抗こうの言葉を絞しぼり出すけれど、それも彼のキスに吸い取られて消える。

「……ンンン……！」

　彼の逞しい身体にのしかかられ、唇を重ねられて……身体の奥から不思議な熱がわき上がってくる。

　……ああ、なんなんだろう、これ……？

「……ン、ンン……ッ！」

　オレはどうしていいのか解らずに、彼の上着の布地をキュッと握にぎりしめてしまう。

　それを承しよう諾だくの印と取ったのか、彼のキスがさらに深くなる。

「……ン……っ！」

　彼の舌が、ふいにオレの唇の形をゆっくりと辿たどった。そのくすぐったいような感覚に背筋が震ふるえ、身体から力が抜ぬけてしまう。

「……あ……んうっ」

　力の抜けた唇の間から、柔らかな舌が滑すべり込んでくる。

　……噓うそ、だろ……？

　あまりのことにさらに力が抜ける。開いてしまった歯列の間から、彼の舌が侵しん入にゆうした。

「……あ、ああ……っ」

　オレの口こう腔こうを、彼の濡ぬれた舌がゆっくりと探さぐっていく。

「……う、あう……っ」

　クチュ、と音を立てて、彼の舌がオレの舌をすくい上げる。

「……うう……んっ」

　逃げようとするオレの舌を追い、さらに深くまでオレの口腔を犯おかす。

「……や……ううう……っ」

　オレの舌は彼の舌に追いつめられ、まるで愛あい撫ぶするように搦からめ捕られる。

「……あ、ああ……っ」

　ピチャ、クチュ、という淫みだらな水音が、静かなホテルの部屋の中に響ひびく。

「……く、ふ……っ」

　オレの身体は、まるで愛撫でもされているかのように熱くなり、言うことを聞かない。

「……ん、んん……っ」

　彼の身体を押しのけて、こんなキスはもうやめてくれって言いたいのに……オレの指は彼の上着の布地を縋すがるように握り締めてしまう。

　彼の手が、オレの腰を強く引き寄せ、さらに淫らにオレの舌を愛撫する。

「……ンン……ンン……ッ」

　全身から力が抜け、飲みきれなかった唾だ液えきが、オレの唇の端はしから溢あふれてゆっくりと伝い落ちる。そのくすぐったいような刺し激げきにまで、身体が震えてしまう。

　……ああ、キスって……。

　オレは、陶とう然ぜんと意識を飛ばしそうになりながら思う。

　……美お味いしい、かも……。

　ふいに抵抗できなくなったオレの舌を、仕上げのように軽く吸い上げてから、彼がやっとオレをキスから解放してくれる。

「……あ……」

　オレは唇を閉じることもできないまま、呆ぼう然ぜんと彼を見上げる。

「……まったく……」

　彼がどこか苦しげに言って、そっと顔を下ろす。唾液で濡れてしまっていたオレの顎あごを、彼の舌がゆっくりと舐なめ上げる。

「強気かと思えば、急に可愛かわいくトロトロに蕩とろけてしまう」

　彼の舌が滑すべり、オレの唇をそっと舐め上げる。チュッと唇にキスをして、

「それが意図しての誘ゆう惑わくなら、天性の魔ま性しようだ」

「……ゆ、わく……」

　力の抜けた舌がもつれてしまったことに気づいて、オレは一人で赤くなる。そしてかすれた声で必死で言う。

「……誘惑、なんか、してないぞ……」

「わかっている」

　彼がオレの顔を至近距離から見下ろしてくる。オレの前まえ髪がみをそっと撫なで上げて、

「だから困っているんじゃないか」

　囁ささやいて、コツンと額をぶつけてくる。

「抱だきたい」

　息だけで囁かれた、一つの言葉。それはまるで熱い弾だん丸がんのようにオレの身体からだを貫つらぬいた。

「……く……っ！」

　オレの腰が、勝手にヒクリと跳ね上がった。ぴったりとした制服のスラックスが、オレの腰のあたりをキュッと締しめつけて……。

「……あ……っ！」

　そして、オレはとんでもないことに気づく。

　……オレ、勃たってる……？

　……なんで……？

　思わず逃にげようとしたオレの腰を、彼の手がグッと引き寄せる。

「……ダメだ……んんっ！」

　オレの硬かたくなった脚あしの間が、彼の身体に押しつけられる形になってしまって……。

「……え？」

　彼が少し驚おどろいた声で言って、オレの顔を覗のぞき込んでくる。

　……ああ……勃ってること、気づかれてしまった……。

　オレの頰ほおが、燃え上がりそうに熱くなる。

「キスに、よほど感じたらしい」

　彼が少し呆然とした声で言う。

「キスだけで、こんなふうに硬くするなんて」

　たしかめるようにキュッと引き寄せられて、感じやすくなったオレの屹きつ立りつが、彼の身体にグリッと擦こすれてしまう。

「……ひ、うう……っ！」

　全身を走った快感に、オレは思わず息を吞のみ込む。

「賭かけの代だい償しようとはいえ、相手の嫌いやがることをするのは趣しゆ味みではない。……どうしたい？」

　低い美声で聞かれ、腰こしをグッと引き寄せられる。彼の引き締まった身体に、感じやすくなった屹立が擦れる感覚に、オレは思わずのけぞって喘あえぐ。

「……ダメ、ああ……っ」

「ダメ？　このままで、我が慢まんできるのか？」

　彼は囁いて、オレを至近距きよ離りから見下ろしてくる。

　奥に炎ほのおが揺ゆれているような、そのセクシーな視線。

　鼻び孔こうを微かすかにくすぐるのは、どんなワインも敵かなわないほどに芳かぐわしい、彼のコロンの香かおり。

　そして彼の美声が、オレの唇くちびるを甘くくすぐって……。

　……やばい。どうしちゃったんだろう、オレ……。

　オレはなんだか泣きそうになりながら思う。

　……見つめられてるだけで、イキそうだよ……。

「……我慢、できるわけないだろ……？」

　オレは力の抜けてしまった手を無理やりに上げて、彼の肩かたに手を突つく。

「……どいて。もしかしてふざけてキスしたのかもしれないけど、もう洒落しやれにならないよ」

　オレは、脚の間が今にも放ちそうにズキズキと脈打っているのを感じながら、彼の肩を押しのけようとする。

「……う……っ」

　だけど、がっしりとした骨格と筋肉を持つ彼の身体は、どんなに押してもオレの力くらいでは微び動どうだにせず……。

「ふざけてないでどいてってば！　オレ、もう、下着の中でイッちゃうよ！」

「そんなに切せつ羽ぱ詰つまっているのか？　男にのしかかられてキスをされただけで？」

「しょうがないだろ？　なんでかわからないけど、感じちゃって……うっ！」

　真っ赤になって叫さけんだオレは、彼の手が二人の身体の間に滑り込んだのに気づいて思わず息を吞む。

「ちょっと待って、なに……うわっ！」

　彼の手が、スラックスの布地ごと、オレの屹立をキュッと握にぎり込んだんだ。

「やめ……なんてことするんだよお……！」

　ギリギリまで勃ち上がったオレの屹立は、初めて触ふれる他人の手の感かん触しよくに、今にも暴発してしまいそうだ。

「絶対、絶対、動かすなよ！　もうイク！　下着と制服が汚よごれちゃうから！」

　オレはあまりのことに半泣きになりながら言う。

「それなら」

　彼がオレの屹立から手を離はなし、オレはホッとため息をつく。けど……。

「待って、何してるんだよ……くうっ！」

　驚いている間に、彼の手が、オレの制服のスラックスのファスナーを下ろしてしまう。彼の手がスラックスと下着の布を分けて入り込み……。

「やめ……ああっ！」

　熱く反り返るオレの屹立が、ひんやりとした空気の中に引き出される。

「なにするんだよ、やめろよっ！」

「これなら下着を濡ぬらさないですむだろう？……いや……」

　彼の指が、オレの屹立の側面をそっと撫でる。

「……ひ、うう……っ！」

「滴したたるほどにトロトロじゃないか。もう下着は濡れてしまっていたんじゃないのか？」

　ヌル、とした感触に、オレは屹立の先せん端たんから恥はずかしいほどたくさんの先走りの蜜みつを溢あふれさせてしまっていたことを知る。

　……ああ、どうして……？

　オレは、羞しゆう恥ちと快感に息を弾はずませながら思う。

　……いくら彼が見とれるようなハンサムだからって、彼のキスがどんなにセクシーだからって、さらにいくら酔よっていたからって……こんなふうになるなんて……。

　側面をほんの軽く撫でられただけで、オレの先端から、トクン、と蜜が溢れてしまう。

「なんて身体だ」

　彼が囁いて、オレの上からゆっくりと身を起こす。

　彼は、このままファッショングラビアになっていてもおかしくないような、少しの乱れもない完かん璧ぺきなタキシード姿。そしてオレはきっちりと制服の上着までを着たソムリエの恰かつ好こうで……だけど反り返って蜜を溢れさせる、屹立だけを露ろ出しゆつさせられた姿で……。

「……う……」

　あまりの淫みだらさに、気が遠くなりそうだ。

「ソムリエの制服をこんなに上品に着こなしているくせに、屹立だけをこんなに反り返らせて、しかもこんなにトロトロにして」

　彼が言いながら、指先で、オレの張りつめた先端にヌルッと円を描えがく。

「……ああ、ダメだよ……ああっ！」

　屹立の先端から鋭するどい快楽が走り抜ぬける、オレの腰が、ビクン！　と大きく跳はね上がった。

「……くう、ああっ！」

　オレの先端から、いきなり、ビュクッ！　と白はく濁だくが噴ふき上がった。彼の大きな手が、それをしっかりと受け止める。

「……や、やだ……ああ……！」

　オレの欲望を握り込んだまま、彼の手がゆっくりと上下する。クチュクチュと淫らな音を立てて扱しごき上げられて、全身にまた甘い電流が走り……。

「くう、うう……っ！」

　オレの先端から、また欲望の白い蜜が噴き出す。

「……あああ……」

　……すごい……。

　オレはあまりの快感に、ヒクヒクと震ふるえてしまいながら思う。

　……もう、忘れられなくなりそうだ……。
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「……ああ……っ」

　彼は甘く喘いで、絞しぼり出すように残りの蜜を放出した。

　そして震えながら脱だつ力りよくし、枕まくらに深く頰を埋うずめた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……ダメ……気持ちよくて、死んじゃう……」

　彼は寝ね惚ぼけた声で言い、そのまま安らかな寝ね息いきを立て始めた。

「制服が皺しわになる。いいのか？」

　私は言うが、彼はもう深い眠ねむりの中にいるようだ。

　私は彼の身体からだをそっと起こし、苦しくないように上着を脱ぬがせ、蝶ちようネクタイを解いてやる。

　脱力した彼の身体は熱く、とてもしなやかで、その髪かみからは爽さわやかなレモンと蜂はち蜜みつを混ぜたような甘い香りがする。

　……こんなに色っぽいくせに、無防備に男の部屋に来てしまう。しかも……。

　私の手で引き出され、快楽を与あたえられ、まだ微かに震えているバラ色に染まった屹立。下着の奥おくに収めてやろうと手を触れた時、私の身体に怖こわいほどの欲望が走った。

　……このまままた屹きつ立りつを愛あい撫ぶし、そして彼の衣類をすべて奪うばい取る。

　……そしてしなやかな脚あしを広げさせ、私の欲望で、彼の蕾つぼみを一気に貫つらぬいてしまいたい。

「……ん……」

　彼の唇くちびるから、とても色っぽいため息が漏もれた。

　……ワインに酔い、さらにあんなに放った彼は、きっともう抵てい抗こうできない。

　……どんなに激しく犯おかされても、逃にげることなどできないだろう。

　私は思い……しかしすべての理性を振ふり絞って、彼の欲望をそっと下着の中にしまい、ファスナーを閉めてやる。

　……こんなに真っ直すぐな彼に、そんなことは絶対にできない……。

　私は深いため息をついて、ベッドから下りる。洗面所で手を洗ってからリビングに戻もどり、隅すみにあるバーカウンターの冷蔵庫から、よく冷えたハーフサイズのシャンパンのボトルを取り出す。

　……今夜は飲んで、酔っぱらって、このまま眠ってしまうしかない。

　思いながらソファに座り、ボトルを覆おおうアルミカバーを外し、コルクを留とめていた針金をねじって外す。

「……ねえ」

　ドアの方から微かすかに聞こえた声に、私は驚おどろいて振り返る。そこにはすっかり眠ったと思っていた暁が立っていた。

「オレ、帰らなきゃ……そういえば、オレの荷物、クロークに預けたままだ……」

　彼はよろけながらリビングに入ってきて、目を擦こすりながら言う。

「ああ……それならフロントに電話して、部屋まで……」

「ああーっ」

　寝惚けた顔をしていた彼が、私の手元を見て声を上げる。

「テタンジェ・ブリュット・レゼルヴ！　手軽だけどけっこう美お味いしいシャンパンだよね！」

　まだもつれる足取りでリビングを突つっ切きってきて、ソファに座りながら私の手からシャンパンを取り上げる。

「君は十分に酔っている。もうやめなさい」

　私が取り上げようとすると、彼は身体をひねって抵抗する。

「飲まないよ、でもシャンパンを開けるのはソムリエの仕事！」

　言うが、まだ酔いと眠さが残っているようで手元がぎこちない。

「返しなさい。コルクが飛んでシャンデリアに当たったらケガをする」

「嫌いやだ～。ソムリエであるオレが、コルクを飛ばしたことなんか一回もないぞ！　あ、新人の頃ころに一回やったかな？　でももうオレは一人前のソムリエだし！」

　彼は私の手を振り払はらおうと、さらに激しく抵抗する。シャンパンのボトルまでが容よう赦しやなく振られているのを見て、私は焦あせる。

　……いけない。このままでは……！

　ポーン！

　破は裂れつ音がして、コルクが勢いよく飛んだ。それに続いて、まるで噴ふん水すいのように勢いよくシャンパンが噴き出して……。

「うわあっ！」

「暁！」

　頭からびしょぬれになった暁が、驚いたように叫さけぶ。私は彼の手からボトルを取り上げ……そしてやはり頭の先からびしょぬれになってしまう。

「うわあ、目に入りそう！」

　コルクは幸いにも照明器具には当たらず、弧こを描いて飛んだだけだった。近くの床ゆかにコロコロと転がったそれを見て、私はホッとため息をつく。ボトルをローテーブルに置いて、

「ベタベタじゃないか。すぐにシャワーを浴びなさい」

　私は暁を振り返り、びしょぬれになった彼が妙みように色っぽいことに気づく。

　暁は目を閉じたまま、顔を伝ったシャンパンを、舌を出してペロリと舐なめる。

「……ん……美味しいかも……」

　ピンク色の舌がやけに淫らで、私は彼の身体を強制的に抱だき上げる。そのまま彼をベッドルームから続くバスルームに抱いていく。脱だつ衣い所に彼を下ろし、

「制服はすぐにクリーニングに出すから、ここに置いておきなさい。シャワーから出たらこのパジャマを着ること。君には大きいかもしれないが我が慢まんしてくれ。いいね？」

　バスルームのクローゼットから、ホテルに備え付けのパジャマを一組出して、置いてやる。彼は、眠そうな声で、は～いと答える。

「まだかなり酔よっている？　一人でシャワーを浴びられるか？」

「大丈夫。もう酔ってないってば。はい、出てて」

　彼は言って、私をバスルームから追い出した。

　私はベッドルームでタキシードを脱ぎ、それをクリーニング用のビニール袋ぶくろに詰つめる。とりあえずバスローブを着て、少し開いたドアから暁に声をかける。

「大丈夫か？　制服は脱いだ？　ドアを開けていいか？」

「いいよ！　制服はそこに脱いだから！」

　シャワーの音と彼の声が聞こえて、私はホッとする。脱衣所のドアを開いて、彼の制服とシャツ、下着までをすべて同じビニール袋に放り込む。

　脱衣所とバスルームを仕切る扉とびらは半はん透とう明めいで、そこにシャワーを浴びる暁の身体が映っている。しなやかな身体のラインから目をそらし、私は脱衣所から出る。

　リビングに戻って、コンシェルジェに電話をかけ、噴き上がったシャンパンで部屋を濡ぬらしてしまったことと、服をクリーニングに出したいことを告げた。

　すぐにルームクリーニング係が来て、リビングを慣れた様子で掃そう除じしていった。そしてクリーニングに出す服も、回収していってくれた。

　私が妙な疲つかれを感じながらベッドルームに戻ると、暁はもうベッドに入って安らかに眠っていた。私は安心してシャワーを浴び、彼が気を利きかせて出して置いてくれたのであろうパジャマを着た。

　そしてベッドに入ろうと、掛かけ布ぶ団とんをまくり上げたところで硬こう直ちよくした。暁はパジャマを着ることを忘れ、一糸まとわぬまま安らかに眠っていたのだ。

　……ああ、本当に、なんて子だ。

　彼は幸いにも向こう側を向いて寝ねていた。しかし彼の美しい背中のラインと、細い腰こし、そして可愛かわいらしい尻しりが目に焼き付いてしまい……私はもちろん、その夜は一いつ睡すいもできなかった。







　　　　沢渡暁







「……んん～」

　オレは、見知らぬベッドで目覚める。日本に戻ったばかりでお金がないオレは、古いアパートに入居したばかり。絶対にココは自分の部屋じゃない。

　……じゃあ、ここはどこだ？

　そしてオレは自分が裸で、しかも隣となりには男が寝ていることに気づく。

　その瞬しゆん間かん、昨日のパーティーのことと、酔っぱらってこの部屋に連れてこられたことが脳のう裏りに甦よみがえる。だけど……。

　……彼の手でイカされたところまでは覚えている。だけどその後は？

　彼はパジャマを着ているけれど、オレは一糸まとわぬ姿だ。

　……もしかしてオレ、あのまま最後までヤラレてしまったとか？

　……噓うそだ、これは何かの間ま違ちがいだ！

　オレは彼を起こさないようにそうっと起きあがり、腰に巻こうとして近くの椅い子すに置いてあったタオルに手を伸のばし……。

「……うっ」

　オレは、後ろから腕うでを摑つかまれてギクリとして動きを止める。

「賭かけの代だい償しようを払わずに逃にげる気か？」

　振ふり返ると、昨夜と変わらぬものすごいハンサム、時浦がオレを見上げていた。

　乱れた髪かみと、少し疲れたような顔が妙にセクシーで……オレはドキリとする。　>>>♥

「代償は支し払はらったんだろ？」

　オレは彼の手を振り払い、落ち込みながら言う。

「……身体からだで」

　オレの言葉に、彼はなんだかとてもイジワルな顔で笑う。

「なにが身体で、だ。アンアン喘あえぎながら、気持ちよさそうにイッたのは誰だ？」

　……アンアン言いながら、だと？　やっぱりオレは最後までしてしまったのか？

「だから、あんなものは代償にはならないよ」

「あんなもの？　オレは初めてだったのに！」

　オレは思わず叫んでしまい、彼がさらに笑えみを深めたのを見て真っ赤になる。

「責任ならとる。希望するなら、毎晩でも同じことをしてあげるよ」

「希望なんかするか！」

　オレが言うと、彼は肩かたをすくめて、

「本当かな？　昨夜の君は、とても色っぽく誘さそってきたが？」

　その言葉に、オレはさらに真っ赤になる。

　ゲイじゃあるまいしオレが男を誘うわけがないだろう、と叫びたいけれど……昨夜、自分がどんなことをしたのか覚えてなくて……。

　困り果てたオレの目に、ベッドサイドテーブルに置かれた時計の文字盤が飛び込んでくる。

　……七時二十分……。

　呆ぼう然ぜんと時間を確かく認にんし、そして、今朝は早く店に行かなくちゃいけなかったことを思い出して青ざめる。

「しまった！　今日は、週末だから、ランチがあるんだってば！」

　オレは叫んでベッドから下りようとするけど、彼は手を放はなしてくれない。

「遅ち刻こくする！　手を放せってば！」

「代償を支払う約束をしなければ、帰すわけにはいかない」

　……くそ、開店前のミーティングに間に合わなくなる！　今日のおすすめのレシピをちゃんと聞いて、それに合うワインを考えておかなきゃいけないのに！

「わかったよ！」

　焦あせったオレは、思わず叫ぶ。

「なんでも約束する！」

　彼はオレを見つめたまましばらく考え、それからふいに言う。

「一週間でいい。私の屋や敷しきに住み込みで、専属のソムリエを務めて欲しい」

「えっ？　そんなことを言われてもオレには店が……」

「店が終わってからでいい。……私の屋敷のワイン・カーヴには、先代から受うけ継ついだ高価なヴィンテージ・ワインがたくさん眠ねむっている。だが、どのワインがどう美う味まいのか、私にはさっぱりわからない」

　……先代から受け継がれてきたヴィンテージのワイン？　しかもたくさん？

　オレの咽の喉どが思わず鳴ってしまう。

「私はもしかしたら味覚音おん痴ちなのかもしれない。どんなに美味な食事をしても、どんなに高価なワインを飲んでも、その味は記き憶おくとして蓄ちく積せきされていくだけだ。美味だと感じない」

　その言葉に、オレはドキリとする。

　……美お味いしいものを、美味しいと思えないなんて……。

　オレの胸が、ズキリと痛んだ。

　……それは、とても悲しいことじゃないのか？

　もしかしたら強ごう引いんに断ることもできたのかもしれない。でもオレは、どうしても断りきれなくなって……彼の条件に思わずうなずいてしまったんだ。







　　　　時浦雅直







　会社の社長室。窓辺に立ち、外に広がる景色けしきに目をやりながら、私はため息をつく。

　……今夜、彼は、本当に来るだろうか？

　彼のことを思うだけで、鼓こ動どうが速くなる。昨夜見た、彼の色っぽい姿がふと脳裏をよぎり、いとおしさに胸が強く痛む。

　あんなに高貴に見えた彼が、私の腕の中でとても甘く喘ぎ、しなやかな身体を反り返らせ……そして息を弾はずませながら、たまらなげにたっぷりと蜜みつを放った。

　昨夜の彼が、記憶をなくすほどに酔よっていたのは解わかっている。だが、彼がたまらなげな声を上げながら、その美しい手で私のシャツをすがるように握にぎり締しめた時……私はまるで彼の恋こい人びととして認めてもらえたかのような気持ちになった。

　ほんの少しの愛あい撫ぶで、彼は震ふるえ、すぐに高まってしまった。あの初うい々ういしい反応は、彼の身体が他人の愛撫にまったく慣れていないことを示していた。

　……本当ならあんなことをすべきでなかったのは解っている。だが、私は……。

　また胸が強く痛み、私は痛みをこらえるためにため息をつく。

　……彼の、あの潤うるんだ目で見上げられただけで、もう何もかも解らなくなってしまった。

　自分は人並みはずれて冷れい徹てつな人間だ。恋こいなどきっと一度もせずに一生を終えるのだろうと思っていた。

　……だが……。

　私は、初めて彼を見つけたあの日のことを思い出す。

　……私の世界は、あの日、彼に出会った瞬間から、何か大きく変わってしまったんだ。




　　　　＊




　彼を初めて見たのは、彼がソムリエの修業をしていたフランスのレストランだった。

　その日、私は仕事でパリにいた。フランスの酒造メーカーとの交こう渉しようを有利に終え、その日の夕方には飛行機で日本に帰る予定だった。

　仕事に熱中してほとんど食事を摂っていなかったために、私と秘書、それにＳＰ二人はパリの裏道にある一いつ軒けんのビストロに飛び込んだ。

　私と秘書は一つのテーブル、ＳＰは隣のテーブルにつき、遅おそめのランチを選んだ。ワインに関係する会社に勤めているだけあって、私の秘書はかなりのグルメだ。彼は私に酒を飲んでいいかを聞いた後、とても慎しん重ちように軽めの白ワインを選んだ。グラスでそれを頼たのみ、さらにそれに合いそうなラングスティーヌのサラダ仕立ての前菜と、ハーブを使った白身魚のグリエというメニューを注文した。

「私はシェフのお奨すすめの前菜と、お奨めのランチでいい。それからミネラルウォーターを」

　私はほとんどメニューも見ないまま、フランス語で適当なものを注文するが……。

「お酒、飲まないの？」

　テーブルの脇わきに立った若いギャルソンが、注文をメモに書き留めながら言った。

「せっかくパリにいるんだから飲めばいいのに」

　それが流りゆう暢ちような日本語だったことに気づき、私は驚おどろいて顔を上げる。

　そこに立っていたのは、驚くほど美しい、日本人の青年だった。

　身長は百七十センチ台の後半くらいだろう。すらりと足が長く、腰こしの高い、若者らしい体型をしている。

　凜り々りしく張った肩を包むのは、シンプルな白いシャツ。それに黒の蝶ちようネクタイ、黒のジレ。黒のスラックスの上に、長いカフェエプロンを着けている。きつく縛しばられたエプロンの紐ひもが、彼のギュッと引き締しまった細いウエストを強調している。

「本日のお奨めの前菜は『旬しゆんのアスパラガス・卵らん黄おうとトリュフのソース』、お奨めのランチは『牛フィレ肉のグリエ　トマトとバジリコのソース添ぞえ』。合うのは『テッレ・デル・グリコ・コペルティーノ　２００１』だね」

　彼の美しい顔には気取らない、とても明るい笑えみが浮うかんでいた。

「『テッレ・デル・グリコ』はたしかに最近話題になっているが、イタリアの大衆ワインじゃないか。どうしてパリに来てまでイタリアワインを飲まなくてはならないんだ？」

　私の口から出たのはとても冷たく、そして意地の悪い言葉だった。

「しかも君はギャルソンだろう？　もしもワインを飲ませたいのならせめてソムリエを呼んでくれないか？」

　彼はチラリと眉まゆを上げてから、得意げに自分のジレの胸を指差す。

「ソムリエなら、ここにいますよ。お客様」

　彼が指差した場所には、ブドウを象かたどった金色のバッジが付けられていた。

「さて、どうします？」

　彼が楽しそうに笑い……その笑え顔がおを見た私は、胸を鋭するどい矢で射い貫ぬかれた気がした。

　秘書は、料理とワインがたしかに合っていると感かん嘆たんしていたが、味覚の鈍にぶい私にはそれが正しいのかどうか、解るはずもなかった。しかし、その時の若いソムリエは私の心の中からずっと消えなかった。その後、パリに出張した時もう一度そのレストランに寄ったが、すでに彼の姿はなかった。秘書が聞いたところによると、店を変わったとのことだった。

　もう二度と会えないのだろうかと落らく胆たんした私は、欠かさず読んでいるワインの業界誌で、彼の顔を見つけた。

『世界ソムリエコンテスト　新人賞　沢渡暁』

　あの時よりもさらに美しさを増した彼の笑顔が、そこにはあった。私は『沢渡暁』という彼の名前を胸に刻みつけ、いつかまた会いたいと思っていた。

　そして、偶ぐう然ぜんにも大学時代の悪友の坂木の店で彼が働くことになったことを知り……どうしても彼に会いたくなった。そして、暁にブラインド・テイスティングをさせてくれるように坂木に強引に頼み込んだ。

　……私が仕組んだ暁との二度目の出会いが、運命だったのか、それとも間ま違ちがいだったのかは解らない。だが……。

　暁の明るさ、屈くつ託たくのなさ、そしてプロのソムリエとしての責任感。彼を知れば知るほど、私は彼にますますのめり込んでいく。

　……契けい約やくの一週間が過ぎれば、暁はなんの迷いもなく私の屋敷を出ていくだろう。

　思うだけで、私の心は壊こわれてしまいそうに痛む。

　……彼のいない生活を考えるだけで、私はおかしくなってしまいそうだ。

　無理だと解っているにもかかわらず、私はこう思ってしまう。

　……何かの奇き跡せきが起きて、彼が私を想おもうようになってくれたら、どんなに幸せだろう。







　　　　沢渡暁







「魚料理に『巻き海え老びのグリエ・バターソース』、肉料理には『チキンのポワレ・秋のキノコとゴボウのガレットを添えて』を注文なさってますよね」

　オレは、おっかなびっくりという顔でワインリストを広げたカップルに言う。二人は二十一歳くらい、大学三年生、つきあい始めて三カ月って感じのカップル。カノジョはお嬢じよう様さまっぽくてフレンチには慣れまくっていて落ち着いているけど、カレシの方はこういうデートは初めてって感じで落ち着かない。予約の時に今日はカノジョの誕生日だと言っていたから、後でサプライズのバースデイ・ケーキとグラスのロゼ・シャンパンがサービスされる予定だ。

「でしたらお奨すすめは『ソーミュール・シャンピニー・ラ・ブルトニエール』かな。穏おだやかな渋しぶみと豊かな香かおりのワインで、チキンの料理にとてもよく合います」

「そうなんだぁ。ワインに詳くわしい人って素す敵てきですよね」

　カノジョは言いながら、なぜかカレシよりもオレに注目してしまってる。

　……視線の行き先が違ちがうってば。

　オレは内心ため息をつきながら思う。

　……まあ、たしかにソムリエの制服を着て胸にブドウの形の金バッジをつけたオレは、けっこう恰かつ好こういいんだけどね。

　カレシの方もそれに気づいたのか、名めい誉よ挽ばん回かいしなくては、という焦あせった顔でワインリストのページを捲めくっている。

「……次のページに載のってますよ」

　オレは言いながら、ワインリストのページ数をさりげなく教えてやる。ワインマニアのオレが集めたワインの数は膨ぼう大だいで、探しだすのがけっこうたいへんなんだ。

　実は。オレが作ったワインリストはちょっと特とく殊しゆな作りになっている。

　そのテーブルのホストのワインリストには、値段だけじゃなくてそのワインに関する解説が小さく書いてあるんだ。オレは、『ソーミュール・シャンピニー・ラ・ブルトニエール』のところの解説をそっと指さしてやる。

　驚いたように見上げてくる彼に、あっちのメニューには書いていないよ、という意味で片目をつぶってやる。

　カレシはそれに気づいたのか、咳せき払ばらいをして、

「それってマンジュ＆ソーミュー地区の辛から口くちの赤ワインで、ゴボウやキノコなどにもぴったりなんだよね？」

「お客様、よくご存じですね！」

　オレが大おお袈げ裟さに驚いてやると、カノジョの視線がカレシにやっと向く。

「意外。マサシくん、そんな難しいワイン、知ってるの？」

　カノジョが驚いたように身を乗り出し、カレシは急に得意げになって、

「まあ、ワインはけっこう好きな方だから」

「すごぉい。マサシくんってちょっと子供っぽいかと思ったんだけど、意外な趣しゆ味みもあるんだ。ちょっと見直したかも」

　カノジョの言葉に、初うい々ういしいカレシは嬉うれしそうに頰ほおを染めている。ワインリストを返しながら、どうもありがとう、という顔をする彼に、オレは、ガンバレ、という意味を込めてにっこり笑ってあげる。

　二人の楽しそうな話し声を聞きながら、オレはテーブルを離はなれる。

　……本当はアンジュ＆ソーミュール地区のワインなんだけどね。カノジョにいいところを見せるために、もっと勉強しようね。

　……ちょっと尻しりに敷しかれそうだけど、いいカップルになれるといいね。ガンバレよ。

　遠くからカレシにエールを送ったオレは……ふいに昨夜のことを思い出してしまう。

　時浦はオレを抱だき締しめ、熱く愛あい撫ぶした。生まれて初めての愛撫の快感と、さらに酔よいも手伝って、オレは我を忘れてしまった。

　気が遠くなるほどの快感を覚えながら、思い切り放ったところまでは覚えている。そして時浦の「抱きたい」という蕩とろけそうなほどセクシーな囁きも。

　……あの後、オレ、何をされたんだろう？

　考えただけで、身体からだがジワリと熱くなる。そして心が、なぜかズキリと甘く痛む。

　……この反応って、なんなんだろう……？

　オレは店内を見回して、ワインの瓶びんが空になっているテーブルがないことをたしかめる。

　それから店の入り口近くのウエイティングバーの方に戻もどり、カウンターの中に入る。

　そしてカウンターの中から、廊ろう下かの向こうに見える店の中を見み渡わたしてみる。

　この『ポルト・ボヌール』は、坂木さんのお祖じ父いさんが設計して建てた、クラシカルでとてもお洒落しやれな建物だ。

　メインストリートに面したところには上がアーチ状になった可愛かわいらしい門があり、店名が彫ほり込まれたごく小さな看板が門柱につけられている。最近は口コミで知られるようになったけれど、初めて見た人は民家だと思うみたいだ。

　門を入ると、そこはよく手入れをされた小さな庭。刈かり込まれた芝生しばふ、イングリッシュガーデンを思わせる野や趣しゆ溢あふれるハーブの茂しげる花か壇だん。そして初代オーナーの頃ころから丹たん精せい込めて世話をしているたくさんのバラ。今は秋だからそれらは青々とした葉を茂らせているだけだけど、初夏には色とりどりのバラが咲さき乱みだれ、本当に華はなやかな庭に変わる。

　芝生に埋うめ込まれた飛び石を伝ってくると、そこに建っているのは、淡あわい色合いのライムストーンが張られた瀟しよう洒しやな洋館。広々とした一階と、飾かざりのように小さな二階の対比が面おも白しろい。一階の庭に面した部分はサンルームのようなガラス張りになっていて、夏の夜なんかにはそのガラス戸を開け放す。都会とは思えないようないい風が入ってきて、とても気持ちがいい。

　店の入り口を入ってすぐの所に、オレがいつも待機しているウエイティングバーのバーカウンターがある。マホガニーの一枚板で造られ、側面には精せい緻ちな模様が彫り込まれたそのカウンターは、オレの祖父ちゃんのために、坂木さんのお祖父さんが船便で取り寄せたもの。フランスのアンティークだったらしい。ここは祖父ちゃんの誇ほこりであり、心ここ地ちのいい場所だった。

　祖父ちゃんは、このカウンターでいつもグラスを磨みがいていた。店内には行かせてもらえなかったオレは、このバーカウンターの周りで遊ばせてもらい、お客が来るとカウンターの中に逃にげ込んだ。オレの遊び道具は古くなったシェーカー、おやつは祖父ちゃんがカクテル用に綺き麗れいに切った残りのオレンジやリンゴだった。オレにとって白と黒のソムリエの制服はこれ以上ないほど恰好のいいものだったし、ブドウを象かたどったソムリエのバッジはどんなものよりもずっと欲しい、宝物みたいなものだった。

　……オレ、こうしてやっと、祖父ちゃんと同じ場所に立てたんだなあ。

　オレはカウンターの中に置いてあったワインリストを開き、補ほ充じゆうするべきワインを考える。行きつけのワインショップの人からもらったリストと比べ、何本かを買うことに決める。

　その後もオレはリストのページをめくり……だけど自分の目がその上を滑すべるばかりで、まったく集中できていないことに気づく。

　……オレ、昨夜、男とエッチしちゃったんだ……。

　ワインの勉強に夢中で女の子とまともに付き合ったことすらないオレは、たしかに少々奥手なんだろう。だけど、女の子と付き合わないからって、男に恋こいをしたことがあるわけじゃない。オレは正しよう真しん正しよう銘めい、ストレートだと思う。なのに……。

　たしかにオレも感じちゃったし、あの愛撫は合意の上だったかもしれない。だけどオレはあの後のことを覚えていない……ってことは、無理やり最後までヤラレたって可能性もある。だからオレが酔っているのをいいことに最後までシてしまった時浦を、怒おこっていいはずなんだ。

　……なのに……。

　オレの心の中には、なぜか、時浦に対する怒りや嫌けん悪おの感情が少しも湧わき上がってこない。

　……それってもしかして、セックスまでも合意の上だったんだろうか？

　……オレは時浦に最後まで抱かれながら、そのことを幸せに感じていたんだろうか？

　そう思ったら居たたまれないほど恥はずかしくなる。

　……オレ、時浦に抱かれながら妙みようなことを口走ったりしなかっただろうか？

　……いや、どちらにしろ、感じて喘あえいでしまったところを見られただけで、めちゃくちゃ恥ずかしいんだけど……。

　オレは一人で真っ赤になりながら、スラックスのポケットに手を入れる。そこから出てきたのは、部屋を出るときに彼が渡わたしてくれた名めい刺しだった。公式の物ではなくプライベート用らしいそれには、ここからほど近い場所にある高級住宅地の住所が印刷されている。

　……やっぱり、今夜、行かなくちゃいけないんだろうな。

　オレは名刺を見つめているだけで、鼓こ動どうが速くなってくるのを感じる。

　……なんで、ドキドキしちゃってるんだ、オレ？







　　　　時浦雅直







　……酔った彼にあんなことをしてしまうなんて。

　私は思うが……あの時はどうしても止められなかったことはよく解わかっていた。

　会社での仕事を終えた私は自分の屋や敷しきにいた。都内の一等地に数千坪つぼの敷しき地ちを持つここは、代々時浦家の当主が住むために用意されている場所。広大な芝生の庭と、地下には贅ぜい沢たくなワイン・カーヴも造られている。

　この土地はもともと時浦家のものだったが、昔は日本庭園がしつらえられ、屋敷も日本家屋だったようだ。老ろう朽きゆう化かを理由に、日本家屋を大だい胆たんにも西洋建築に建たて替かえたのは、当時の当主である私の祖父だった。当時としてはとんでもなく贅沢だったであろう、石造りの外観を持っている。二階建てではあるが天てん井じようは教会のように高いために、かなりの高さと横よこ幅はばを持つ。総部屋数が百を超こえる、壮そう大だいな、それだけでなくとても趣おもむき深い建物だ。

　会社から戻って軽い夕食と風ふ呂ろを済ませた私は、綿シャツとスラックスというくつろいだ恰かつ好こうでリビングにいた。

　中庭に面したリビングからは、広大な芝生の庭と、その向こうにライトアップされた木々を見渡すことができた。

　広大な敷地には出来る限りの自然が取り込まれている。そのためにここが東京の真ん中であることを忘れてしまいそうだが……見上げる空は都会のそれらしい、淡い紺こん色いろ。星もうっすらとしか見えていない。皓こう々こうと光る月が、緑の庭を照らしている。

　私の脳のう裏りに、また彼のことがよぎる。私は腕うでを上げて、時計を確かく認にんする。

　……十二時。彼はやはり来ないのだろうか？

　思うと、なぜか胸がズキリと痛んだ。

　私の手の中で放った彼の声は蜜みつのように甘く、そして酔よいと快感に肌はだを火ほ照てらせた彼は本当に美しかった。私はどうしても彼をつなぎ止めておきたくなり、彼にあんな条件までつきつけてしまった。

　別れ際ぎわ、彼に家の住所は渡しておいたが、彼が来るとはとても思えなかった。

　彼は私に最後まで奪うばわれたと思い込んでいたし、彼はとても私を嫌きらっているように見えたので。

　実際は、シャンパンで濡ぬれた服をホテルのクリーニングに出すために脱ぬがせただけ。パジャマを着せる前に寝ねてしまったので起こすのもしのびなく、そのままになってしまっただけだ。

　肌を露ろ出しゆつした彼は本当に色っぽくて、我が慢まんができたのは奇き跡せきに近いが。

　……どうしてこんなに彼のことが気になるのだろう？

　……そして、彼にもう二度と会えないかもしれないと思うだけで、どうしてこんなにつらくなるのだろう？

　コンコン！

　軽いノックの音が響ひびき、私はドキリとする。

「どうぞ」

「失礼いたします」

　ドアが開いて、執しつ事じの田中が部屋に入ってくる。そして妙に嬉うれしそうな顔で告げる。

「沢渡様がいらっしゃいました」

　会社から戻もどった私は、二十人いる使用人たち全員に「友人でもある若いソムリエが、今日から一週間滞たい在ざいすることになるかもしれない」と告げた。使用人たちはみな興きよう味み津しん々しんという顔をしていたが、その中でも一番喜んだのが、執事というだけでなく、ワイン・カーヴの管理者でもある執事の田中だった。ソムリエとならワインの話ができて気が合いそうだと思ったのだろう。

「どうぞ、沢渡様」

　彼はにこにこしながらドアの前から退く。

「ええと……こんばんは」

　入ってきた暁のすらりとした姿を見て、私の鼓動がまた速くなる。

　どこか照れくさそうに言った暁は、白い綿シャツにジーンズというシンプルな恰好だった。手にはボアのついた分厚い革かわジャンパーと、小さなボストンバッグ。制服の時よりもさらに若々しく見える彼の様子に、私の胸が強く痛んだ。

　……こんなに若々しく、美しく、そして純じゆん粋すいな若者に、私はこれから一週間もかけて、いったい何をしようとしているのだろう？

　彼はツカツカとリビングに入ってくると、挑ちよう戦せん的な目で私を見下ろしてくる。

「いちおう来た。もし気が変わったのなら、すぐ帰るけど」

　憎にくらしい言葉に似合わず、彼の頰ほおは微かすかに染まっていて……胸がズキリと疼うずくのを感じる。

　私が目で合図をすると、執事はうなずき、「何かありましたらお呼びください」と言ってリビングを出ていった。

「座りなさい」

　私は自分が座っていたソファの向かい側を彼に示す。彼は警けい戒かいするようにボストンバッグを抱かかえたまま、そこに座る。

「一週間、私のソムリエを務める。来たと言うことは、その条件を飲むんだな？」

　私が見下ろすと、彼は決意を固めたような顔でうなずく。

「その条件は飲むよ。だけどあなたは、どうみても酔っているオレの身体からだを奪ったんだ。だから……それに対する代だい償しようが欲しい」

　彼は難しい顔をして考え、

「オレは一週間、あなたのソムリエを務める。それとは別に、あなたはオレを抱だいた代償として、七千万円の借金のことを忘れる。……あの店がつぶれたら困るんだ」

「七千万円ね」

　私は意地の悪い気持ちになってしまいながら言う。

「あの一夜が七千万円では高すぎる」

　その言葉に、彼はカアッと赤くなる。

「なんなんだよ、それっ？　あなたはオレの初めてのセックスを奪ったんだぞ？」　>>>♥

　その言葉が、私の胸をさらに揺ゆらす。彼はなぜかとても落ち込んだような顔をして、

「オレはたしかに華きや奢しやでもないし、美青年でもないし、さらにエッチなコトにはまったく不慣れだし……抱いたって面おも白しろくも何ともなかったんだろうけど……」

「そうではない」

　彼がそのまま落ち込んでいってしまいそうに見えて、私は急いで言う。

「君の身体はとても色っぽく、君は凜り々りしくて本当に美しい」

　暁は驚おどろいたように顔を上げ、さらに頰を染めながら、

「いや、別にお世辞を言ってもらおうとしたわけじゃなくて……」

「そうではない。これは私の本心だ」

　私が言うと、彼の耳までが美しいバラ色に染まる。

「君の不慣れな反応はとても可愛かわいらしかったし、君との一夜は私にとって二度と忘れられないほど素す晴ばらしかった」

　暁が、信じられない、という顔で目を見開く。

「一週間、私のソムリエを務め、さらに昨夜のように同じベッドで眠ねむる。それで七千万円を忘れてやろう。どうだ？」

　私は言いながら、胸が激しく痛むのを感じていた。

　……こんなにあの店にこだわるなんて、彼はもしかしたら坂木のことが好きなのか？

　坂木は私の友人で、おっとりして見えるがかなりの遊び人だ。こんなに美しい暁が身近にいたのでは、坂木が口説かないわけがない。もしかしたら暁は坂木のために私に抱かれようとしているのだろうか？

　そう思うと、私の中に意地の悪い感情が湧き上がってきてしまう。暁は、

「同じベッドでっていうのは……」

　どこか警戒したように、その漆しつ黒こくの瞳ひとみで私を真っ直すぐに見つめながら言う。

「もしかして、毎晩あなたとセックスしろってこと？　オレ、男同士のセックスっていったい何をどうするのかわからなくてちょっと怖こわい。昨夜のことは途と中ちゆうまでしか覚えてないし……」

　彼の声がわずかな恐おそれを帯びていることに気づいて、私は気の毒になる。

　……本当にヴァージンのようだ。よく坂木の毒どく牙がにかからずにいられたな。

「心配しなくても、君が嫌いやがればすぐにやめる。無理やり最後まで奪うようなことはしない。昨夜のように誘さそってくれたのなら、もちろん応じないでもないが」

「昨夜は飲み過ぎたんだってば！」

　暁の目が羞しゆう恥ちに潤うるんでいるのを見て、私はたまらない気持ちになる。

「言っておくが、私は君との一夜が忘れられない。君が少しでも発情したら、すぐに抱くからそのつもりで」

　暁はカアッと頰を染め、その漆黒の瞳をとても色っぽく潤ませる。

「それって、また最後までヤるってこと？」

「そうは言っていない。少なくとも最後までする時には、君の許可を得ることを約束する」

「……ええ、と……」

　暁は意味がよくわからないという顔で口ごもり、それから何かを吹ふっ切ったように、

「わかった。要するにあんな風にならなきゃいいんだろ？　ワイン一本を一人で空けなきゃ、あんなことには絶対ならないし！」

　言ってから、挑戦的な強い視線で、私を見つめて言う。

「ワインがどれほど素晴らしいか、あなたに一週間かけて教えてあげるよ」

　……ああ、彼の視線は、また私の胸をこんなにも疼うずかせる。







　　　　沢渡暁







「……うわ……」

　オレはズラリと並んだワインを見回しながら、陶とう然ぜんと呟つぶやく。

「……すっごい……」

　ここは、時浦の屋や敷しきの地下にあるワイン・カーヴ。煉れん瓦がで造られた壁かべ、緩ゆるいアーチを描えがいた低い天てん井じよう。まるで図書館の本ほん棚だなのようにワイン棚だなが立ち並び、そこにはたくさんのワインたちが静かに寝ねかされている。

　点々と灯ともる小さな白熱電球に照らされて煌きらめくそのワインたちは、オレにとってはまるで宝石みたいに見える。

　……たぶん、宝石並みに高価なワインも、たくさん並んでるんだろうけどね。

　時浦の屋敷の呼よび鈴りんを押したオレを、田中さんという執事のおじいさんが迎むかえてくれた。彼は「旦だん那な様のいらっしゃるリビングにご案内します」と言ってオレの前を歩き始めた。広大な屋敷の中は広く、目を見張るほど豪ごう華かで……だけどどんなリッチな部屋よりも、オレが一番興味があるのはワイン・カーヴだった。田中さんの「沢渡様はソムリエをなさっているとか？」という問いに答えるついでに、オレは「こんな素晴らしい屋敷なら、きっと素晴らしいワイン・カーヴがあるんでしょうね」とついつい言ってしまった。

　時浦はオレとの話が終わると、田中さんにコーヒーを頼たのみ……そして田中さんはその時に「沢渡様はカーヴをごらんになりたいそうですよ」と時浦に言ってしまった。時浦は「仕事熱心なソムリエだな」と笑いながら、さっそくオレをここに連れてきてくれたんだ。

　……ここで嬉うれしそうにしたら、ここに来るのを楽しみにしていたみたいで、ちょっと悔くやしいんだけど……。

　オレはちょっと赤くなりながら、棚たなを見て回る。

　……でもやっぱり、すごい……！

「このワインを蒐しゆう集しゆうしたのって、あなたのお祖じ父いさんだっけ？」

　オレが見上げて聞くと、時浦は懐なつかしそうな顔になって言う。

「そうだ。私もよく買い付けに連れていってもらった」

「……あなたのお祖父様は本当に深い知識の持ち主でいらしたと思う。このコレクションは、いい生産者と、ブドウの当たり年とが重なってできあがった、素晴らしい物ばかりだ。こんなコレクションは見たことがない」

　オレは棚の間を歩きながら言う。

「ボルドー、ブルゴーニュ、ロワール、リオハ、アルザス、ピエモンテ、トスカーナ、ラインガウ、ニーダーエスターライヒ……名だたるワイン生産地の、最高といえるワインが、過不足なく揃そろえられてる」

「そうなのか？」

　時浦はまったく興味がなかったみたいで、少し驚いた声で言う。

「そう。それだけじゃなくて、ハンガリー、スイス、アメリカ、チリ、南アフリカなんかの新世界ワインと言われる物も、きちんとチェックしてる」

　オレは棚から一本のワインを取り出し、そのエチケットを見ながらため息をつく。

「それに……日本。『ルージュ・ドゥ・トキウラ　カヴェルネ・ソーヴィニヨン』の一九八〇年。ボトルにサインがあるよ」

　オレは不思議そうな顔をする時浦にそれを差し出す。時浦は、

「『ルージュ・ドゥ・トキウラ　カヴェルネ・ソーヴィニヨン』が初めて商品になった年だ。いったい誰の……」

　彼はボトルを受け取り、白のポスターカラーマーカーでボトルの胴どう体たいに書かれたその文字を見下ろす。そして驚いたように目を見開く。

「『ルージュ・ドゥ・トキウラ　商品化第一号』と書いてある。そして……」

　そこに書かれていたのは、サインというよりは寄せ書きだった。たくさんの人の名前がいろいろな筆ひつ跡せきで書かれていて……。

「ここに、祖父のサインがある」

　時浦は呟くように言った。

「研究所の所長の名前と、並んでいる」

「じゃあきっと、あなたのお祖父さんは、これを商品化した工場まで足を運んでたんだね。工場の人たちと親しくなるくらいに」

「祖父が？」

「じゃなきゃ、『トキウラ』グループの総そう帥すいと、サインを並べられるわけないだろ？」

　オレが言うと、時浦はボトルを見下ろしてしばらく考える。それからそっとそれをオレに返しながら言う。

「そうかもしれないな。ワインを心から愛していて、しかもとてもあたたかい人だった」

「そうなんだ？」

　オレはそのワインをそっと棚に戻もどしながら、あることに気づく。

「そういえば、この蔵って、コレクションっていうよりはまるで教科書みたいだ」

「教科書？」

「そう。素晴らしい当たり年のワインが、産地別、地域別、畑別に完かん璧ぺきに整理して並べられている。もしかしてここって、食事の時に飲むワインを貯蔵しておくだけじゃなくて、あなたの……っていうか、次期総帥のための教科書だったんじゃないの？」

　オレが言うと、時浦は何か思い当たることがあるような顔をする。

「そういえば、生前、祖父がそんなことを言っていた気がする。『この蔵は次期総帥であるおまえが学ぶのに相応ふさわしい。だからほかの人間を入れたくはないんだ』と。……当時は自分が時浦グループの総帥になるなどとは思ってもみなかったので、聞き流してしまったが。総帥の座は私の育ての親である叔お父じが継つぐものだろうと思っていたんだ」

「でも、お祖父さんはあなたに総帥の座と、このワインセラー・カーヴを遺のこしてくれた。あなたに『ちょっとはワインのことを勉強しなさい』って言ってくれてるんじゃない？」

　オレが言うと、彼は居い心ごこ地ちの悪そうな顔をして、

「それは君の憶おく測そくでしかない」

「可愛かわいくない孫！」

　オレは言い、それから新しいワインばかりが並んでいる棚を見つける。

「このあたりは、普ふ段だん飲むのにちょうどいいかもしれない。きっとこの屋敷のグランシェフか、執しつ事じの田中さんが揃えたんだな」

　彼は言い、それからふいに振ふり返る。

「寝る前に飲むには、どんなワインがいい？」

　その問いに、私は少しドキリとする。

　酔よって、トロトロに蕩とろけてしまった彼の様子を、思い出したからだ。

　……なんて無防備な子だろう？　同じようなことをされてもいいというのか？

「君の好きなものを」

　私が言うと、彼は屈くつ託たくのない顔で棚に並んだワインをチェックして歩く。

「軽くて、食後酒に近い物がいいよね。……甘口のワインでも大だい丈じよう夫ぶ？」

「任せる」

　彼は手を伸のばし、一本のワインを棚から取り上げる。

　それはボックス・ボイテルと呼ばれる、平たい円形をしたボトルのワインだった。淡あわい桜色の透すき通ったボディには、ごく淡い色をしたワインが詰つめられている。

「珍めずらしいワインだな。白とも違ちがうような色だ。私の会社でも輸入していないはずだ」

「これはポルトガルのワインで『マンドス』。ヴィニョ・ベルデ──緑のワインと呼ばれてる。爽さわやかな緑と、わずかな月げつ桂けい樹じゆの香かおりが特とく徴ちよう的てきな、微び発はつ泡ぽう性ワインだよ。カマスとか、あっさりした白身魚によく合う。女性には受けるんじゃないかと思うし、くどくないから寝ね酒ざけにもぴったりだよ」

　彼は言い、その瓶びんを大切そうに抱かかえて振り返る。

「さて、お祖父さんの代わりに、オレがあなたにワインの講義をしてあげる」

　彼の笑え顔がおは煌めくようで……私はまた鼓こ動どうが速くなるのを感じていた。







　　　　沢渡暁







　オレは彼に案内されて、一階にある厨ちゆう房ぼうに向かった。

　厨房のスウィングドアを開けると、片づけと明日の仕込みをしていたらしいシェフたちが、いっせいに挨あい拶さつをしてくれる。

「紹しよう介かいする。私の友人の沢渡くん。今日から一週間、この屋や敷しきのゲストとして滞たい在ざいする」

「よろしくお願いします。沢渡様」

　白いシェフコートを着た恰かつ幅ぷくのいい男性が、にこやかにオレに右手を差し出す。

「この屋敷のグランシェフをつとめております、織田ともうします」

「よろしくお願いします。麻布の『ポルト・ボヌール』という店でソムリエをやってます」

「おお、『ポルト・ボヌール』、懐かしい！」

　グランシェフはオレの手をぎゅうぎゅう握にぎりながら、嬉しそうに叫さけぶ。

「南麻布のフランス大使館の厨房にいる頃ころには、よく行かせてもらっていましたよ。気取らないけれど味のいい、とてもいい店だった」

　彼は懐かしそうにオレの顔をまじまじと見て、

「あの店に、白はく髪はつの矍かく鑠しやくとした老ソムリエがいた。たしか彼も沢渡さんと……」

　その言葉に、オレは嬉うれしくなってしまう。

「それはオレの祖父です。残念ながら祖父はもう亡なくなったんですが……オレ、祖父みたいになりたくて、ソムリエになったんです」

「そうか。頑がん張ばってくださいね。この屋敷には素す晴ばらしいワイン・カーヴが……」

　彼は言いかけ、オレが左手にワインの瓶を下げていることに気づく。

「おお、さすがソムリエ。素晴らしい鼻をしておいでだ。もうすでにワイン・カーヴでいいワインを見つけたようですね」

「時浦さんに案内してもらいました。それで……このワインの適温にするために、少しだけ冷やしたいんです。シャンパンクーラーと氷、それにグラスを二つお借りできますか？」

「かしこまりました。少しお待ちください。……君たち」

　グランシェフが後ろに控ひかえていた若いシェフたちに声をかけると、彼らはテキパキと動いて、布ナプキンを敷しいたシルバーのトレイの上にそれらを用意してくれる。

　オレは若いシェフが持ったトレイの上、シャンパンクーラーの中にワインの瓶を差さし込む。そしてずっしりと重いそれを両手で受け取る。

「ありがとうございます。これで、このワインをさらに美お味いしく飲むことができま……あっ」

　ふいに、オレの手からずっしりと重いトレイが取り上げられる。驚おどろいて顔を上げると、時浦がトレイを軽々と持ってオレを見下ろしていた。

「二階の寝しん室しつで飲もう。おいで」

　言いながら踵きびすを返し、そのまま廊ろう下かを歩いて行ってしまう。オレは慌あわてて、

「すみません、失礼します！」

　厨房のメンバーに叫んで、慌てて時浦の後を追う。

「こっちだ」

　重いトレイを悠ゆう々ゆうと持ったまま早足で廊下を歩き、彼はエントランスホールに出る。そこから彼は、玄げん関かんの正面にある大階段を上る。

「しかし、すっごいよな」

　オレは大階段を上りながら、エントランスホールを見下ろし、天てん井じようから下がるシャンデリアを見上げる。シャンデリアに取り付けられているのは、本物の蠟ろう燭そくみたいな形をした電球。その淡い光だけで照らされたエントランスホールは、石でできた屋敷の外観に相応しい、まるでフランスかどこかにある堅けん牢ろうな城のようなイメージだった。

　高い高い天井から太い鎖くさりで吊つられたやはり黒鉄のシャンデリアは、優美と言うよりはどこか男っぽく獰どう猛もうなイメージ。

　二人が石でできた階段を上る足音が、エントランスホールの高い天井に大きく響ひびく。

　こうしていると、なんだか中世のヨーロッパにでもタイムスリップしてしまったみたい。

　彼の逞たくましい後ろ姿が、鹿しか狩がりか何かから戻ったばかりの貴族の城主みたいに見える。

　……たしかに、見とれるほどハンサムな彼が、その逞しい身体からだをクラシカルな服装に包んで馬に乗っていたりしたら……めちゃくちゃに恰好いいだろうな。

　大階段の途と中ちゆうの広い踊おどり場の正面の壁かべには、まるで教会にでもありそうな細長い窓が開けられていて、そこには、精せい緻ちなステンドグラスが塡はめ込まれていた。

「……すごい……」

　オレはその前に立ち止まり、思わず声を上げる。

　日本ではほとんど見られないような細かな細工が施ほどこされたそのステンドグラスには、豊かに広がるブドウ畑とその収しゆう穫かく風景、さらに樽たるに入れられたブドウを踏ふんでワインを造る準備をしているところが描えがかれている。そしてその遥はるか上には光輪を背負った天使が描かれていた。よく見ると、天使はその指に美しいアメシスト色のブドウを一ひと房ふさ摘つまんでいる。

「これは、祖父がフランスの田舎いなかにあった小さな城からそのまま運ばせたものだ。城の存続が難しくなった貴族が売りに出した物を高額で買い取ったらしい」

「すごい。それに、天使がブドウを持ってる。『ワイン造りを祝福する天使』とか？」

「祖父は単純に『つまみ食いをする天使』だと言っていたが」

　彼の言葉に、オレは思わず笑ってしまう。

「あはは。お祖じ父いさんのその感覚、オレ、すごく好きかも」

　時浦は再び、階段を上り始める。彼の唇くちびるの端はしにチラリと笑えみがよぎった気がしたのは、オレの気のせいだろうか？

　階段を上り切った場所には、絨じゆう毯たんの敷き詰められた長い長い廊下が続いていた。

　右側には窓が並び、窓の向こうには木々が茂しげっていた。風で葉が揺ゆれるたび、その遥か向こうにチラチラと夜景らしき明かりが見えて……ここは東京なんだな、とやっと思い出す。

　左側にはたっぷりと距きよ離りを取って、大きなドアが並んでいた。

　彼はそのすべての前を素す通どおりし、廊下の正面にある両開きの立派なドアを示す。

「私は両手がふさがっている。ここを開けてくれないか？」

「わかった」

　オレは彼の脇わきを通り、重じゆう厚こうな両開きのドアに手をかける。両方のノブをひねり、重いそれをゆっくりと押し開けて……。

「うわあ」

　部屋の中に一歩踏み込んだオレは、思わず声を上げてしまう。

「すごい」

　ドアを入って左側を向くと、そこは広い広いリビングになっていた。

　一面は中庭を見み渡わたせるフランス窓が並んでいて、贅ぜい沢たくな石張りのテラスに繫つながっている。

　マホガニーの腰こし板いたの張られた壁、精緻な織り模様のある、ワイン色の絨毯。

　高い天井からはエントランスホールにあるものと同じデザインの、二回りほど小型のシャンデリアがいくつも下げられている。蠟燭に似た揺れる灯あかりが、チラチラと部屋の中を揺らしている。

　広い部屋の真ん中には、落ち着いた色合いの布が張られた贅沢なソファセットが向かい合わせに並んでいる。

　左手の壁かべ際ぎわにマホガニーが張られた本格的なバーカウンターがあって、革かわ張ばりのスツールが二つ並んでいる。鏡を張られた後ろの壁には棚たながしつらえられていて、たくさんのバーボンやリキュールが並んでいる。

　パーティーが開けそうなほど広い部屋の向こう側には、ほかの部屋に続くらしいドアがあり、その脇には大理石で造られた贅沢なマントルピースがしつらえられている。

「疲つかれただろう？　ベッドルームで飲もう」

　彼は言って、リビングを突つっ切り、マントルピースのある方に向かう。

　マントルピースの上には黒鉄で作られた紋もん章しようがあり、その下には金色のサーベルが互たがい違ちがいに架かけられていた。

「いかにも城主の部屋って感じ」

　オレが見上げながら言うと、時浦は笑って、

「たしかに。この屋敷、そしてこの部屋は、時浦家の当主だけが住める部屋だ」

「こんな贅沢な部屋に住めるなんて……当主ってすごい。うらやましいなあ」

　オレが気軽に言うと、彼はどこか苦しげに眉まゆを寄せる。

「ここに住むということは、さまざまな義務を背負うことだ。そしてそれだけでなく、いろいろな人間の恨うらみすら背負うこともある」

　彼の言葉はなんだか苦しげで、オレは気楽に言うべき言葉ではなかったことを悟さとる。

「そ、そうだよね。いろいろ大変なこともあるよね。……ええと、こっちがベッドルーム？」

　オレはわざと明るい声で言い、彼がうなずいたのを見てノブをひねってドアを開く。

　先に部屋に入って内開きのドアを押さえ……そして大きなキングサイズのベッドがあったことに思わず赤面する。

　……いや、ベッドルームなんだから、ベッドがあって当然なんだけど。

　広いベッドルームは、リビングと似たイメージの落ちついた空間だった。中庭を見渡すことができる窓の手前には、一人掛がけのソファがテーブルを挟はさんで向かい合っている。重厚な天てん蓋がいを持つベッドはキングサイズで、上でレスリングができそうなほど広い。

　部屋の中には、彼と同じオトナっぽいコロンの香かおりが微かすかにただよっていて、オレはなぜだかめちゃくちゃに緊きん張ちようしてしまう。

　……ああ、でも、どうしてこんなにドキドキするんだろう……？

　彼はベッドサイドテーブルにトレイを置く。ベッドに座りながらオレを見上げて、

「緊張している？」

「し……」

　オレは緊張を見み透すかされた気がして、慌てて彼の隣となりに座る。

「してるわけないだろ？」

　そしてトレイの上に置かれていたシャンパンクーラーから、ワインの瓶びんを取り上げる。置いてあった布ナプキンでボディを拭ぬぐい、ナプキンに包んで腿ももの間に挟んでボトルを固定する。

　トレイに置いてあったソムリエナイフを革のケースから取り出す。刃はを使ってアルミのカバーを切り、それからスクリューを出してコルクにそっと刺さす。

　ソムリエナイフを回して、ちょうどいいところまでコルクにスクリューを刺していく。そして金具をボトルの口にひっかけ、テコの原理でゆっくりとコルクを持ち上げる。

　ポン！

　微かな音がしてコルクが抜ぬける。オレはコルクの香りを嗅かいでワインが変質していないことをたしかめる。

「うん。いい香りだ」

　思わず呟つぶやいてコルクとソムリエナイフをトレイに戻もどし、瓶を明かりに透すかしてコルクの粉が入っていないことをたしかめる。

　それからボトルを傾かたむけて、二つのグラスにそれを注いでいく。ボトルをシャンパンクーラーの中に戻し、グラスの一つを彼に差し出す。

「何に乾かん杯ぱいする？」

　彼は少し考えてから、

「わが屋や敷しきの専属ソムリエに」

　オレは笑ってしまいながら、

「一週間限定だけどね」

　言って、グラスを軽く合わせる。それから鼻を近づけて香りをたしかめる。

「うん、本当に月げつ桂けい樹じゆみたいないい香り。ほかにも青リンゴやマスカット、ミラベル」

　一口飲んで、その泡あわの舌した触ざわりをたしかめる。

「いい感じ。若くて、軽快で、ほんのり甘い。食後酒や寝ね酒ざけにするには最適かな？」

「……たしかに」

　一口飲んだ彼が、何かを考えるような声で言う。そして、グラスのワインをもう一口。

「たしかに美お味いしいな」

「よかった。もっと飲んで」

　オレは言いながら、自分は飲み過ぎないようにしなくちゃ、と思っていた。

　……だって、また酔よっぱらったら大変だよ……。







　　　　時浦雅直







「……やばい、あなたといると、どうしてどんどん飲んじゃうんだろ？」

　空になったグラスを置きながら、彼が言う。

「しかも、なぜかめちゃくちゃ回るし」

　彼の頰ほおも、目元も、とても色っぽいバラ色に染まっている。

「また酔いすぎたのか？」

　私が肩かたを抱だき寄よせると、彼は驚おどろいたように息を吞のむ。

「本当にイケナイソムリエだ」

　囁ささやいてそのままベッドに押し倒たおす。

「……あっ！　んん……っ！」

　我が慢まんできずに顔を下ろし、その唇くちびるを奪うばう。彼は一いつ瞬しゆんだけ抵てい抗こうし、しかしすぐにふわりと蕩とろけて私を受け入れる。

「……ンン！」

　彼の身体からだはとても熱く、手を当てると鼓こ動どうがとても速い。

「……ンンン……！」

　そのままシャツごと、乳ち首くびを摘つまみ上げる。

「……ン、クウ……ッ！」

　キュッと指先で揉もみ込んでやると、小さく呻うめいて、腰こしを跳はね上げさせてしまう。

　……本当に、なんて感じやすい身体なんだろう？

　私は思いながら彼のシャツのボタンを外していく。

「……んんっ！」

　キスを奪いながらシャツをはだけさせ、手のひらでその素す肌はだの感かん触しよくを味わう。

　彼の肌はだはまるで磁器のようにきめが細かく、しかもサラサラとしてとても心地いい。

　手のひらで乳首の上に、触ふれるか触れないかの円を描えがいてやる。柔やわらかかった彼の乳首はキュウッと一気に尖とがってしまう。

「……ん、ん、あ……っ！」

　私は彼の唇を解放し、その代わりにそのしなやかな首筋にキスをする。

「ああっ！」

　そのままゆっくりと唇をずらし、鎖さ骨こつの上をチュッと吸い上げてやる。

「……ンン！」

　左手の指先で彼の乳首を愛あい撫ぶしながら、ゆっくりと顔を下ろしていく。そして、彼の右の乳首を口に含ふくんでやる。

「……あ、ああ……っ！」

　チュッと吸い上げてやると、彼の身体に細さざ波なみのような震ふるえが走った。

「……くう、うう……っ」

　彼の腰が跳ね上がり、私の身体に押しつけられた。ジーンズの硬かたい布地を、何かが強く下から押し上げている。

「もしかして、胸だけで勃たててしまったのか？」

　私は言いながら左手を下ろし、彼のジーンズの前立てのボタンをはずす。

「……やめ……ああっ！」

　彼の抵抗を無視して、ファスナーをゆっくりと引き下ろす。

「……ダメ、アアッ」

　下着とジーンズを引き下ろすと、反り返った屹きつ立りつが、プルン、と弾はじけ出た。

「胸だけでこんなに硬くしていたなんて。なんていやらしいソムリエなんだろう？」

　彼の欲望は硬く反り返り、トロトロと先走りの蜜みつを漏もらしている。

「……や、言うな……くうっ」

　トクン、と蜜を漏らした先せん端たんのスリットに、人差し指を押し付けてやる。

　蜜を塗ぬりこめるようにヌルヌルと先端を愛撫してやると、彼の全身に痙けい攣れんのような震えが走った。　>>>♥

「……ああ、ああー……！」

　彼の先端から、ビュッ！　と勢いよく蜜が迸ほとばしった。

「……くう、うう……っ！」

　強く閉じられた長い睫まつ毛げの間から、涙なみだが溢あふれ、その目め尻じりを煌きらめきながら伝った。

　彼の涙を見た私は、我を忘れてひどくしてしまったかと驚く。

「痛かったか？」

「……痛く……な……」

　彼は身体をヒクヒクと震わせながら、かすれた声で言う。

「では、どうして泣く？」

　耳元で囁き、あやすように優やさしく愛撫してやると、彼はまた涙を溢れさせる。

「だってオレ……悔くやしいけど、この間のが初めてで……」

　強気な彼とは別人のような、不安げな声。

「初めて？　女性とは？」

「そんなこと言えるわけ……ひ、うっ」

　バラ色に染まって尖った乳首を強く吸い上げてやると、彼は悲鳴のような声を上げる。

「言わないともっとひどくする。それとも、ひどくされたいのか？」

　囁くと、彼は、いやだ、と言いながらかぶりを振ふり、それから悔しそうな声で、

「……ずっとワインの勉強に夢中で……だから、オレ……」

「女性ともいやらしいことはしたことがない？」

　囁いて、乳首の先端を優しく舌でくすぐってやると、彼はたまらなげに息を吞む。

「……くう……したこと、ないよ……っ」

　その言葉に、私は不思議なほどの喜びを感じながら、キスをする。

「……ああ、もしかして……」

　彼は涙をたたえた目で私を見上げてくる。

「……もしかして、このまま無理やり挿いれるの……？」

　彼の怯おびえた声が、私の心を痛ませる。

「約束しただろう？　無理やりにはしない。……されたければ別だが」

「そんな……無理だよ……」

　私はその言葉に思った以上に落らく胆たんしながら、もう一度彼にキスをする。ベッドから下りてベッドルームに隣りん接せつしたバスルームに向かい、お湯で固く絞しぼったタオルを持って戻もどってくる。

　ヌルヌルになった肌を拭ぬぐってやっていると、彼は安心したように眠ねむってしまう。

　……ああ、こんなに可愛かわいい人を、無理やりに犯おかせるわけがない。
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「いらっしゃいませ。……ご予約のお客様でしょうか？」

　ドアを開けると、出で迎むかえてくれたのは上品な白はく髪はつのメートル・ド・テルだった。

　仕事の後、私はふと我慢ができなくなって、暁の働いている『ポルト・ボヌール』に向かってしまった。

「……あ……！」

　近くにあるウエイティングバーのカウンターでグラスを磨みがいていた暁は、私の顔を見て驚いたように目を丸くする。それからグラスを慎しん重ちように棚たなにしまい、カウンターを出て私の方に歩み寄ってくる。

「吉よし川かわさん、この人、オレの知り合いだから」

　暁の言葉に、メートル・ド・テルはにっこりと笑う。

「それなら暁あきらくんにご案内をお任せするよ」

　暁はうなずき、それから私の方に向き直る。少し照れたように頰を染めながら言う。

「ええと……いらっしゃいませ」

　私は、彼の頭越ごしに店の中を見み渡わたす。

「いい店じゃないか」

　そして思わず口にしてしまう。暁は自じ慢まんげににっこりと笑って、

「だろ？」

　そして暁は吉川氏というらしい白髪のメートル・ド・テルを振り返って言う。

「Ａテーブルの予約は入ってないよね？　使っていい？」

「もちろんいいよ。……ようこそいらっしゃいました」

「来たな、陰かげのオーナー。……こいつが例の時浦だよ。写真で見たことない？」

　私の背後から聞き覚えのある声が聞こえ、メートル・ド・テルが驚おどろいた顔をする。振り返ると、そこに立っていたのは、明るい色のスーツに身を包んだ私と並べるくらい長身の男。

　彼の父親は日本人だが、母親はたしかフランス人だったはず。それがうなずけるような明るい茶色の髪かみと色素の薄うすい瞳ひとみ。一見すると上品な美男子だが口元に浮うかぶ笑えみは、いつもどこか意地が悪く、皮肉っぽい。

　坂木が店をオープンさせたのは知っていたが、ここに直接来るのは初めてだ。彼はオーナーを名乗っているだけでどうせ店にまで足を運ばないだろうと思っていたのだが、どうやらそうではないらしい。

「やあ、時浦。そろそろ来るだろうと思っていた。どうせ、また暁の制服姿が見たくなったんだろう？」

　可お笑かしそうに言われた言葉に、暁が微かすかに頰ほおを赤くする。

「坂木さん、そんなことあるわけないでしょ？……席にご案内します、どうぞ」

　言って暁が踵きびすを返し、テーブルの間を縫ぬって歩きだす。シンプルな服装が、彼のしなやかなスタイルを際きわだたせている。

「よだれを垂らすなよ。……あの細いウエスト、本当に色っぽいよなあ」

「殴なぐるぞ」

　私は可笑しそうに囁ささやいてきた坂木に囁き返し、暁の後を追う。

　暁が案内してくれたのは、ほかの席とは木製のパーティションで仕切られた、半個室のような場所だった。店の中でも一番上等の席だろう。

　四人分のグラスとカトラリーがセットされたテーブルには、『予約席』の札が載のせられている。私は店内を振り返り、ほぼ満席だが空きが一つもないわけではないことを確かめる。

「予約は大だい丈じよう夫ぶなのか？　もっと狭せまい席でも構わないが」

『予約席』の札を手に取った暁は、口元に笑いを浮かべて見せて、

「知り合いが来た時には一番いい席に。これはこの店ではいつものことだから。……イタリアの有名店でも働いていたグランシェフが、その店から持ち帰ったしきたりなんだよ。それに」

　暁はパーティションの横から店内をチラリと見て、

「あなたは、ほんの一いつ瞬しゆん歩き抜ぬけただけで、女性客全員の熱い視線を釘くぎ付づけにしてる。このままじゃ、何組ものカップルが喧けん嘩かを始めそうだ」

　暁が言って、椅い子すに腰こし掛かけた私を何か言いたげな顔で見下ろしてくる。

「まあ……あなたほどのハンサムなら、わからないでもないんだけどね」

「複雑な顔だな。仮にも一夜を共にした男が、女性の注目を浴びるのが気に入らない？」

「……な……っ」

　私が言うと、暁の頰がカアッと赤くなる。

「なんだよ、それ？」

　暁は私に開いたメニューを差し出しながら、憤ふん然ぜんとした声で言う。

「もしもオレの顔が複雑そうなら、それは純じゆん粋すいに、モテる男に対する嫉しつ妬と！　それだけ！」

　私は渡わたされたメニューのページをめくりながら、

「君はとてもモテるじゃないか。嫉妬する必要はないと思うよ」

「え？　どうしてわかるの？　オレに注目している女性とか、いた？」

　照れたように言う彼に、私はため息をつく。メニューを閉じながら、

「いたかもしれないが、気づかなかった。そうではなく……毎夜、一人の男のベッドを占せん領りようしている。それだけでじゅうぶんじゃないのか？」

「……くう……っ」

　彼は息を吞のみ、カアッと襟えり元もとまでも赤くする。

「なんで、店でそういう……っ！」

　怒おこった声で言いかけ……それからやっと、閉じたメニューを差し出されていることに気づいたように言葉を切る。暁はメニューを受け取りながら、

「ずいぶん決断が早いね。何を食べるかもう決めてたの？」

「いや、私はメニューを決めるのが苦手なんだ。適当なものでいい」

「はあっ？」

　メニューを受け取った暁が、呆あきれた顔で私を覗のぞき込んでくる。

「それって冗じよう談だん？　それとも喧嘩売ってるわけ？」

「冗談ではなく、本当のことだ。秘書がいれば適当に決めてくれるのだが」

　暁は目を丸くしたまま私を見つめ、それから、

「もしかして……味がわからないから何でもいいとか思ってる？」

「そうだな」

　私はいつもの味気ない食しよく卓たくを思いながら、小さくため息をつく。

　祖父の代からいる屋や敷しきのグランシェフはとても腕うでがいいと思う。しかし私には味が解わからない。もちろん彼には賛辞を送っているが……いつでも本心でないことが後ろめたい。

「幸いにも苦手なものは特にない。あまりにも健康に悪そうな物以外なら、エネルギーにするために適当に口にする。食事なんてそんなものではないのか？」

「苦手なものはない……ね。その代わり、好きなものもないってこと？」

　暁はなぜかとても深刻な顔をして、私の顔を覗き込んでくる。

「そうだ」

「それって……」

　暁がその綺き麗れいな形の眉まゆをつらそうに寄せて言う。

「……なんだかすごく可哀かわい想そう」

「可哀想？」

　生まれて初めて言われたそんな言葉に、私は少し驚く。

「この私が？」

「だって食しよく卓たくってすごく幸せな場所だろ？　美お味いしいものがあって、おしゃべりがあって、好きな人の笑え顔がおがあって……」

「私の食卓には」

　私は暁の顔を見つめながら言う。

「そのうちのどれ一つとしてなかったな」

　暁はどこかが痛むかのような顔で、私を見つめる。それから、

「じゃあ、オレが一いつ緒しよにいる時には、一番美味しいものをオレが選んであげる」

　何かを決心したような顔で宣言し、その漆しつ黒こくの瞳を煌きらめかせる。

「だって世の中には美味しいものがたくさんある。あなたが美味しいものがわかるようになるために、オレも協力するから」

　私の心が、ズキリと甘く疼うずいた。

　もしも彼がずっと私のそばにいてくれたら、そして毎日共に食卓を囲めたら……私はどんなに幸せだろう？







　　　　沢渡暁







　時浦がいきなり店に現れて、オレは妙みように緊きん張ちようしてしまった。もしかしたら、やっぱり七千万円を返してくれないか、と坂木さんに交こう渉しようしに来たのかと思ったから。

　だけど彼は、単純に、この店に食事をしに来ただけみたいだった。それが解ってオレはホッとし、それなら緊張する必要もないか、とオレはいつものように気楽に客と話をし、彼らに一番合っているワインを選んで提供した。

　そして彼に薦すすめたのは、かなり安いテーブルワイン。彼が頼たのんでいた庶しよ民みん的なディナーにはそれが一番合うと思ったから。

　……彼は複雑な顔をしていたから、高いワインを薦められなかったことが気に入らなかったかもしれないけど。でもオレは満足のいく組み合わせだっただろうと思ってる。

「うーん、今夜もけっこういいチョイスができた。オレって天才？」

　オレは、店の奥の事務室にある、デスクトップ・コンピューターの前に座っていた。キーを叩たたいて、今日売れたワインの銘めい柄がらと本数をオレ専用のファイルに書き留めていく。さらに補ほ充じゆうすべきワインの銘柄を考え、それもメモする。

　次にほかの飲料用のファイルを開いて、近くの酒屋さんに注文するためのリストを作る。

　ソムリエの仕事は、ワインを給きゆう仕じすることや、ワインセラーの管理をすることだけだと思われているようだけど……実はそれだけじゃない。ウエイティングバーで出すブランデーやバーボン、食後酒用のリキュールはもちろん、ミネラルウォーターやソフトドリンクなんかの管理や仕入れも、ソムリエの大切な仕事だ。

　シェフが食材の仕入れから調理を任されているように、ソムリエはレストランで扱あつかう飲料のすべてを管理するんだ。

　どれだけのネットワークを持っているか、どれだけいいお店を知っていて仕入れ値を抑おさえることができるか……それも、プロのソムリエの大きな資質。計算が苦手なオレには、原価率の計算は、頭が痛い問題なんだけど。

「ううん……ソーセージを使った料理にぴったりのドイツ産の上等の黒ビールを送ってもらえそうなのはいいけど、それだと酒税と関税が……」

　オレはマウスを動かして計算ソフトを立ち上げるけど……古いソフトのせいで正しい税率が入っていなくて、役に立たない。

　……こんなの、時浦なんか専門中の専門って感じだよなあ。

　オレはため息をつき、彼のことを思う。

　ほかの客が帰った後も、時浦は奥の席で坂木さんと何かを話していた。坂木さんの気楽な様子からして借金返済の話じゃなかったみたいだけど……あの二人はどうもあまり馬が合わないみたいで、たまに時浦が苛いらついた様子を見せていた。

　……喧けん嘩かしなきゃいいんだけど……っていうか、さすがにもう先に帰ったかな？

　時計を見上げると、もう十二時近い。棚たな卸おろしが近いから、ついつい事務処理に追われてしまって時間を忘れていた。

　……さすがにもう帰ったよな。今夜はかなり疲つかれたし、彼のリムジンに乗せてもらって帰れたら、すごく楽だったんだけどなあ。

　……早く時浦の屋や敷しきに帰って、シャワーを浴びてのんびりしたい。

　オレは思い、それから一人で赤くなる。

　……なんだよそれ？　自分の部屋に帰りたいとか、そういうこと一いつ瞬しゆんでも思わないわけ？

　オレは狭せまくて古い自分のアパートを思い出す。たしかに愛着のある部屋だし、ずっと空けておくのは心配だけど……なぜか時浦のいるあの屋敷の方が、馴な染じんでしまった気がして……。

　……どうしちゃったんだよ、オレ？

　オレは自分の反応に驚おどろいてしまう。

　……オレは賭かけに負け、その代だい償しようとしてあの屋敷に強制的に住まわされているだけ。しかも夜よ毎ごとにあの男に身体からだを弄もてあそばれているんだぞ！

　自分に言い聞かせるけれど、『弄ばれている』のところに妙に抵てい抗こうを感じる。

　……どうしてだろう？　ゲイじゃないはずのオレが、男の時浦にイケナイことをされているんだ。うんと恨うらんでもいいはずなのに……。

　オレは思い……それからある大変なことに気づいて、今さらながらハッとする。

　……時浦はオレを愛あい撫ぶしてイカせるばかりで、それ以上のことをしたことがない。

　オレは、呆ぼう然ぜんとしてしまいながら思う。

　……彼は、オレの前で一度もイッたことがないんだ。

　オレは賭けに負けただけでなく、七千万円の借金の回収をあきらめてもらう代わりにあの屋敷にいる。本当なら、彼がオレをどんなに乱暴に抱だこうが、オレは文句の言えない立場だ。

　……っていうか、なんでそうしないんだ……？

　オレは思いながらデータを保存し、ウィンドウズを終しゆう了りようさせてコンピューターの電源が自動的に落ちる状態にする。

　椅い子すから立ち上がってノビをしていると、いきなりドアが開いた。そこに立っていたのは坂木さんだった。

「暁くん、時浦が待ってる。行ってあげれば？」

　坂木さんがため息をつきながら言う。

「……え……」

「さっそく仲よしなんだ？　なんだかちょっと妬やけるんだけど」

　坂木さんの言葉に、オレは思わず脱だつ力りよくする。

　……まったく、誰のせいでこんなことになったと思ってるんだか。

「片付けはやっておくから。今夜は先に帰っていいよ」

　坂木さんの言葉に、オレも手伝って帰ります、と言いそうになるけど……。

「……暁」

　開いたままだった事務室のドアのところに、時浦の姿が現れた。

「帰るよ。おいで」

「なんだよ、その親しげな態度。まったく妬ける」

　坂木さんが可お笑かしそうに言い、オレに、

「いいから帰っていいよ。この男がうるさくて仕方がない」

「わかりました。……それじゃあ、お先に失礼します」

　オレは坂木さんに言い、時浦のそばに立って、

「着き替がえて荷物を持ってくるから、少しだけ待っててくれる？」

「わかった」

「暁くん、着替えを覗のぞかれないように気をつけろよ」

　坂木さんが笑いを含ふくんだ声で茶ちや化かす。オレは相変わらずの彼の様子にため息をつく。

　……まったく！　誰のせいでこんなことになったと思ってるんだ！




　　　　＊




「今夜食べたオックステールの料理は、美お味いしかった気がする」

　帰りのリムジンの中で、時浦がふいに言った。

「本当に？　美味しいと思った？」

　驚いているオレに、彼は、

「ああ。とても久しぶりの感覚だった。そして君が選んでくれたワインともよく合っていた」

　……ああ、どうしてこんなに嬉うれしくなるんだろう？

　……オレがいる一週間で彼がもっといろいろなものを美味しいと感じてくれればいいのに。

　オレは思い……それから一人で赤くなる。

　……なんなんだよ、それ？

　……この男はオレの『初めて』を無理やり奪うばった男だぞ。ほだされてどうするんだよ？

「今夜はかなり遅おそくまで仕事をしていたな」

　時浦が言って腕うで時ど計けいを見る。

「もう一時近い。疲れただろう？」

「棚卸しが近いから、いろいろ事務作業もあって」

　オレは、閉店後に何時間も時浦を待たせていたことに気づいて、今さらながらに焦あせる。

「ごめん、退たい屈くつだったんじゃない？　先に帰ってくれればよかったのに」

「それでは迎むかえに行った意味がない」

　彼の言葉に、オレはちょっと赤くなる。

　……彼はどうして来たんだろう、きっと偶ぐう然ぜんに通りかかっただけとかなんだろうな、と思ってたんだけど……。

　オレの心が、じわりと熱くなる。

　……迎えに、来てくれたんだ……？

　……もしかして、ちょっと優やさしいところもあるのかも……？

「棚卸し？　レストランにいるソムリエは、そんな作業まで手伝うのか？」

「手伝うって言うか、ソムリエはすべての飲料の責任者だもん。オレがみんなに手伝ってもらうんだよ。うちはオレの他ほかにメートル・ド・テルと、グランシェフと、スーシェフと、それにギャルソンが二人。オレと坂木さんも入れて合計で七人だから人数はいるんだけど……地下のカーヴには、前任者が集めた面めん倒どうな在庫もたくさんあってけっこう大変なんだよ」

　オレはリムジンのフカフカの椅子に沈しずみ込みながら、ため息をつく。

「それにオレ、計算が苦手だから、そっちも大変。個人的にいろいろ輸入もしてるんだけど、帳ちよう簿ぼに書く関税の計算とか、酒税の計算とか、すんごく面倒なんだけど」

「資料がまとまっているのなら、私にくれればすぐにでも計算するが？」

　時浦の言葉に、オレは驚いてしまう。たしかに彼ならよく解わかってるんじゃないかってちょっとは思っちゃったけど……。

「ほ、本当に？」

「いちおう私は『トキウラ』グループの総そう帥すいだよ。会議の前に試算をするのが当然のことだからね。……それにあの店で何万トンものワインを輸入しているとは思えない。計算などほんの数分で終わるだろう」

　時浦の言葉に、オレはホッとため息をつく。

「ええと……まだ資料がまとまってないんだけど、もしかしたらいろいろ質問しちゃうかも」

「どうぞ、計算なら私の得意分野だ。いくらでも」

　時浦があっさりと言い、オレはふいにパーティーの時に彼に悪態をついたことを思い出す。

「ええと……協力してもらうから言うワケじゃないんだけど……」

　オレは時浦の端たん整せいな顔を見つめ、それから覚かく悟ごを決めて頭を下げる。

「あなたを金の亡もう者じやみたいに言って……ごめんなさい！」

　驚いた顔をする彼に、

「あなたは総帥であり、社長なんだよね。会社が傾かたむかないように計算をして、人をまとめていくのが仕事だ。だから少しくらいワインに疎うとくても仕方がないのかも知れない。なのにオレ、あなたに悪態をついたりして……」

「もういい。私も意地の悪いことを言った。お互たがい様だ」

　彼はその唇くちびるに、なんともいえない優しい笑えみを浮うかべる。

　……うわ……。

　オレの心臓が、ドクン、と跳はね上がった。

　……冷血漢かと思ってたけど、こんな顔もするんだ……。

　そのまま、どんどん鼓こ動どうが速くなる。




　　　　＊




「旦だん那な様はお忙いそがしくて、ずっとお休みになっていないのではないかと思うのです」

　執しつ事じの田中さんが言って、ため息をつく。

　オレと田中さんがいるのは、一階にある、中庭に面したサンルームだ。

　オレは、今夜も時浦にさんざん愛あい撫ぶされて、さんざん放ってしまった。疲つかれとけだるさでうとうとしていたんだけど、ふいに咽の喉どが渇かわいたことに気づいて、何かもらおうと一階に下りてきた。そして寝ねる前の戸と締じまりをしていた田中さんにばったり出くわしたんだ。

　田中さんはオレをこのサンルームに案内してくれて、二人分のハーブティーをいれてくれた。カモミールを中心にブレンドされたハーブティーは、飲むとぐっすり眠ねむれる田中さんの特製だという。彼は屋敷の巡じゆん回かいと戸締まりをした後でこれを飲むのが楽しみらしい。

「夜間警備のスタッフが巡回していますので、私が毎晩見回る必要もないのですが。しかしこれも執事の伝統的な務めですからね」

　田中さんは言って、自分の分の湯気の上がるハーブティーを美味しそうにすする。

「いつも夜明けまで書しよ斎さいの灯あかりが消えないのです」

「……っていうか」

　オレはハーブティーの表面に息を吹ふきかけながら言う。

「それって、書斎のソファで居い眠ねむりしているとかじゃないの？　灯りをつけたままで」

「そうではありません」

　彼は言い、ふいに窓の外を指差す。

「二階に灯りのついている部屋がありますでしょう？　あれが旦那様の書斎です」

　中庭の向こう側に見えるのは、暗くら闇やみに沈んだ屋や敷しき、灯りの消えた窓。その中で一つだけ、明かりを漏もらしている部屋があった。

「……あ……」

　カーテンが開いたままの窓から、こちらに背を向けて座っている人ひと影かげが見えた。

　黒い髪かみ、白いワイシャツに包まれた逞たくましい肩かた。この屋敷の使用人に彼ほど見事なモデル体型の人はいないから、その後ろ姿は、たしかに時浦のものだろう。

　オレが見守っているうちに彼は立ち上がり、視界から消えた。すぐに分厚いファイルをめくりながら戻もどってきて、また椅い子すに座る。

「どうやら、書斎で居眠りしてるとかではないみたいだね」

　オレが言うと、田中さんは深くうなずいて、

「ええ。たまにコーヒーをお持ちするのですが、いつもお仕事をしていらっしゃいます。そして私に、自分のことはいいから早く寝るようにとすすめてくださいます。……居眠りでもしていてくだされば、こちらも少しはホッとできるのですが」

　執事は言って、深いため息をつく。

「そうかあ」

　オレは窓の外を見つめながらため息をつき、それからハーブティーを味わおうとし……。

「アチッ！」

　思わず声を上げる。執事は驚おどろいた顔で、

「まだ熱かったですか？　すみません、このハーブティーは熱湯でないとうまく香かおりが抽ちゆう出しゆつできなくて……」

「あ、いい、気にしないで。オレが極度の猫ねこ舌じたっていうだけだから。……そしたら」

　オレはハーブティーのカップを置きながら、

「コーヒーをいれようかな？　田中さんも飲む？」

「は？　いえ、私はけっこうですが……」

　不思議そうに首をかしげる執事に、オレは笑って見せて、

「オレが飲むんじゃなくて、いれたコーヒーを彼のところに持っていく。ついでに自分のハーブティーも。その頃ころにはちょうどよく冷めるだろ？」

　執事は驚いた顔をした後、嬉うれしそうににっこりと笑う。

「でしたら私がお教えしましょう。旦那様がお好きなブレンドをお教えしますよ」

　オレは執事に教えてもらって、コーヒーをいれることができた。ブラジルから取り寄せ、さらにシェフが毎日焙ばい煎せんしているという豆は本当にいい香りがして、コーヒーをいれることにあまり慣れていないオレでも、すごく美お味いしそうなコーヒーをいれることができた。オレは自分の分のハーブティーと、彼のためのコーヒーのカップをお盆ぼんに載のせ、大階段を二階に上がった。

　彼の書斎の前に着くと、ドアの下から微かすかな光が漏れているのが解る。オレはお盆を片手に持ち、執事の真ま似ねをして曲げた人さし指で気取ったノックをする。

　コンコン！

「どうぞ」

　彼の声は明めい瞭りようで、やっぱりずっと働いていたんだな、と解る。

　オレはドアノブを回し、ドアをそっと開く。

　そこから顔を出して覗のぞくと、彼はこっちに背を向けたまま立ち、手に持ったファイルをめくっていた。

　大きなマホガニーのデスク。上に置かれたスタンドだけが、デスクの上を照らしている。

　彼は、オレが眠り込んでしまう前と同じ恰かつ好こうをしていた。ネクタイを外したワイシャツ、少し薄うすれてはいるけれど、まだピシリとした折り目がついたままのスラックス。

　オレを愛撫し、寝かしつけた後、きっと仮か眠みんもせずにここに来て仕事をしていたんだろう。

「もう夜遅おそい。休んでいいと言ったろう、田中？」

　彼はファイルから目を上げないままで言う。

「残念ながら、田中さんじゃないよ」

　オレが言うと、彼はファイルから顔を上げて振ふり返る。

「……暁……まだ寝ていなかったのか……」

「咽の喉どが渇いて目が覚めたらあなたがいなかった。寂さびしくて捜しに来ちゃった」

　オレが言うと、彼はなぜかとても驚いた顔をする。

「なんて。このオレが、そんな可愛かわいいこと言うわけないだろ？……これ」

　オレが言うと、彼はまだ呆ぼう然ぜんとした顔でオレの手元にゆっくりと視線を落とす。湯気の上がっているカップを見てハッとしたように息を吞のみ、ファイルをデスクの上に置いて、絨じゆう毯たんの上を足早に横切ってくる。

「ここまで持ってきたのか？　零こぼして火傷やけどでもしたらどうするんだ？」

　言って、オレの手からトレイを取り上げる。オレは笑ってしまいながら、

「田中さんと同じこと心配してる。オレ、ソムリエだから持つのはワインの瓶びんが多いけど、いちおう接客歴長いんだぜ？　お盆の扱あつかいくらい慣れてるって」

　彼は、本当かな、という顔でチラリと眉まゆを上げる。それから書斎の手前側に向かい合って置かれているソファを指さす。

「座りなさい。カップが二つあるということは君も飲んでいく気なんだろう？」

「邪じや魔まならカップを持って退散するけど？」

「そろそろ休きゆう憩けいしようかと思っていたところだ」

「じゃあ、ここで飲むよ」

　オレは言って、ソファに座る。張られた革かわはとても上等らしくて柔やわらかいし、クッション部分の適度な硬かたさがとても心ここ地ちいい。

「へえ、いいソファ。オレならここですぐ居眠りしそうだけど」

「気に入ったのならいつでも好きに使っていい」

　彼は言い、お盆をソファの間のローテーブルに置く。それから二つのカップを見下ろし、

「熱いコーヒーと、ぬるそうなハーブティー、どちらが君の好みだ？」

「ハーブティー。猫舌だからぬるくてちょうどいい」

　オレはハーブティーのカップを引き寄せて、それを一口飲んでみる。

「うん。美味しい。食べ物は意外に大だい丈じよう夫ぶなんだけど、熱い飲み物ってちょっと苦手だ」

「私はぬるい飲み物の方が苦手だが」

　彼は言いながら、ソファに座る。そして深いため息をつきながら髪をかき上げる。

　いつもきちんと整えられている彼の髪が、今は無造作に乱れていて……なんだか妙みようにセクシーに見える。

　……う……。

　オレはソファに座りながら、一人で赤くなる。

　……なんでドキドキしてるんだよ、オレ……？

「こんな遅くまで、どんな仕事してるの？」

　オレは照てれ隠かくしに聞いてから、オレが聞いてもどうせ解わからないか、と思う。彼は大きな会社の社長だし、オレはただの駆かけ出しソムリエだし……。

「ボージョレー・ヌーヴォーについて勉強を。来年のためにね」

　彼の言葉に、オレは驚いてしまう。

「今からそんなことするの？　まだ、まるまる一年あるじゃないか」

「『トキウラ』が日本に輸入するボージョレーの量は半はん端ぱなものではない。今から生産農家と交こう渉しようを始めなくては、とても間に合わない」

　彼は言いながら手を伸のばし、コーヒーカップを取る。一口飲んで、満足げなため息をつく。

「これは君がいれたのか？　いい香りだな」　>>>♥

「田中さんに教わってね。コーヒーはあんまりいれ慣れてないんだけど、焙煎したばかりの、あんなにいい豆を使ってるのなら、誰でもこれくらいのコーヒーがいれられそうだ」

「いい豆？」

　彼は目を上げて少し驚いたように言う。

「知らなかったの？　あなたのコーヒー豆はブラジルの一流のコーヒー農園から直輸入されてて、シェフができるだけ毎日焙煎してて、いれる直前に挽ひかれて、丁てい寧ねいにドリップされてるんだよ」

　彼は少し呆然とした顔でオレを見つめ、それからカップの中に視線を落とす。

「だからこんなに香り高たかいのか」

「そして絶対美味しいはず。……後で、冷めた頃にちょっとだけ味見させて？」

　オレが言うと、彼はオレの顔に視線を戻もどす。少し考えた後で、

「別に構わないが……」

「そんなに考えることないだろ？　もしかして誰かと回し飲みとか抵てい抗こうある方？」

「いや抵抗はないと思う。というか、そんなことは一度もしたことがない」

「まあ、あなたみたいなオトナの男の人が、誰かと何かを回し飲みなんて想像できないしね」

　オレはスリッパを脱ぬいで、両りよう脚あしをソファの上に上げる。体育座りみたいに膝ひざを立て、その上に両手で包んだハーブティーのカップを載せる。

「高校を卒業した後、オレ、祖じ父いちゃんに、パリに行かされたんだ。食事付きのレストランで修業だったから生活には困らなかったけど……仕送りもほとんどしてもらえなくて貧びん乏ぼうだったなあ」

　オレは思い出しながら両手で包んだカップを傾かたむけ、ハーブティーを飲む。

「それはほかの見習いシェフたちも同じで。みんなでジュースの回し飲みとか、お菓か子しのまわし喰ぐいとか……そういうの、全然平気だった」

「そういう話を聞くのはあまり気分のいいものではないな」

「神経質な男は嫌きらわれるよ？」

　オレが言うと、彼は小さくかぶりを振る。それからその漆しつ黒こくの瞳ひとみでオレを見つめる。

「そうではない。ほかの男が、君と間接キスをしたと聞くのは気分のいいものではない、そう言ったんだよ」

　あっさりと言われた彼の言葉に、オレは呆然とし……それから頰ほおが熱くなるのを感じる。

　……この人は、どうしてこんなことばかり言うんだろう？　しかも……。

　なぜか、鼓こ動どうまでが速くなる。

　……どうしてオレ、こんなにドキドキしているんだろう？

　彼はなぜかソファから立ち上がる。驚おどろいている間にローテーブルを回り込んで歩いてきて、オレの隣となりに座る。

「それに……ほかの男ならともかく、君との間接キスが嫌いやなわけがないだろう」

　言いながらテーブルのコーヒーカップを引き寄せ、それを一口、口に含ふくむ。

「……あ……っ」

　いきなり引き寄せられ、オレの顎あごが彼の指先で持ち上げられて……。

「……ンン……」

　深いキスでコーヒーを口移しにされて、身体からだがジワリと熱くなる。口移しなんて生まれて初めてのオレは、それだけで息も絶え絶えになってしまう。

「美お味いしかったか？」

「……うん……」

　甘あまい声で聞かれて、俺は思わずうなずいてしまう。

「……あのさ。もう寝ねない？　抱だき枕まくら代わりになるくらいなら、許してあげるから」

　オレが言うと、彼は苦く笑しようして立ち上がる。

「わかった。その代わり、しっかり抱き枕をつとめてくれよ」

　その夜、彼は俺を抱き締しめて眠ねむったけれど……今度はオレが緊きん張ちようして眠れなかったんだ。







　　　　時浦雅直







　暁から電話が入ったのは、会社の終業時間の三十分ほど前だった。

『オレ、早めに仕事を上がれたんだ』

　携けい帯たい電話の向こうで、暁の明るい声がする。

『今日はあなたの会社の方に行っていい？　近所のコーヒーショップとかで待ってるから』

　まるで恋こい人びと同士であるかのようなその言葉に、私の胸がズキリと痛む。

　彼の勤める店があるのは麻布。私の会社のある虎とらノ門もんまで、彼の脚あしなら歩いて二十分くらいの距きよ離りだろう。

「わかった。定時で上がるようにするが……もしかしたら長引くかもしれない。受付で名前を言えば、社長室まで上がってこられるようにしておくから」

『ええっ？　あの〝トキウラ〟の社長室に行くの？』

　暁は驚いたように言う。

「面めん倒どうか？」

『いや、そんなところに入れる機会は一生に一度だろうから、興味あるけど』

　彼の言葉が私の心にチクリと突つき刺ささる。

　……もしも『恋人になってくれたらいつでも来られる』などと言ってしまったら、若い彼は精神的な負担を感じるのだろうな。

　……友人のような、恋人のような、それともただの契けい約やく者のような……私と彼の不思議な関係は、私の重たい一言ですぐにでも壊こわれてしまいそうだ。

「たしかに一生に一度かもしれないな」

　私は無理をして小さく笑いながら言う。

「だから上まで上がってきていい。仕事をしながら待っているから」

『わかった。……じゃ、あとで』

　彼は短く答えてそのまま電話を切る。あまりにもあっさりとした電話の切り方に私は少し呆ぼう然ぜんとし、それから自分も電話を切る。

　デスクの前に立ち、電話が終わるのを待っていた秘書の村上が、責めるような顔で眉まゆをチラリと上げる。

「社長。またあのソムリエにイジワルをなさるおつもりでは？」

　私は、その言葉に肩かたをすくめてみせる。

「イジワルも愛情表現の一つといえる。私は、彼が可愛かわいくて仕方ないんだよ」







　　　　沢渡暁







「うわ……すごいビル……！」

　オレは上を見上げ、思わず呟つぶやいてしまう。

『トキウラ』の日本本社は、東京タワーもほど近い虎ノ門にあった。

　見上げるほど大きなビルの前には、緑の多いファサードが広がり、周囲にまで爽さわやかな印象を与あたえている。

　ガラス張りになった一階部分は、総大理石張りのお洒落しやれかつリッチなロビーになっていて、スーツ姿の人々が行き来している。

「っていうか、外で待てればよかったんだけど……」

　オレは、まさに普ふ段だん着ぎって感じの自分の服装を見下ろす。

　着古した黒のセーターに、黒の革かわパンツ、ごついアーミーブーツ。その上にポケットがたくさんあるオリーブグリーンのコート。

　……この恰かつ好こうでスーツ集団の中に入るのは気が引ける……っていうか入れるのか？

　オレは思わずビルを見上げる。

　……彼は、このビル……だけでなく全世界に広がる『トキウラ』を支配する社長なんだな。

　……普段は、あんな高みにいるのか。

　社長室があるであろう上階を見ながら、オレはため息をつく。

　……どう考えたって、オレとは別世界の人なのに……。

　ふいに脳のう裏りにベッドでの彼のことが浮うかび、オレの頰がカアッと熱くなる。

　……どうして彼は、オレなんかにあんなことをするんだろう？

　思い出すだけで、身体の奥おくから甘い痺しびれが湧わき上がってくる。

　……あんなに優やさしくされたら……まるで、本当の恋人同士みたいな気分になってくるじゃないか……。

　身体まで熱くなるのを感じて、オレは慌あわてて頭を振ふり、回想を終しゆう了りようする。

　腕うで時ど計けいを覗のぞき込み、もうすぐ就業時間が終わることに気づく。よく見ればロビーを行きかっていた人たちは少なくなり、受付に座った女性たちも時計を見上げてそわそわし始めている。

　……うわ、受付が閉まったら中に入れてもらえないかも！

　オレは慌てて自動ドアの前に立ち、ロビーに踏ふみ込む。足元だけ見るようにして広々としたロビーを歩き抜ぬけ、受付の前に立つ。勇気を振り絞しぼって顔を上げ、

「すみません、時浦さんに用事があるんですけど！」

　一気に言い、女性たちが目を丸くしてオレを見上げていることに気づく。

　……しまった、時浦さんじゃなくて社長って言わなきゃ解わからないか。

　オレが慌てて言い直そうとした時……。

「どの時浦かな？　一族経営であるこの会社にはたくさんの時浦がいるんでね」

　オレの後ろから声が聞こえ、女性たちがオレの後ろに視線を移す。慌ててお辞じ儀ぎをしているところを見ると、偉えらい人なんだろう。

　オレは恐おそる恐る振り返り、そこに背の高い男が立っていることに気づく。

　まるで王様みたいに、秘書らしき男女を四人も引き連れている。

　年ねん齢れいは五十歳くらいだろうか？　年齢のわりに派手なクリーム色のワイシャツにイエロー系のネクタイ。ダブルのダークスーツ。時浦とどこか共通する雰ふん囲い気きのハンサムな顔をしてるけど、時浦の端たん麗れいさには遠く及およばない。それにこの男はなんだかちょっと下品な感じで……。

「かく言う私も時浦だが……おや？」

　彼は言いかけ、オレの顔をまじまじと見る。

「私服だから少し雰囲気が違ちがうが、君はこの間のパーティーでブラインド・テイスティングをしていたソムリエだろう？」

「……あ……」

　彼の視線が、オレの頭の上から足の先までを露ろ骨こつに往復する。

　もしかしたら思い違ちがいかもしれないけど……その視線はなんだか妙みようにいやらしい感じがして……オレは思わず眉をひそめてしまう。

　……いったいなんなんだろう……？

「ふうん。私服を着ているとますます若く見える。本当に綺き麗れいな子だな」

　粘ねばつくような声で言われて、背筋にゾワッと寒気が走る。

　……うわあ、なんなんだこのオジサン？

「ええと……ありがとうございます。でも、オレが探してるのは、少なくともあなたではない時浦さんですから」

　オレは言い、慌てて女性たちの方に向き直る。呆然としている彼女たちに、

「社長の時浦雅直さんに用事があるんですけど。オレ、沢渡っていいます！」

「あ、はい、失礼いたしました。沢渡様ですね」

　女性の一人が立ち上がってカウンターの中から出てくる。

「社長室までご案内しますので」

「すみません」

　オレは彼女の後についてロビーを横切って歩く。後ろからあのオジサンと秘書たちが歩いてくる足音がして、オレはこいつと一いつ緒しよにエレベーターに乗るのは嫌いやだな、と思う。受付の方をうかがうと彼女も似たようなことを思っているのか頰ほおを引きつらせている。

　……このオジサン、社内でも嫌きらわれてるっぽいなあ。

　受付の女性はエレベーターのボタンを押して振り返り、すぐ後ろにさっきのオジサンがいたことにギクリと身体からだを震ふるわせる。すぐに来たエレベーターの扉とびらを押さえて、そのオジサンに先にどうぞ、という仕草をする。

「お客様が先だろう。さあ、君も乗りなさい」

　オジサンの手が、馴なれ馴れしくオレの背中に回される。

　近寄ったとたんに強すぎるコロンの臭においがブワッと鼻に届いて、オレは思わず息を止める。

　妙に甘ったるく、しかも必要以上にムスクの強いそのコロンはかなり強きよう烈れつで、普ふ通つうに嗅かいでしまったらくしゃみが出そうだ。

　……敏びん感かんな鼻はソムリエの財産だぞ！　こんな臭い嗅がされたら仕事に支障が出そうだ！

　オレは愛あい想そ笑いを浮かべて慌てて彼の手を逃のがれ、エレベーターの奥に逃にげる。

　オジサンと、アンドロイドみたいに無表情な秘書たちがエレベーターに乗り込んできて、顔を引きつらせた受付嬢が、ボタンを押す。最上階の三十八階と、その下の三十七階だ。

「沢渡暁くんというのか。綺麗な顔に似合った、いい名前だな」

「ど、どうもありがとうございます」

　オレは壁かべに背中を押し付けるようにして、彼の強烈なコロンの臭いと、いやらしい感じの彼自身から必死で身体を離はなす。

　ポーン！

　エレベーターが到とう着ちやくし、その男は慌てて名めい刺し入れを取り出す。

「これを。プライベートの名刺だ。いつでも電話してきなさい」

　言い残し、名な残ごり惜おしそうにエレベーターから降りていく。

　……するわけないだろうっ！

　オレはその背中に、心の中で舌を出す。

　まさか彼と、あんな再会をするとは、その時のオレは夢にも思っていなかったんだ。







　　　　時浦雅直







「そういえば……さっき、社長室に行く前に、あなたの親しん戚せきに会ったよ」

　リムジンに乗り込んだ暁が、ふいに言う。

「親戚？」

「ああ……親族経営で、いっぱいいるんだっけ？　ええと……」

　彼は少し考え、

「年は五十歳くらい。背はあなたと同じくらい高くて、顔も結構恰好いい。だけど目が妙にいやらしい感じで、キザな感じにダブルのスーツとか着てて、ムスクの強いコロンをつけすぎてるから近くにいるとくしゃみがでそうで……」

　彼の言葉に、私は内心ため息をつく。

　……彼が言った特とく徴ちようにあてはまるのは、ただ一人だ。

　……なんという面めん倒どうな人間に見つかってしまったのだろう？

「それは私の叔お父じで、時浦忠ただ直なお。私の、育ての親でもある」

「えっ？」

　暁は驚おどろいた顔で私を見つめ、不ふ審しんげな声で言う。

「あの男が……あなたの？　なんか、共通点ないけど……」

「薄はく情じようだと思われるかもしれないが、結局、叔父とは、成人して家を出るまで解わかり合うことはできなかった。……今でも同じだ」

「……そう……なんだ？」

「叔お母ばと叔父との離り婚こんが成立してから、叔父と私の関係はますます複雑になった。叔父はきっと私を嫌っているだろうな。……とはいえ、叔父は取とり締しまり役やくなので会社では顔を合わせないわけにはいかないのだが」

　暁は驚いたように目を丸くして私を見つめ、それから沈しずんだ声で呟つぶやく。

「たしかにあなたはお金も地位も持っていて、さらにこんなにハンサムだ。でも……」

　彼は私の顔をその漆しつ黒こくの瞳ひとみで見上げてくる。

「なんだか寂さびしそう」

「寂しい？　まさか」

　私は彼の言葉にクスリと笑ってしまう。暁はしかし私を見上げてくる。

「オレが、なんとかしてあげられたらいいんだけど」

「どういうことだ？」

「いや……オレになんか何もできないことはわかってるんだけど、オレがいればちょっとは寂しくないとか思ってくれたらいいな、って」

　彼の言葉に、私の心臓が大きく高鳴る。

「君がいれば寂しくない。それは事実かもしれない。君がいると退たい屈くつしないしね」

「オレはオモチャか？」

　彼の驚いた声に、私は思わず笑ってしまう。

「あ……」

　ふいに暁が声を上げて私を見つめる。

「どうかした？」

　私がそれに気づいて聞くと、暁はふいに頰を染めて呟く。

「いや、笑い顔も恰好いいんだなーって」

　言って照れたような顔で私に笑いかけてくる。

　……まったく。これでは、誘さそっていないと言う方が不自然だ。




　　　　＊




「とても美しいソムリエを雇やとったんだな。いい趣しゆ味みだ。うっとりする」

　次の夜、屋や敷しきには、招かざる客がやってきていた。

　彼は私の叔父で育ての親でもある時浦忠直。彼は、亡なくなった父の代わりに自分が『トキウラ』の総そう帥すいになるつもりだったようだが、私にその座を奪うばわれたといって未いまだにそれを深く恨うらんでいる。

　彼は淫いん蕩とうな性格で、美女だけでなく美青年にも目がなかった。そのせいで叔母はヒステリックになり、私が幼い頃ころから、食しよく卓たくには喧けん嘩かが絶たえることはなかった。

　豪ごう華かな屋敷での贅ぜい沢たくな食事は……いつも、まるで拷ごう問もんのようだった。

　……私が味がわからなくなったのは、その頃からのような気がする。

　私が成人すると同時に、叔母は叔父に莫ばく大だいな額の慰い謝しや料りようを請せい求きゆうし、離婚を迫せまった。後ろ暗いところのある叔父は、その両方を受け入れざるを得なかった。喧嘩こそすれ、自分に忠実だと思っていた叔母が離婚を迫ったこと、そして莫大な慰謝料をとられて贅沢な暮らしができなくなったことを、叔父は未だに私のせいだと思いこんでいるようだ。

　執しつ事じの田中は「たまには雅直と食事でもしたい」という叔父の演技に騙だまされて中に通してしまったようだが、そんな叔父が、私と食事をするために屋敷を訪おとずれるわけがない。

　……美しい暁を口説くことが目当てなのは、見え見えだ……。

　叔父のいやらしい視線が暁の身体からだの上を滑すべるのを見て、私は嫌けん悪おを感じる。

　叔父の節操のない飲みっぷりと、食事とまったく合わない、センスのない飲み物の選せん択たくに、暁もとても不快そうな顔をしている。

　しかも暁は私の客人だというのに、強ごう引いんに酒を注げと要求していた。暁は「いいですよ」と引き受けたが、私は今にも怒いかりが爆ばく発はつしそうだ。

「どうぞ」

　暁は嫌いやそうに言って、叔父のグラスにボルドーの赤ワインを注ぐ。テーブルに並べられているのは、グランシェフ自じ慢まんのあっさりとした白身魚の料理、そして豚ぶたのフィレを使ったグリエ。それらと、苦みの強い重じゆう厚こうなボルドーは……ワインに詳くわしくない私が見ても不ふ釣つり合いな組み合わせだ。

「沢渡暁くん、と言ったね？　どうして連れん絡らくしてくれなかった？」

　叔父はワインをサーブする暁の腰こしを引き寄せ、いきなり彼の尻しりに触ふれる。

「それとももう、雅直のものになってしまったのか？」

　叔父の手のひらが、とてもいやらしい手つきで暁の小さな尻の上を滑った。

「……う……っ」

　暁が小さく呻うめいて眉まゆを寄せたのを見て、私はもう、解らなくなる。

　叔父の手から暁の身体を奪って自分の背中にかばい、私は左手で叔父の襟えり首くびを摑つかみ……。

　ガッ！

　右ストレートを、叔父の頰ほおに叩たたき込む。叔父がとっさに身体をひねったせいで、完かん璧ぺきには決まらなかったが。

「何をするんだ、雅直？」

　叔父は拳こぶしがかすめた頰を押さえ、激げき怒どした顔で私を見上げてくる。

「親代わりである私を殴なぐるとは、いったいどういうことだ！　たかが使用人の尻に触れたくらいで……」

　私は叔父の襟首を摑み、今度こそ本気の一発を叩き込もうと腕うでを振ふり上げ……。

　バシャバシャバシャ！

　腕を振り上げた私の頭の上から、紅あかい液体が降ってくる。続いて、叔父の頭の上からも。私と叔父の服が、赤ワイン色に染まっていく。

「この年のボルドーの味は最悪でした」

　空のボトルを高く差し上げ、仁に王おう立ちになった暁が、怒った顔で私を睨にらみつける。

「あんたたちみたいな、頭に血が上った男にかけるのにぴったりだ」

　彼は言い捨てて、そのまま足早に部屋から出て行ってしまう。

「綺き麗れいな顔をしているくせに、なんという失礼なソムリエだ！」

　叔父は痛そうに頰を撫なでながら叫さけぶ。私に殴られ、さらに美しい暁にワインをかけられたことがショックだったらしい。

「おまえもおまえだ！　親代わりである私を殴ろうとするなど、許されるわけがない！」

　よろめきながら立ち上がり、彼は暗く激しい怒りに満ちた目で私を睨み上げてくる。

「おまえはいつも私を見下していた！　そのことが、私はいつも気に入らなかった！　今度という今度は……！」

　騒さわぎを見たギャルソンが慌あわてて知らせたのか、執事が氷とタオルを持ってダイニングに入ってくる。彼は、ワインでびしょ濡れの私と叔お父じを見ても顔色一つ変えずに言う。

「すぐにご自宅に戻もどったほうがよろしいですね。まずはこれで冷やしてください」

　大ぶりの氷をタオルに包んで叔父に差し出す。それから叔父をせかすように、

「すぐに染しみ抜ぬきをすればスーツも無事でございますよ。お急ぎになったほうがよろしいかと」

「雅直、私はおまえを許さない！　本当ならこの屋敷には私が住むはずだったんだ！　なのにおまえに当主の座を横から奪われ、莫大な慰謝料のせいで、狭せまいマンション暮らしだ！」

　叔父は叔母と離婚してから、さらに拍はく車しやがかかったように美しい青年たちとの恋れん愛あいと、そしてギャンブルにのめり込んでいる。『トキウラ』取締役としてもらっている高額の給料も、それらにすべて注つぎ込んでいると聞く。

　……私の存在は、叔父を苛いら立だたせこそすれ、慰なぐさめることなどできないのか。

　執事とギャルソンに連行されるようにして部屋から連れ出されながら、叔父は憤ふん然ぜんと叫ぶ。

　私はその場に立ったまま、部屋を出ていく彼らの姿を呆ぼう然ぜんと見送っていた。

　そして、自分の気持ちに驚おどろき、そして戸と惑まどっていた。

　……暁の身体に触れた叔父を、私は本気で殴ってしまった。

　叔父は愛すべき存在ではなかったが、育ててくれたことに対しては深く感謝している。

　……だが……。

　もしも暁が止めてくれなかったら、私はあのまま叔父を本気で殴っていただろう。それどころか、そのまま殴り殺してしまったかもしれない。

　……私は……。

　私は、思いながら深いため息をつく。

　……美しく誇ほこり高い暁を、どうやら本気で愛してしまったらしい……。







　　　　沢渡暁







　……なんでこんなに気持ちが悪いんだろう？

　オレはベッドの上に座り込みながら、思っていた。

　時浦の叔父だというあの男は、今夜も終始いやらしい目でオレを見つめていた。オレもいちおう接客業だからいろいろなお客には慣れている。だから、なんとか気にしないようにしていたけど……。

　あの男に触れられた感かん触しよくが、まだ身体に残っている。女の子じゃあるまいし、尻を撫でられたくらいなんてことない……と思いたいんだけど……。

「……う……」

　あの男の手つきを鮮せん明めいに思い出し、オレは吐はき気を覚える。

　あの男の手はオレの尻の表面を撫でただけじゃなく、指先でオレの双そう丘きゆうのスリットの上を確実に辿たどっていた。そして何かを明確に意図しているかのように、オレの隠かくされた蕾つぼみの上に指先をキュッと押しつけ……。

　オレの身体に、ゾクゾクッと激しい寒気が走った。

　……あれはもしかして、そこを使ってオレとヤリたいっていう意味だったのか？

　オレは自分の胸を手のひらで押さえて、必死で吐き気に耐える。

　……時浦の目の前で、あんな辱はずかしめを受けるなんて……。

　時浦が引き剝はがしてくれたからよかったようなものの、あのままだったらオレは持っていたボトルであの男を殴ってしまっただろう。

　……時浦にキスされた時も、愛あい撫ぶされた時にも、オレはそれを辱めだとは、少しも思わなかった。

　……時浦に愛撫された時、オレはあんなに感じて放った。さらに、覚えてはいないけれど、後ろの蕾を使って最後までされてしまったはず。なのにそれを知った時も、オレは今のような嫌けん悪お感は少しも感じなかった。

　オレは深いため息をついて、心の中にある嫌な気分を吐き出してしまおうとする。

　……同性に触れられるのは、本当ならこんなに嫌なものだったんだ。

　オレは、ふいにあの男を殴ろうとしてくれた、時浦の顔を思い出す。

　……どうしよう、今度はドキドキする。

　カチャ。

　間接照明だけに明かりを落としたベッドルームに、光が射さし込んだ。

　シャワーを終えた時浦が、バスルームのドアを開けてベッドルームに入ってきたんだ。

　彼はバスローブを着て、被ったタオルで濡ぬれた髪かみを拭ふいていた。

　無造作に着たバスローブの襟えり元もとから、逞たくましい胸と、しっかりとした鎖さ骨こつが覗のぞいている。

　締しめられた腰こし紐ひもが、彼の緩ゆるみなく引き締まったウエストを強調している。

　バスローブの裾すそから伸のびるのは、発達した筋肉の影かげを美しく浮うき上がらせた長い膝ひざ下した。

　男っぽく筋張った、足の甲こう。清潔な爪つめ。

　髪を拭きながら裸足はだしで歩く彼は……なんだか妙みようにセクシーで……。

　……男にあんなことをされたばかりで、嫌悪を感じてもおかしくないのに……。

　オレは彼から視線をはずせなくなりながら思う。

　……どうして、同じ男である時浦には、こんなに見とれちゃってるんだろう……？

　彼はオレの視線を感じたかのようにふいに髪を拭く手を止め、タオルの下からオレを真っ直すぐに見つめてくる。

「……あ……」

　そのすがめるような視線が妙に獰どう猛もうに見えて、オレの鼓こ動どうが速くなる。

「少しは、落ち着いた？」

　彼の言葉に、オレはうなずく。彼はすぐ前まで歩いてきて、オレの前に跪ざまずく。

「本当に？」

　彼はタオルを頭の上から取り去り、ため息をつく。

　いつもきちんと整えている髪が、濡れて額に落ちかかり……やっぱりすごくセクシーだ。

　……ああ、ますますドキドキする。これはいったいなんなんだろう？

「うん。なんとか吐き気は治まった。ただの貧血だったのかもね。シャワー、浴びてこようかな？」

　ベッドから立ち上がろうとしたオレの手を、彼の手が強く握にぎって留とどめる。

「その前に……君に、礼を言わなくてはいけない」

　苦しげな声で言われた彼の言葉に、オレは驚く。

「礼？　ワインをかけたのに？」

「君が止めてくれなかったら、彼を殴なぐり殺してしまったかもしれない」

　その言葉に、オレは驚いてしまう。彼も、オレと同じくらいに怒おこっていたことが解わかったからだ。オレは無理やり笑って、

「それならワインをかけてよかった。知っている人が警察に捕つかまるなんて、気持ちのいいものじゃないから」

　彼がまだ苦しげに眉まゆを寄せているのを見て、オレは、

「そんなに責任を感じなくていいってば。女の子じゃないんだから、尻しりを触さわられたくらい、なんてことない。それに、ほら、あなたに最後までされてしまったから、初めてってわけじゃなかったんだし」

「それは……噓うそなんだ」

　彼の低い声に、オレは呆然とする。

「噓？　って、何が？」

「君を、最後まで抱だいたことだ」

　彼の告白が信じられずにオレは呆ぼう然ぜんと彼を見返す。

　……最後まで抱いてない……？

「君はたくさん喘あえぎ、放った後で眠ねむってしまった。しかしすぐに目を覚まし、リビングでシャンパンを飲もうとしているところに来た。シャンパンを開けるのはソムリエの仕事だ、と言い張って私の手からシャンパンを奪うばい、逃にげようとしてボトルを揺ゆらし……」

「もしかして……？」

　オレの言葉に、彼は深くうなずく。

「コルクが飛び、シャンパンが噴ふき出した。私も君も上から下までシャンパンでびしょ濡れになり、服をすぐにホテルのクリーニングに出さなくてはならなかった」

　……全然覚えてない……。

「シャワーを浴びた君は、裸はだかのまま布団ふとんに入って眠ってしまった。パジャマを着せることもできず、布団にくるんでやるしかなかった」

「だから……裸だっただけ……？」

　オレは恐おそる恐る言う。

「じゃあ、手で触った以上のことは……」

「していない。君のヴァージンは、まだ失われてはいないから安心しなさい」

　彼は、深いため息をついて言う。

「君があまりにも可愛かわいかったので、ついからかってしまった。悪かった」

　……からかった……？

　オレはなぜか、そのことにひどいショックを受けてしまう。

　……抱いてないのに、抱いたとか言って……？

　……じゃあ、オレを毎晩のように愛撫してイカせたのも、全部からかっただけ……？

　オレの中に、激しい怒いかりがわき上がってくる。

「なんだよ、それ！」

　パアン！

　気づいたら、オレは彼の頰ほおに渾こん身しんの平手打ちを食くらわしていた。　>>>♥

「バカ野や郎ろうっ！」

　オレは思いきり叫さけんでベッドから立ち上がり、そのまま部屋を飛び出したんだ。




　　　　＊




　……信じられない……。

　オレはとても混乱していた。

　噓をつかれたことがショックなのではなく……彼に抱かれたことを受け入れ、嫌悪感を感じずに受け止めてしまっていた自分がショックだった。

　……どうして？

　オレは、自分の気持ちが理解できなかった。

　……彼以外の男に尻を触られただけで、あんなに気持ちが悪かったのに。

「もう、落ち着いた？」

　バーカウンターの上に、シェリー酒の入った小さなグラスが置かれる。

「すみません」

　オレの隣となりのスツールに腰こしをかけたのは、坂木さんだった。

　屋や敷しきを飛び出したオレはタクシーに乗り込んだけれど……そこでお財さい布ふを持ってこなかったことに気づいた。そして自分の部屋の鍵かぎすらも。オレはタクシーで『ポルト・ボヌール』に行き、二階に住んでいる坂木さんにタクシー代を立て替かえてもらうしかなかった。

「君がこんな時間に来るなんて、驚おどろいた。時浦と、何かあったみたいだね」

　坂木さんが優やさしい声で言ってグラスを持ち上げ、シェリー酒を飲む。

「どうしてわかるの？」

　オレが言うと、坂木さんは可お笑かしそうに笑ってオレの頰を指さす。

「君は正直だから、全部ここに書いてあるんだ」

「え？」

　思わず頰を手で押さえるオレに、坂木さんは、

「この間、時浦が店に来た時には『すごく嬉うれしい』、時浦と話す時には『この人が好き』、そして今は『あの人と喧けん嘩かをして悲しい』。……そうだろ？」

「いや、その……」

「もしかして、時浦にした借金のことを気にしてる？　店のためにとか思って無理やりに彼と付き合い始めちゃった？」

　その言葉に、オレの心がズキリと痛んだ。

「オレと彼は、付き合ってなんかいないし」

「本当に？　だって時浦が店までお迎むかえに来て、肩かたを抱いて帰っていった。どうみても結ばれたばかりでラブラブの恋こい人びと同士だったよ？」

「違ちがうよ。あれはただ……賭かけに負けたから……」

　オレは、心が壊こわれそうに痛むのを感じる。

「賭けに負けた？」

　坂木さんは驚いた顔でオレの顔を覗のぞき込んでくる。

「いつ？　何を賭けたの？」

「賭けをしたのはあのパーティーで。ブラインド・テイスティングのワイン、三本全部を正解したらオレの勝ち。一本でも失敗したら彼の勝ち」

「結局、一本は不正解だったんだよね？」

　坂木さんは心配そうにオレの顔を覗き込んでくる。オレはうなずいて、

「だからオレは賭けに負けて……」

「まさか賭けの代だい償しようとして、無理やり犯おかされていたとか？」

　坂木さんは本気で驚いた顔をする。それから拳こぶしを強く握りしめて、

「あの野郎……うちの大切なソムリエに……！」

「そうじゃないってば！　オレは時浦さんの屋敷でソムリエをしてた。ワイン・カーヴも見せてもらったし、寝ね酒ざけのためのワインも選べたし、楽しかった。彼は賭けの代償としてオレを無理やり犯したりはしなかった」

「じゃあ、どうしてそんなに落ち込んでるんだ？」

　オレは、しばらく考える。

　……父さんと母さんに続いて祖じ父いちゃんも亡なくなった今、オレの唯ゆい一いつの身内と言えるのは、この人だけかもしれない。もちろん血は繫つながっていないけれど、オレはこの人をやっぱり兄みたいに信しん頼らいしているし。

　……だから、この人に隠かくし事はできないかもしれない。

「ええと、変な話なんだけど……オレ、パーティーの夜に、時浦さんと最後までセックスしたんだと思い込んでた。朝起きたとき、裸だったから」

「なんだと？」

　立ち上がろうとした坂木さんの二の腕うでを、オレは慌あわてて摑つかんで止める。

「違う。結局はセックスはしてないし、服もあの人に脱ぬがされたわけじゃなくて、シャンパンで濡ぬれちゃったから自分で脱いだだけだったんだよ。クリーニングに出すために。でもオレ、酔よっぱらってて覚えてなくて……」

「……暁」

　坂木さんはものすごく難しい顔をしてオレの言葉を遮さえぎる。

「落ち着いて考えなさい。彼と過あやまちを犯したかと思ったら、犯していなかった。服を脱がされたかと思ったら、脱がされていなかった。胸を撫なで下ろしこそすれ、どうして落ち込むことがある？……ん？」

　彼が言って、オレの顔を見つめる。

「それは……ええと……」

　オレは深いため息をついて、

「オレ、あの人とキスとかした。もっとすごいことも。だけど、それも全部、彼の冗じよう談だんだったのかと思ったら、なんだか……」

　オレは自分の感情の動きが読めずに、混乱しながら言う。

「……なんだか、無む性しように悲しくて、悔くやしくて……」

「どうしてそう思うのか、わからないのか？」

　坂木さんの言葉に、オレはうなずく。

「わからないから、困ってるんだ」

「ふうん」

　坂木さんは何かを考えるように唸うなり、それからふいに思い出したように言う。

「そういえば、七千万の借金のことだけど」

「あっ！」

　オレはその言葉で、たいへんなことを思い出す。

「そういえば、この店がやばいかもしれない。祖父ちゃんが働いていたこの店がつぶれたりしたら、オレはすごく悲しいし……」

　オレが言うと、彼はきょとんとした顔をして、

「どうして？　店の経営はうまくいっているけど？」

「だって、時浦さんに七千万円の借金があるって……」

「それはある。でも、気にしなくて大だい丈じよう夫ぶ」

　あっさり言われた坂木さんの言葉に、オレは呆ぼう然ぜんとする。

「それって……どういうこと……？」

「いや、あんまり言うのも何かと思ったんだけど、ぼく、趣しゆ味みの株で大おお儲もうけしてるんだよね。今ではそっちが本業、レストランは優ゆう雅がな趣味？」

「株？　知らなかった……本当に？」

「本当。だから個人的にはかなりのお金持ちなんだよ。定期預金を下ろすのが面めん倒どうだったから時浦に借りちゃったけど」

　その言葉にオレはとても驚いてしまう。

「じゃあ、七千万円の借金は……？」

「すぐに返せるけれど、返さなくてもいいって言われてるからね。……かわりにあの男の願いを聞いてやったんだ」

　坂木さんはいつものほんわかしたのとはぜんぜん違ちがう笑えみを浮うかべる。それはなんだかすごく腹黒い感じで……。

「願いっていうのは、いったい……」

　言った時、店に激しいノックの音が響ひびいた。

「坂木！　ここを開けろ！」

　聞こえた声は……なんと時浦のものだった。

「暁がいるだろう？　手を出したら殺すぞ！」

　時浦の言葉に、坂木さんはにやりと笑う。

「おまえには関係ないだろう？　どうせ最後までできなかったくせに。今から暁の初めてのセックスをもらうところだ。さっさと帰れよ」

　いきなりドアが、バアン！　と音を立てて開く。そこには、怒いかりの形相を浮かべた時浦が立っていた。

「さっさと出て行けよ。せっかくお膳ぜん立だてしてやったのに無む駄だにするなんて」

　坂木さんは意地悪く言い、オレの肩を抱だき寄よせる。

「暁もこんなフヌケな男、うんざりだよね？」

「ちょっと待ってください、お膳立てって？」

　オレの言葉に、時浦はため息をつく。

「君をパーティーに寄よ越こしてくれたら借金のことを忘れてやる、もしも寄越せなかったらちゃんと返す。坂木と賭けをした」

「本当に？　じゃあ七千万円は……」

　オレが視線を移すと、坂木さんは晴れ晴れとした顔でにっこり笑って、

「君がパーティーに行った時点でなかったことになってた。だからもう返さなくてもよかったんだよね」

「そ……そんな……いや、借金がチャラになってたなら、それはよかったけど……」

　オレは呆然とし、それから時浦に視線を戻もどす。

「でも、なんでそんな賭かけをしたんだよ？　あのワインの宣伝をしたかったから？　いや、オレがあのワインを褒ほめたのは偶ぐう然ぜんだし……それにオレみたいな駆かけ出しソムリエのお墨すみ付つきなんかそんなに価値があるとは思えないし……」

　オレが言うと、坂木さんが可お笑かしそうに笑って、

「教えてあげようか？　時浦はフランスで修しゆ業ぎよう中の君を見て……」

「もういい」

　時浦が言って、オレの腕を摑んで立たせる。

「それよりも私からも一つ聞きたい。君はどうしてあんなに七千万円にこだわった？　最初の夜のことで、私と一いつ緒しよにいたら自分の身が危険だということはわかっていたはずだ。なのに君は坂木の七千万円のために私の言いなりになった」

　時浦はなぜかすごく苦しげな顔になって、

「坂木に……何か特別な感情でもあるのか？」

「へ？」

　あまりにも意外な言葉に、オレは呆然とする。時浦はこれ以上ないほど真しん剣けんな顔で言う。

「もしかして、坂木のことが好きなのかと聞いている。私に身体からだをささげてもいいくらい、彼のことを愛している……とか？」

　ハンサムな彼が苦く悩のうの表情を浮かべたところは、なんだか妙みようにセクシーで、オレは一いつ瞬しゆん見とれてしまう。

　……こんなに苦しげな顔をするってことは、オレが坂木さんを愛してたら、とてもつらいって言ってくれてる？

　……もしかしてそれって嫉しつ妬と、とか？

「オレが？　坂木さんを愛してる？」

　彼はその漆しつ黒こくの瞳ひとみで、オレを真っ直すぐに見つめている。そうでないと言ってくれ、と懇こん願がんするような顔に、鼓こ動どうが速くなる。

「そうなのか？」

　彼のかすれた声に、オレは慌ててかぶりを振ふる。

「坂木さんに特別な感情はまったくないよ。彼は昔から知ってる兄みたいなもんだし」

「本当か？」

「うん」

　オレがうなずくと、彼は本当にホッとしたように深いため息をつく。それから顔を上げて、

「じゃあ、なぜ……？」

「オレが守りたかったのは、この店『ポルト・ボヌール』。ここは祖父ちゃんがソムリエをしていた店だし、オレはここで育ったみたいなものなんだ。坂木さんは七千万円が払はらえなかったらこの店を売るかもって言ってたし……でも、そんなことになったらすごく悲しいから」

　オレの言葉に、時浦は深いため息をつく。

「そういうことか」

　それからオレに手を差し出して言う。

「余計な心配をして損をした。……おいで」

　オレは彼の男らしくて美しい手に見とれ、それから彼の手をそっと取る。キュッと握にぎり締しめられ、エスコートするようにスツールから下ろされて鼓動が速くなる。

「兄みたいなものってはっきり言われてしまって、ちょっとショックだなあ。それにぼくの心配じゃなくて店の心配をしてたんだ？」

　坂木さんの声に、オレは慌あわてて振り返る。

「いや、もちろん坂木さんが借金取りに追われるのも見たくないけど……でも一等地にあるこの店を売ればそんなことにはならないだろうし……でも店を売られるのは嫌いやだし……」

「わかったわかった」

　坂木さんは笑い、それから、

「小さい頃ころからずっと可愛かわいいと思ってきた君を、時浦みたいなケダモノに取られるのはすごく悔しいよ。でもまあ、いちおう応おう援えんはしよう。……喧けん嘩かした時には、遠えん慮りよなく横からいただくかもしれないけどね」

　時浦を横目で睨にらみ、かなり意地悪な口調で言う。

　……この人、見かけとはぜんぜん違ってけっこう策士なのかも？







　　　　時浦雅直







「田中が、君がタクシーに乗るのが見えたと教えてくれた。だが君は、財さい布ふも、そして自分のアパートの鍵かぎも、部屋に置き忘れていた。だから坂木のいるあの店に行くだろうと思ったんだ。……私はバスローブ姿だったし、タクシーがなかなかつかまらなくて、少し到とう着ちやくが遅おくれてしまったけれど」

　タクシーが、屋や敷しきの門の前にゆっくりと停車する。

「きっと田中たちが心配している。私が血相を変えて出かけていったからね」

　私はカードで料金を支し払はらい、開いたドアから先に降車し……。

「……雅直……」

　そして後ろから響ひびいた低い声に、驚おどろいて振り返る。

　外灯の下には、コート姿の叔お父じが立っていた。彼の手元が光を反射してギラリと光ったことに気づき、私はタクシーから降りてこようとした暁を慌てて車内に押し戻す。

「出てきてはいけない！」

　叫さけんで、外側からタクシーのドアを閉める。暁はドアを開けようとしたが、私は外側からドアを押さえてそれを許さなかった。屋敷に続く道はほとんど私道なので道みち幅はばは狭せまく、リムジンが通るのがぎりぎりだ。タクシーの向こう側のドアは、道の脇わきに立ち並ぶ木々のせいで開けることはできないはずだ。

「今夜も、その美しいソムリエと一緒なのか……まったく憎にくらしい……どうしておまえばかりがいい目にあうんだ……？」

　叔父はタクシーの中にいる暁を見つけ、それからギラつく視線を私に戻もどす。

　タクシーの内側から窓を叩たたいて暁が何かを叫んでいるが、私はドアを押さえたままで開けさせなかった。

「……おまえのせいで、私は妻と離り婚こんした。しかもおまえを引き取って育てればグループの総そう帥すいになれると思っていたのに、それも無理だった。さらに今度はこんなにコケにされて……」

　叔父の手には、大きなアーミーナイフが握られていた。

「おまえさえいなければ、『トキウラ』の総帥の座も、この屋敷も、莫ばく大だいな財産も、そしてあの美しいソムリエさえも、みんな私のものになる……！」

　叔父がスタートを切ったのが見え、私はとっさによける。だが、恨うらみに凝こり固まった叔父の動きは想像以上に素す早ばやかった。私の腕うでをナイフの刃やいばがかすめたのが解わかる。

　よけられたことで逆上したのか、叔父は体勢を立て直して腹の前にナイフを構え、そのまま真っ直ぐに走ってくる。彼の手に握られたナイフが、私に向かって真っ直ぐに突つき出され……。

「ぐわっ！」

　声を上げたのは、叔父の方だった。私は叔父のナイフをよけ、振り向きざまに彼の頰ほおに渾こん身しんの拳こぶしを叩き込んだのだ。

　右ストレートがきれいに決まり、叔父はそのまま砂じや利り道に、ザザアッと音を立てて倒たおれ込んだ。ぴくりとも動かないところを見ると、そのまま失神したのだろう。私は彼の身体からだの脇を通り、身を屈かがめて投げ出されたアーミーナイフを拾い上げ、それをポケットにしまう。

「バッカ野や郎ろう────っ！」

　タクシーのドアが開く音に続いて、暁が本気で叫ぶ声が聞こえた。

「なんで一人で戦ったんだよ！　目の前であなたが刺さされたりしたら、オレ、どうすりゃいいんだよっ？」

　暁の目からは、涙なみだがとめどなく溢あふれていた。

「あなたがあんなことするから、オレ、あなたのこと好きになっちゃった！　だからあなたが死んだりしたら、オレだって生きていけないんだよ───っ！」

　暁は拳を握りしめて、思い切り叫ぶ。

　私は彼に駆かけ寄って抱だき締めたかったが、ポケットにナイフがあることを思い出し、それを必死で我が慢まんする。

「少しだけ待ってくれ、暁。その話は屋敷に戻ってから、ゆっくりしよう」

「旦だん那な様！　何かあったのですか？」

　門の内側から田中の声がして、門が開く。

「叔父に襲おそわれた。いちおう殴なぐって気絶させたが」

　使用人の一人が道に倒れている叔父に駆け寄り、自分のネクタイで叔父の手首を後ろ手に縛しばり上げた。すっかり怯おびえているタクシーの運転手が、それでも気を利きかせて警察を呼んでくれ……叔父はまだ朦もう朧ろうとしたまま、警察に連行されていった。

　私たちも同行を求められたが、疲つかれているので明日にしてくれ、と言って証しよう拠こ品になるアーミーナイフだけを警官に渡わたした。

「大だい丈じよう夫ぶですか、旦那様？」

「沢渡様、お怪け我がは？」

　田中や使用人たちが、私たちを心配そうに取り囲んでくる。

「暁は大丈夫だ」

　私が言うと彼らはホッとしたようにため息をつく。田中がふと気づいたように、

「沢渡様にお怪我がなくてなによりです。ですが、旦那様はいかがですか？　本当に、お怪我はありませんか？」

　執しつ事じの言葉に、私は腕を上げてみせる。

「被ひ害がいはコートの袖そでを切られたこと。それだけだよ」

　私のコートの一部がスッパリと切られているのを見て、暁も、そして使用人たちも青ざめる。叔父がどんなに鋭するどく研とぎ上げたナイフを持っていたかがよく解ったからだ。

「このコートは長期出張の先で、必要に迫られて買ったものだ。あまり気に入っていなかったので、ちょうどよかったといえばちょうどよかった」

　暁をこれ以上心配させたくなくて私が言うと、執事がそれに気づいたように笑い、

「たしかにそうですね。吊つるしのコートでは、旦那様の完かん璧ぺきなスタイルを引き立てるにはいささか役者不足です。田中も、実を言えばあまり気に入っておりませんでした」

　そして暁の方を見て、

「よろしければ、旦那様のコートの生き地じは、沢渡様が見立てて差し上げてください。最上級のカシミアがいいでしょう。もちろんパリにあるいつものテイラーで」

「それはいい。次に出張の時には彼に同行してもらい、ワインだけでなくコートの生地も選んでもらうことにしよう」

　私は、笑っていいのか泣いていいのか解らない、という顔をしている暁の肩かたに手を回す。

「おいで。もう眠ねむった方がいい」

　キュッと抱き寄よせると、暁は小さく息を吞のむ。

　私たちは広い庭を歩き抜ぬけ、屋敷の中に入る。大階段の前で振ふり返り、

「私たちは休ませてもらう。心配をかけて申し訳なかった。君たちももう休んでくれ」

　彼らはやっとホッとした顔になって、口々におやすみなさいと言って、自室に戻っていく。

「……オレ、まだちょっと眠れそうにないかも……」

　まだ怖こわさが残っているのか、微かすかに震ふるえる声で暁が囁ささやく。暁の横顔を見下ろすと、まだ緊きん張ちようが解けないようだ。

「それなら、一いつ杯ぱい飲んでからにしようか？」

　私が言うと、暁は私を見上げて、まだ少し引きつった顔で微笑ほほえむ。

「いいね。それならオレ、いいものを知ってるんだ」




　　　　＊




「いったい何を作ろうとしているんだ？」

　二人で忍しのび込んだキッチン。暁は果物かごに入れてあったオレンジとリンゴを取り、まな板の上で器用に切り分けた。ワインのツマミとしてフルーツを食べようとしているのかと思った私は、彼が棚たなから小こ鍋なべを取り出したことに気づいて、少し驚く。

「ワインを飲ませてくれるのだと思っていたが？」

「ただのワインじゃなくて、ヴァン・ショーを作ってあげる」

　暁はスパイスの並んだ棚からクローヴとシナモンを取り出す。スティックのシナモンを小鍋に入れ、皮にクローヴを突き刺したオレンジと、切り分けたリンゴをさらに加える。そこに、厨ちゆう房ぼうの冷蔵庫に入れられていた、料理に使った残りの赤ワインを注いで火にかける。

「君にしては珍めずらしいな。銘めい柄がらにはこだわらないのか？」

「残ったワインを適当に、っていうのが、ヴァン・ショーの正しいレシピ。……ヴァン・ショーは英語で言えばホット・ワイン。今日みたいに寒い日の寝ね酒ざけにお勧すすめなんだ」

　彼は言い、火の強さを調整しながら、ワインと果物をゆっくりと煮にる。できあがったそれを二つの耐たい熱ねつグラスに入れて、小さな銀のトレイに載せる。

「ベッドルームで飲もうよ。二階に行くまでにちょうどよく冷めると思うから」

　暁が言いながら、手早く鍋を洗う。私はトレイを持ち、暁と並んで二階のベッドルームに向かった。

　私と暁はベッドに並んで腰こし掛かけ、ヴァン・ショーの入ったグラスをそれぞれ持ち上げる。

「私のせいで怖い目に遭わせてすまなかった」

「次にオレを閉じこめたら、今度はオレが殴るからね」

　言い合って、グラスをそっと合わせる。

　私はグラスを傾かたむけて、それを試ためしてみる。温かな赤ワインに、フルーツの香かおりと甘さ、それにオレンジの皮の絶ぜつ妙みような苦みが溶とけだして、とても味わい深い飲み物だ。

「……美お味いしい」

　思わず出た言葉に、暁が嬉うれしそうににっこりと笑う。

「よかった。オレのお気に入りなんだ」

　彼は言い、少し冷めたそれを一口舐なめる。少し熱そうにしてから、美味しい、と呟つぶやく。

　それから、ふと暗い声になって、

「あの人が……あなたの育ての親なんだよね？」

　まだショックから抜け切れていないのか、暁の横顔は少しぼんやりとしている。

「そうだよ」

　私はつとめて穏おだやかな声を出そうとしながら言う。

「私が育った叔お父じの屋や敷しきはとても贅ぜい沢たくだったけれど、その食しよく卓たくはとても殺さつ伐ばつとしていた」

「もしかして……味がわからなくなったのって、その頃ころから？」

「そうかもしれないな」

　暁は何かを考えるように私の顔を覗のぞき込み……それからふと何かを思い出したように言う。

「そういえば……まだ聞いてなかった」

「何を？」

「坂木さんが言いかけたことの続きは？　パリのレストランでオレを見て……っていう」

　私はため息をつき、

「偶ぐう然ぜんに入ったパリのレストランで、ソムリエをしている君に一ひと目め惚ぼれをした。そしてワインの雑誌で、『世界ソムリエコンテスト』で新人賞を獲とった君の写真を見た。その話をしている時、坂木が『コンテストで受賞したあの彼は日本に帰ってきたらうちの店で働くんだよ』と言い、勝手に運命を感じてしまった。そして坂木を説得して君と会う場所を無理やりに設けた。坂木は君をあのパーティーに出すことをとても嫌いやがっていた。自分が目をつけているのに、とね」

　あまりにも意外なのか、暁は呆然と私の顔を見る。

「それで、七千万円の借金をなしにするって言ったの？」

「七千万円はもちろん小さな金額ではない。だが、その時の私は、もうほかのことはどうでもよかった。君と会うことだけを考えていた」

「まったくもう」

　彼はあきれた声で言う。

「それなら最初から素す直なおに言えばよかったのに」

「言う？　なんと言えばよかったんだ？」

「『一目惚れしました、付き合ってください』って」

　その言葉に、私は呆然とする。

「そう言ったら付き合ってくれたか？」

「わからないけど……」

　彼はその漆しつ黒こくの瞳ひとみで私を見つめて言う。

「少なくとも、最初に会った時から、あなたのことが嫌きらいじゃなかったのはたしかかも」

「本当か？」

「うん。だって、あの男に触さわられた時は、気絶しそうに嫌だった。でも、あなたになら、キスされても、イカされても、嫌じゃなかった。それだけじゃなくて……」

　彼は言いかけて言葉を切り、恥はずかしげにうつむいて言う。

「……あなたとセックスしたんだって思っても……嫌じゃなかったんだ……」

　私の心臓が、ドクンと跳はね上がる。

「自分がそんなふうに感じてるんだって気づいた時には、なんだかすごくショックだったんだけど。だってオレ、男に興味持ったことなんか今まで一度もなかったし」

　彼の頰ほおがバラ色に染まり、長い睫まつ毛げを瞬またたいている。かすかに震えている肩が、まるで誘さそっているかのようだ。

「私とセックスするのが、嫌ではない……その言葉は……」

　私は囁ささやき、彼の手からヴァン・ショーのグラスを取り上げる。自分の分と並べて、サイドテーブルに置く。

「望んでくれていると取っていいんだな？」

　囁いて彼の身体からだを引き寄せ、そのままベッドに押し倒たおす。

「……あっ！」

　彼は驚おどろいたように声を上げ、私の腕うでの中で緊張したように身体をこわばらせる。

「どうした、そんなに硬かたくなって」

　私は彼の艶つややかな髪かみに、そっとキスをしてやりながら囁く。

「こうやって抱だき締しめられるのは、初めてじゃないのに」

「それは……そうだけど……」

　彼の声が恥ずかしそうにかすれている。いつもよりもさらに色っぽく聞こえるその声に、私の理性が一気に吹ふき飛びそうだ。

　私は彼の上にのしかかり、左手で彼の腰こしを支える。二人の身体の間に右手を滑すべり込ませ、手のひらで、彼のシャツの上を辿たどってやる。

「……あ、やめ……」

　布地越ごしの彼の体温、手のひらに伝わる速い鼓こ動どうが、とても愛いとおしい。

「……う……っ」

　指先がほんの少し乳ち首くびの先に触ふれただけで、彼は驚いたようにビクンと身体を震ふるわせる。

「……あ……っ」

　彼の身体を愛あい撫ぶする時、私はいつも、彼のすべてを見守っていた。

　どこが感じるのか、そして感じるとどうなるのか。

「……ふ、くう……っ」

　彼は乳首の先がとても弱く、しかも少し強めに愛撫されるとすぐに感じてしまう。

「……あ、や、やだ……っ」

　薄うすいシャツの布地越しに、指先で引っかくように乳首を愛撫すると、彼の身体にたまらなげな細さざ波なみが走った。

「……く、うう……っ」

　彼は私の肩かたに額を強く押し付け、湧わき上がる快感に必死で耐たえているようだ。

「今夜は、いつもよりもさらに感じている。もう、こんなにコリコリしている」

　囁きながら、シャツの布地ごと彼の乳首を摘つまみ上げる。

「……ひ……うぅ……っ！」

　彼が息を吞のんで、身体をビクンと跳ねさせる。そのまま指先でクリクリと捏こねてやると、彼の背中がクッとのけぞった。

「……あ、あ……ダメ、だよ……っ！」

　仰あお向むけられた彼の顔は、見ているだけで我を忘れそうなほどに色っぽい。

　固く閉じられた長い睫毛、バラ色に染まった頰。力なく開いた唇くちびるからは、切なげな喘あえぎが漏もれている。

「ダメ？　本当に？」

　囁いて指先で乳首をキュッと揉もみ込むと、彼の腰が、ヒク、と跳ね上がった。

「……あう、ん……っ！」

「こんなふうに、自分で腰まで動かしてしまっているくせに？」

　中指と親指で摘み上げて乳首を尖とがらせ、人差し指でその先せん端たんをくすぐってやる。

「……あっ、あっ、あぁっ……！」　>>>♥

　とても感じているのか、彼の唇から、今にも駆かけ上りそうな切せつ羽ぱ詰つまった声が放たれる。

「……ダメ、もう、オレ……っ！」

　彼は甘い声を上げながら、必死の仕草でかぶりを振ふる。サラサラとなびく髪が光を反射して煌きらめき、本当に美しい。

　ぴったりと触れ合った身体。私の身体に、すでにしっかりと硬くなった彼の欲望が押しつけられている。

　……彼は私を望み、私の愛撫にこんなにも感じてくれている。

　心の中に、言い様のない愛おしさが湧き上がってくる。

「……もう？　もう嫌ならやめるが？」

　私は囁いて、愛撫する手をわざと止めてやる。

「ああ……ひど……っ」

　愛撫をやめられたことが切ないのか、彼は閉じられた睫毛の間からふいに涙なみだをこぼした。

「……あなたは、本当にイジワルだ……っ」

　彼は怒おこったように言い、私の胸に手を突ついて身体を離はなす。

「……わかってるくせに……そんなことされたら、オレの身体、どうなるか……」

「暁」

　私は手を伸のばし、指先で彼の顎あごを上げさせる。

「私に抱かれてもいい、君はそう言った」

　涙に潤うるみ、宝石のように煌めく漆黒の瞳が私の顔を切なげに見上げてくる。

「それならきちんと誘ってみなさい。私に抱かれたいんだろう？」

「……あ……」

　暁は私を見上げ、それからカアッと顔を一気に真っ赤にする。

「誘うなんてこと、オレにできるわけないじゃないか！」

「わかった」

　私は彼の顎から手を放し、彼から一歩離れてやる。

「そんなに嫌いやならお預けだ」

「……あ……っ」

　暁はとても切なげな顔で私を見上げてくる。

「……そんな……っ」

「欲しいか？」

　真っ直すぐに見下ろすと、彼の目が切なげに潤む。

「……ア……」

「欲しいなら、そう言いなさい。そうでないと抱かない」

　私は言い、彼の身体に沿ってゆっくりと視線を落とす。

「……う……」

　綿シャツの布地の向こうで、淫みだらに尖り、色が透すけるほどに紅潮した乳首。

　ジーンズをしっかりと押し上げている、彼の欲望。

「……あ……」

　視線を滑らせるだけで、まるで実際に触れられでもしているかのように、彼の身体に細波が走る。

　見つめてやると、ジーンズに包まれた屹きつ立りつが、今にもイキそうにヒクリと跳ね上がる。

「君の身体は、こんなに正直なのに」

　私は手を上げて、彼のジーンズの前立てのボタンを外す。そしてファスナーをゆっくりと引き下ろす。

「……あ、ああ……っ」

　彼が驚いている間にジーンズを引き下ろし、足から引き抜ぬいて床ゆかに落とす。

「……やだ、見るなよ……っ」

　彼はとても恥ずかしそうに言い、何かを隠かくそうとするかのように身体をひねろうとする。

　肩を押さえてそれを止め、見下ろすと……彼のはいている黒いボクサーショーツには、染しみが大きく広がっていた。

「なんという淫らな子だろう」

　指先で、彼の屹立の先端に、チョン、と触れてやる。

「……ひ、ああっ……！」

　彼の身体からだが跳はね上がり、ボクサーショーツにジワリと染みが広がった。

「下着にこんなに染しみるほど、先走りの蜜みつをたくさん漏らしてしまっていたなんて」

　私は言って、彼の湿しめった部分を、指先でクリクリと刺し激げきしてやる。

「……く、ああ……感じすぎて、痛……」

　彼の唇からたまらなげな喘ぎが漏れ、その屹立は今にも放ちそうに、ビク、ビク、と震えている。

「……アア……ダメ……下着、汚よごれちゃ……」

「今さら何を言っている？　もうヌルヌルに汚しているくせに。だが……」

　私は彼のボクサーショーツの合わせ目にそっと触れてやる。

「下着を着けたままイキたくなければ、自分で脱ぬいでごらん」

　指先で屹立を辿ると、ヒクヒクと反応するのが解わかる。

「……アア……あなたは本当にイジワルだ……っ」

　彼の唇から、とても悔くやしそうな声が漏れた。彼らしい可愛かわいらしい反応に、私は思わず微笑ほほえんでしまう。

「意地悪くもなる。こんなに愛いとおしく、こんなに色っぽい君を目の前にして、私は一度も思いを遂とげていないんだよ？」

　私が言うと、彼は驚おどろいたように目を見開き、それからとても後ろめたそうな顔になる。

「それ、オレも気づいてた。でも……その……」

「言い出したら何をされるかわからないと思って、言いだせなかった？」

「オレ……あんまりこういうことに詳くわしくないから……」

　彼は言い、それから煌めく瞳ひとみで私を見上げてくる。

「ごめんなさい。つらかった？　それともオトナだから大だい丈じよう夫ぶだった？」

　彼のあまりにも無む邪じや気きな言葉に、私は苦く笑しようする。

「大丈夫なわけがない。つらかったに決まっているだろう？」

　私は手を上げて、彼の唇に指先で触ふれる。

「君の身体は見ているだけで我を忘れそうなほどに柔やわらかく、そして色っぽかった。さらにその唇から漏れるのは、誘さそうような切ない喘ぎ」

　私は指先で、彼の唇の形をそっと辿たどる。

「押し広げて無理やりにでも奪うばいたいという欲求を抑おさえるのに、全身全ぜん霊れいを傾かたむけなくてはならなかったよ」

「我が慢まん、してたの？」

「していた。死んでしまいそうなくらいね」

　私が冗じよう談だんめかして言うと、彼はとても申し訳なさそうな顔になって、

「……ごめんなさい、オレ……」

　開かれた唇くちびるに、私はそっと指を滑すべり込ませ、その言葉を遮さえぎる。

「……んん……」

　ピンク色をした柔らかな舌、あたたかく濡ぬれた口こう腔こう。その感かん触しよくだけで、私の中に激しい欲望がまた甦よみがえる。

「……ん、んく……っ」

　彼の舌が、私の指をたっぷりと舐なめ上げる。指先で舌を愛あい撫ぶしてやると、まるで仔こ猫ねこのように軽く嚙かみついてくる。

「……痛いな。悪い子だ」

　クチュ、クチュ、と音を立てて、彼の柔らかな口腔に指を出し入れしてやる。

「……んん……んん……っ」

　ベッドルームに響ひびく淫らな水音。まるでイケナイ部分を犯おかしてでもいるかのような感触に、欲望が湧わき上がる。

「……んう……うう……んっ」

　彼は長い睫まつ毛げをうっとりと伏ふせ、陶とう然ぜんとした顔で私の指を吸い上げる。

「……く……ふう……っ」

　私の指をくわえ込んだ彼の唇の端はしから、蜜のように煌きらめく唾だ液えきが滴したたり伝う。

　私は顔を下ろし彼の顎から唇までを舌で辿る。

「今日は、いつもよりもずっと色っぽいな。見ているだけでタガがはずれそうだ」

「だって……」

　彼がかすれた声で言って、私の胸に額を擦こすり付ける。

「……今夜は抱だかれるんだと思ったら、なんだか……」

「感じた？」

　囁ささやくと、彼の身体がヒクリと震ふるえる。

「いい子だ。うんと感じていいよ」

　私は、彼の唾液で濡れた指を彼の肌はだの上に滑らせ、乳ち首くびをそっと摘つまみ上げる。

「……ひ、あ……っ！」

　ヌルヌルと指先で刺激してやると、ボクサーショーツに包まれた彼の腰こしがヒクリと跳ねる。

　私は彼の手を上げさせ、袖そでのボタンを外す。そして、綿シャツを脱がせてしまう。

「……あ……」

　恥はずかしげに身をよじらせる彼の腰を捕つかまえ、ボクサーショーツのゴム部分に手をかける。

「……ちょっと待って……ああっ！」

　そしてそれを一気に引き下ろす。

「……や、だ……っ！」

　シーツに横たわる彼は本当に美しかった。

　少しの緩ゆるみもなく引き締しまった、しなやかなその身体。

　真しん珠じゆのように滑なめらかな肌。

　仔猫のそれのように小さな、ピンク色の乳首。

　そしてとめどなく蜜を振ふり零こぼす……その、恥ずかしい屹立。

「抱きたい」

　私は彼を真っ直ぐに見下ろしながら囁く。

「嫌いやか？」

　彼は少し考え……それから頰ほおをバラ色に染める。

「どうしよう？　嫌じゃ……ないかも……」

「愛している、暁」

　私は囁いて彼を抱き締め、その唇にキスを落とす。

「……オレも愛してるんだ、雅直……」

　彼の声で自分の名前を呼ばれるのは、とても甘かん美びな感覚で……私は我を忘れてその剝むき出しの屹立を手のひらに握にぎり込む。

「……ああ、ああ……っ！」

　彼はとても甘く喘あえぎ……そして私がほんの二、三度扱しごいただけで……、

「……アアッ、雅直……！」

　彼は私の名を呼び、たまらなげに身をよじらせ、そしてその先せん端たんから、ビュッ、ビュッ！　と白い蜜を激しく飛ばしてしまった。







　　　　沢渡暁







「いい子だ。たくさん出したね。だが……」

　勢いよく放ち、ぐったりとしたオレの身体からだ。彼の手がオレの身体を持ち上げ、向きを変えさせる。

「……あ、何……？」

「今夜はまだ、許すことはできない」

　気づいたら、オレの頭はベッドの足の方向に向いていた。さらに持ち上げられ、四つん這ばいで彼の頭をまたぐ恰かつ好こうにされる。

「……な、何この恰好……あああっ！」

　彼の舌が、まだ硬かたさを残したオレの屹きつ立りつを下から舐め上げたんだ。

「そんな……ダメだよ……っ！」

　思わず逃にげようとするけれど、下からしっかりと腰を抱き締められて、動けなくなる。

「……ああっ！」

　彼のあたたかく濡れた口腔に、オレの屹立がすっぽりと包まれる。

「……ああっ……すご……い……」

　感じやすい部分をこんなふうにして愛撫されるのは……全身が蕩とろけてしまいそうな、ものすごい快感で。

　グッ、グッ、と腰を引き寄せられ、そのたびにチュプ、チュプ、と音を立ててオレの屹立が彼の口腔を出入りする。

「……あ……ダメ……ダメだよ……！　また出る……っ！」

　オレの腰がヒクヒクと震え、彼のあたたかな口に包まれた屹立がまた反り返ってしまう。

　……ああ、どうしよう、オレ、また……。

　オレは四つん這いの姿勢を保っていられなくなり、彼の身体の上に力無く倒たおれ込む。

「……う、ううう……っ！」

　尻しりだけを上げ、下から舐められるというとてもいやらしい恰好。さらに深い部分までしゃぶられて……気が遠くなりそうなほど、気持ちがよくて……。　>>>♥

「……あ、ああぁ……っ！」

　オレは喘ぎながら、彼の引き締まった下腹に頰を擦すり寄せ……。

　……あ……！

　オレは驚おどろいてうっとりと閉じていた目を開く。

　夢中で擦り寄せた場所、スラックスの布地の下に、まるで熱い鉄の棒のように硬い物があった。快感にかすんだ目に、逞たくましく生き地じを持ち上げる何かが……。

　……これって、もしかして……。

　思うだけで、オレの身体にたまらない快感が走り……。

「……あ、ああーっ！」

　オレがさらに硬くしたことに気づいたのか、彼がさらに激しく屹立を舐なめ、容よう赦しやなく追い上げてくる。

　オレは喘ぎながらも、夢中で彼のスラックスのファスナーを開く。そして欲望に我を忘れてしまいながら彼の下着の布を指先で分けて……。

「……あ……っ！」

　ブルン、と勢いよく弾はじけ出る、とても逞しい彼の欲望。それはオレを切望するかのように、限界まで硬くなっていた。

「……ああ……っ」

　それを見たオレの心に、たとえようもない愛いとおしさが広がってくる。

　彼に咥くわえられた屹立の先端から、何かを求めるように先走りの蜜みつが溢あふれるのが解わかる。オレは我を忘れて……愛する彼の欲望に、頰を擦り寄せる。

　……ああ、オレ……こんなにも彼のことを愛してしまったんだ……。

「んっ……こら、何をしている？」

　彼がオレの屹立を口から解放し、少し慌あわてたような声で聞いてくる。

「あなたに、同じことをしたいんだ」

　オレは、頰に触ふれる彼の欲望の、燃え上がりそうな熱さに陶とう然ぜんとしながら囁ささやく。

「だって……オレだってあなたのこと愛してる」

「君にはまだ早い。無理をしなくていい」

　まるで子供扱あつかいするようなその言葉に、カチンとくる。

「オレにだってできる！」

　オレは彼の欲望を両手で支え、その大きさに圧あつ倒とうされながらもその先端に舌を這はわせる。

「……っ」

　時浦が小さく息を吞のみ、ピクリと身体を震ふるわせる。

「今、ピクッてした」

　オレは嬉うれしくなって、思わず聞く。

「気持ちよかった？　ねえ、気持ちよかったんだろ？……アアー！」

　お仕置きのように屹立の先端を強く吸い上げられて、オレは思わず声を上げてしまう。

「本当に悪い子だ」

　彼が、オレの先端に唇くちびるを触れさせたままで囁く。

「初めてなのにそんなに煽あおって……どんなことをされても知らないぞ」

「どんなことされてもいいよ」

　オレは反り返った彼の側面にそっとキスをしながら囁く。

「あなたに、されるのならば。……アッ！」

　彼の手がオレの腰こしをグッと引き寄せ、オレの屹立が根元近くまで彼の口こう腔こうに包まれる。

「……ンンーッ！」

　オレは湧わき上がる射精感に耐え、そして必死で彼の屹立の先端を口に咥える。

　彼の欲望はとても逞しくて、オレの小さい口では深く含ふくむことは無理だった。でも……。

「……んく、んく……！」

　彼の先端を必死で含み、彼がしてくれるのの真ま似ねをして、舌先で彼の先端を舐め上げる。

「……んん、んんっ、んんーっ」

　オレの愛あい撫ぶは彼のものとは比べ物にならないほど幼よう稚ちだったけど、でも、オレは必死でそれを続けた。

　欲望を直接愛撫される、目が眩くらみそうなほどの快感。そのうえに、彼の欲望を自分の口に受け入れているんだという不思議な快感が重なる。

「……ンンッ？」

　オレの屹立を口で愛撫しながら、彼の大きな手がオレの双そう丘きゆうを割った。

「……ンン……ッ！」

　彼の指先が、オレのスリットの間をそっと撫なでている。彼の指がオレの奥深い場所にある蕾つぼみを見つけ、ゆっくりと解ほぐし始める。

「……ん、んん……っ！」

　屹立を舌で愛撫され、口腔を欲望で満たされ、そして指で蕾を刺し激げきされて……オレは、いままでとはまったく違ちがう、腰こし砕くだけになりそうなほどの快感を感じてる。

「……ンンッ！」

　蕩けてしまったオレの蕾に、彼の指先がキュッと押し入ってくる。

「……ンンン……ッ！」

　一いつ瞬しゆんだけ抵てい抗こうはあったけれど、オレの蕾は彼の指を柔やわらかく受け入れ、そして待ちわびていたかのようにキュウッと締しめつけてしまう。

「……あ、ああ……っ！」

　……ああ、こんなに熱くて逞しい彼が……今夜、オレの中に……？

「……ん、んんーっ！」

　チュウッと強く吸い上げられた瞬間、オレの目の前が真っ白にスパークした。

「……んんーっ！」

　オレは彼の欲望を口に含んだまま、屹立の先せん端たんから白い蜜を、ビュッ、と迸ほとばしらせていた。

　彼はオレの欲望を飲み干し、さらにチュッと吸い上げてオレの蜜を搾しぼり取る。

「ンンンーッ！」

　あまりの快感にオレは我を忘れてしまう。そして口にくわえた彼を、チュウウッと強く吸い上げてしまい……。

「……暁！」

　オレの身体からだが持ち上げられ、唇から彼の欲望が、ブルン、と弾け出た。

「……あっ！」

　とても熱い物がビュッと激しくオレの顔にかかり、オレは目を閉じて陶然とする。

　……ああ……これって……。

「君の唇が素す晴ばらしすぎて、我が慢まんできなかった」

　彼が囁きながら、オレの身体を引き寄せ、キスをする。蜜で濡ぬれたオレの顔をゆっくりと舐めて綺き麗れいにしてくれる。

「いやだったか？」

　囁かれて、オレは小さくかぶりを振ふる。

「……ううん、いやじゃない」

　……ああ、顔にかけられるなんて……。

　オレはゆっくりと目を開け、彼の顔を見上げる。

　恥はずかしいのを我慢して、本当の気持ちを告げる。

「……すごくいやらしくて、興奮しちゃった……」

「……暁……」

　彼の両手が、オレの腿ももにかかる。そのまま大きく割り広げられて、オレは思わず息を吞む。

「……ああ……っ！」

　オレの蕾に、燃え上がりそうに熱い物がぐっと押しつけられる。

「……うう……っ」

　そのままググッと腰を進められて、オレの蕾はきつく締まって抵抗を示す。

「力を抜ぬいてごらん」

　彼は囁き、オレの屹きつ立りつをそっと手のひらに握にぎり込む。

　クチュクチュと音を立てて扱しごき上げられ、オレの蕾がふわりと蕩とろける。

「……ん、ああーっ！」

　その隙すきを見み逃のがさず、彼がさらに腰を進める。

「……ああっ！」

　内ない壁へきで感じる、彼の逞たくましさと熱さ。オレは陶然としてしまいながら、それをしっかりと感じていた。

「……ああっ」

　蕩けた蕾は、熱い彼を歓かん迎げいするかのように震え、それだけでなく、吸い込むような動きまでしてしまう。

「……アアッ！」

　そのせいで彼の形をリアルに感じてしまい……全身に震えが走る。

「……どうしよう……？」

　オレの唇から、かすれた声が漏もれた。

「……初めてなのに、感じちゃいそう……」

「暁」

　彼が囁いて、オレはそっと目を開ける。

「私以外の男に、そういう言葉を言うんじゃないよ」

　その言葉に、オレは真っ赤になってしまう。

「そんなの、言うわけないだろ？」

「それならいい。私には……」

　彼はオレの両腿を獰どう猛もうに抱かかえ上げ、そのままオレの蕾を強く貫つらぬいた。

「……ああーっ！」

「うんといやらしいことを言って、誘さそって構わない」

　グッ、グッ、とリズミカルに揺ゆらされて、オレの全身に怖こわいほどの快感が湧き上がった。

「……あ、雅直……すご……ああーっ」

　彼の屹立がある場所を擦こすり上げた時、オレはたまらずに声を上げてしまっていた。

「ここが感じるのか？」

　彼が囁ささやいて、見つけだしたオレの弱点を容よう赦しやなく突ついてくる。

「……あ、あ、ダメ……っ！」

「ダメ？　本当に？」

　囁きながらグッと突かれて、オレはあまりの快感に我を忘れ、屹立の先端から先走りの蜜みつを振り零こぼしてしまう。

　彼はオレが感じていることに気づいたのか、そのまま激しく抽ちゆう挿そうを開始する。

「……ああっ……ああっ……イクっ……！」

　激しく揺らされ、貫かれて、身体が蕩けてしまいそうだ。

「まだだ」

　彼はイジワルに囁いて、さらに激しくオレを突いてくる。

「……いやだ、イジワル……！」

　オレはシーツを摑つかみ、唇くちびるを嚙かみしめながら、必死で我慢する。けど……。

　彼がオレの腿をさらに高く抱え上げ、さらに深い場所まで貫く。

「……ああ、ああ、もう……っ」

　オレは彼の身体に必死ですがりつく。

　欲望に息を弾はずませる二人を月明かりが照らしている。

　鼻び孔こうをくすぐるのは、何よりも芳かんばしい彼のコロン。

　オレは彼の逞しい肩に頰を擦すり寄せながら思う。

　……ああ、オレはこの男のことを、こんなに愛してる……。　>>>♥

「……雅直……もうだめ……出ちゃうよ……っ」

　オレの蕾が、限界を示すようにキュウッと彼を締め上げる。

　彼は一瞬息を吞のみ、それからどこかが痛むかのような、とてもセクシーな声で囁いてくる。

「君が素晴らしすぎて、私も限界だ。……一いつ緒しよにイこう」

　彼の手が、ヌルヌルに濡れたオレの屹立をキュッと握り込む。

　クチュクチュと淫みだらな音を立てて屹立を扱き上げられ、同時に後ろを激しく犯おかされて……オレの身体に震ふるえが走り……。

「……あああーっ！」

　オレの先端から、ビュッ、ビュッ！　と激しく欲望の蜜が飛んだ。

「……くううっ！」

　オレの蕾が、彼の屹立を、キュウッと強く締め上げてしまう。

「……アア……っ！」

　その抵抗をものともせずに、彼の欲望が強く突き入れられる。快楽に収縮した内壁を激しく犯されるのは、生まれて初めて感じるような快感で……。

「……愛してる、雅直っ」

「ああ……愛してる、暁」

　彼が囁いて、その動きがひときわ激しくなる。ドクンドクン！　とオレの奥深い場所に、蕩けそうに熱い欲望の蜜が撃うち込まれた。

　オレは、気が遠くなりそうな快感の中、奥深い場所で、しっかりと受け止めていた。




　　　　＊




「あなたが美お味いしいと思えるワインを、オレが毎晩用意してあげる」

　何度も何度も交わった後、彼の胸の中で、オレは囁く。

「ずっと寂さびしかったあなたの食しよく卓たくを、オレが幸せなものにしてあげたい」

「暁」

　彼は驚おどろいたように目を見開き、それからとても優しい笑みを浮うかべてくれる。

「ありがとう。愛している」

　囁いて、オレに深い深いキスをしてくれる。

　何度も愛を囁くようなそのキスに、オレの心が蕩けそうなほど熱くなる。

「……オレも、愛してる」

　キスの合間に囁くと、彼の腕うでがオレの身体を愛いとおしげに抱だき締しめる。

　絡からみ合う舌、濡れた音、触ふれあう肌はだと肌。

「……んん……」

　オレはたまらなくなって彼の背中に手を回し……そして二人は固かたく抱き合い、また、激しい欲望の嵐あらしに巻き込まれたんだ。

　オレの愛した人は、ハンサムで、傲ごう慢まんで、イジワルで……だけど本当にセクシーなんだ。







　あとがき







　こんにちは、水上ルイです！

　初めての方に初めまして！　水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます！

　今回の本は、恋れん愛あい条件シリーズの第五弾だんです。ワインを輸入する企き業ぎようグループの総そう帥すい・時浦と、彼が出会った美人だけど跳はね返りのソムリエ・暁のお話。ワインのブラインド・テイスティングで賭かけをし、それに負けてしまった暁はその代だい償しようとして時浦の屋や敷しきに住み込み、ソムリエを務めることになるが、時浦がやらせたのはそれだけではなく……？　というお話です。

　ワインを飲むのは好きなのですが、ワインの専門店は敷居が高い！　親切なソムリエがいていろいろ教えてくれるレストランの常連になってみたいところですが、それはさらに夢のまた夢（涙）。ということで、ワインはインターネット上にあるワインショップで探し、通つう販はんで取り寄せることが多いです。ネット上ならきちんとした説明が載のっているので、銘めい柄がらを暗記していなくてもいろいろ選べますし。クール宅配便で届くので保存状態もオッケー。詳くわしくないのでハズレることも多いですが（涙）、美お味いしいものに当たるととても嬉うれしい！　「自分のお気に入りワイン」と言えるものを探すのは、とても楽しいですね！　これからもちまちまと好きなワインを探し続けようと思います！（笑）

　楽しんで書かせていただいた作品です！　あなたにもお楽しみいただければ嬉しいです！

　ところで。ルビーさんでやらせていただいていた恋愛契けい約やく＆恋愛条件シリーズはこれでめでたく十冊目となりました！　たくさんの応おう援えんありがとうございました！　カタカナ＋恋愛～というタイトルがもう思おもい浮うかばないため（汗＆笑）、恋愛～シリーズはこのへんでいちおうひと段落かな？　次からは新しいタイプのタイトルのものが始まりそうな予感（笑）。頑がん張ばりますので、これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　それではここで、各種お知らせコーナー！





★個人同人誌サークル『水上ルイ企画室』やってます。



　オリジナルＪｕｎｅ小説サークルやってます。（受かっていれば・汗）東京での夏・冬コミに参加予定。夏と冬には、新刊同人誌を出したいと思っています（希望・笑）。たまに東京でひらかれるほかのイベントにもこそっと参加している場合があります。『水上ルイ企画室』の名前をカタログで見かけたら遊びに来てくださいませ！





★水上の情報をゲットしたい方は、公式ＨＰ『水上通信デジタル版』にて！



　ＨＰ『水上通信デジタル版』へはＰＣでどうぞ。ＵＲＬはhttp://www1.odn.ne.jp/ruinet/です（二〇〇七年六月現在）。そういえば、書店さん経由で同人誌の通販を行っているのですが、それに関する情報も、公式ＨＰに載っております。最近バタバタしてトップページが更こう新しんできていないのですが（汗）日記のコーナーを見ていくといろいろな情報が載っていますのでチェックしてみてくださいませ！




　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　こうじま奈月先生。大変お忙いそがしい中、いつもながらとても素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました！　大人っぽくてセクシーな時浦、そして美人の暁にうっとりしました！　表紙もワインに合わせてシックな感じで、とても素敵でした！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　ＴＡＲＯ。またワインを取り寄せるぞ～。失敗もありますが（泣笑）。

　担当編集Ａ澤さん、そして編集部のみなさま。今回も本当にお世話になりました！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　そしてこの本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました！

　今回のお話へのご感想＆リクエスト、楽しみにお待ちしております！

　それでは。これからも頑張りますので、応援していただけると嬉しいです！

　またお会いできる日を楽しみにしております！




　　二〇〇七年　夏


水上ルイ　　
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